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　　　一、行きずりの　魔族の因縁　背負い込み









　闇やみはただ沈ちん黙もくだけを、夜の町にもたらしていた。

　夜中とはいえ、これくらいの規き模ぼの町なら、まだ開あいている酒さか場ばもあり、酔よっぱらいだの何だのが、夜の通とおりをぽつりぽつりと歩いている──というのが定番ではあるのだが、この町にかぎって言えば、もはや開いている店もない。

　……まあ確たしかに、最近何かと物ぶつ騒そうな今日この頃ごろではあるのだが。

　当然人の通りはなく、道をゆくのはあたし一人のみ。

　闇やみ色いろのマントを夜にはためかせ、地を踏ふむブーツの音を殺して。あたしは一人、道を急いだ。

　向かうその先は──

「……また盗とう賊ぞくいじめか？」

　びびくぅっ！

　いきなり後ろからかかった声に、思わず体をふるわせて、あわてて後ろをふり返る。

「……ち……ちょっと……おどかさないでよ、ガウリイ……」

　──そう。

　いつの間にやって来たのか、かすかな月の光の下に、あきれた顔で佇たたずむのは、ほかでもない、あたしの旅の連れ、ガウリイだった。

　金きん髪ぱつ美び形けい、長身で、剣のウデは超一流。ここまでならば、なんの文もん句くもないのだが、いかんせん頭の中には、ふえるワカメが詰つまっている。

　おそらくは、あたしがこっそり宿やどの部屋を抜ぬけ出し、出てきたところを見つけて、あとをつけて来たのだろう。

「おどかさないで、じゃないぞ。

　……ったく……また一人でこっそり宿抜け出して……」

「ひょっとして──ガウリイも盗賊いぢめ、やりたかったとか？」

「そんなわけないだろーが」

　ひそひそ小声で言い合う二人。

　なにしろ夜中の町の中である。あまり大きな声を出すわけにもいかない。

「だぁぁぁって。

　盗賊いぢめでもやんないと、路ろ銀ぎんの補ほじ充ゆうもできないし、腹はらの虫だっておさまんないわよ」

　不ふ機き嫌げんに言ったあたしに、ガウリイは、半なかばあきれ顔で、

「……お前……まだ腹立ててんのか？　あのことで」

「そりゃそーよ」

　きっぱりと言ったあたしに、ガウリイは、小さなため息をついたのだった。




「……念のために聞くが……この報ほう告こく書しよには間ま違ちがいないんじゃな？」

　そう言った老ろう魔ま道どう士しの顔と口くち調ようは、しかし如によ実じつに、『フカシこいてんじゃねーぞ、このアマ。でたらめこくのもたいがいにしやがれ』などと物語っていた。

　今からおよそ十日前。

　クリムゾン・タウンで起こった事件のいきさつを、なんとか報告書にまとめ、テルモード・シティの魔道士協会に提てい出しゆつした時のことである。

　必ひつ死しこいて書き上げた、巻物五巻に及ぶ報告書を、しかし協会のお偉えらいさんは、一読するなり、そう言ったのだった。

「間違いありません」

　憮ぶ然ぜんと言ったあたしに、老魔道士は、やや困こまったような顔で、

「……証しよう人にんとかは……おらんのか？」

　………………

　問われて一瞬、あたしは沈ちん黙もくした。

　あの事件の生き証人といえば──唯ゆい一いつ、ガウリイくらいなものなのだが……

　しかし、である。

　寒かん天てん並の記憶力しかないガウリイを、『証人です』と連れてきて、この場で『そんな事件あったっけ？』なんぞとボケられた日にゃあ、それこそ完全にうそつき扱あつかいされること間違いなし。

　しばし考えたその後に、

「……あたしの旅の連れ……じゃあ、証言の信しん憑ぴよう性せいは薄うすいでしょ。

　その報告書にあるように……生きてる証人はゼロです」

「ふむ……そうか……」

　魔道士は、困ったようにしばし沈ちん黙もくし、

「……しかし正直言って……素す直なおに信じることができん、というのが本当のところじゃの……覇ジ王エ将ネラ軍ルの魔ま剣けん、しかもそれが、ベゼルドで起きた事件にも関かかわっていたなどと……話が途と方ほうもなさすぎるわい……」

　むかっ。

　疑うたがいのまなざしを向ける魔道士に、ちょっぴり額ひたいに青スジ立ったりもするが、それもまあ、考えてみれば無理からぬことではある。

　世の中に、『魔族』の名を持つものは数いるが、高位魔族となると、その数はそれこそ数えられるほど。

　当然、そーいったモノが正式に確認された記録など、ないに等ひとしいと言っていい。

　この世界の魔族の頂点に、魔王シャブラニグドゥが君くん臨りんし、そしてその下に五人の腹ふく心しん。

　さらにその下に位置するのが神官や将軍たち──というのが、高位魔族の社会（？）構こう造ぞうなのだが──

　世の中には、これを単なる伝説だと思っている魔道士も少なくないのだ。

　──実際のところ、かくいうあたしも昔は、北のカタート山さん脈みやくに魔王がいる、などという話も、どちらかというとマユツバものだと思っていたし。

　もしもその頃のあたしが、今、報告書に書いて出したような話を、見知らぬ誰かから聞かされたとしても、売ばい名めい目当てのつくり話、くらいにしか思わなかったろう。

　そう考えてみるならば、老魔道士の反応も、当然といえば当然のことと言える。

　──言えるのではあるが──

　それでもやっぱし腹は立つ。

「……まあ……とりあえずこの報告書は受け取っておくが……

　──それはそうと、実は協会から、ちょっとした依い頼らいがあるんじゃがのぅ。

　なぁに、今の報告書にあるような事件を解決できるなら、なんということもない依頼じゃよ」

　言った老魔道士のことばのうちには、ありありと、皮ひ肉にくの色が混まじっていた。




　──そしてあたしが命じられたのが、最近多発する、レッサー・デーモンやブラス・デーモンの大量発生事件の調査報告だった。

　まずは、最近特に事件の多い、ディルス王国方面へ向かえ、というのが協会からの指し示じだった。

　ンでもって、協会からの依頼の例に漏もれず、依頼の料金は、手て間まのわりには激安、ときたもんである。

　──むろんあたしとて、こんな依頼なんぞ受けたくはなかった。

　その気になれば、断ことわることも、もちろんできた。

　調査、といっても、原因究明になんの手がかりがあるでもなし。事件に遭あったひとたちの証言取るだけでも、一体どれだけ時間がかかるかもわからない。

　こんなくそめんどーな仕事を、格安料金でやれ、ということ自体が間ま違ちがっているのだ。

　──しかし──しかし、である。

　もしもあっさり断れば、『デーモンに恐おそれをなしたか。となるとやはり、報告書もうそっぱち』などと思われることは目に見えていた。

　かくてあたしは涙を呑のんで、このくそめんどくさい依頼を、受けるハメになったのだった。

　むろん、受けると答えたそのあとで、依頼料の増ぞう額がくを要求した。いつまでかかるかわかんない、手がかりすらもロクにない仕事に、この依頼料はないだろう。これじゃあ生活さえできぬ、と。

　そこで協会のお偉いさんがくださったのが紹しよう介かい文ぶん。これを見せれば、どこの協会にも泊とめてくれるし食事も出してくれる、ときたもんだ。

　早い話が、食い物と宿の現げん物ぶつ支しき給ゆうである。

　しかし行く町行く町に、協会があるとは限かぎらない。あったとしても、出されるメシのマズいこと。

　しごとを受けて出発し、あちこち聞き込みやりながら、今日まで旅するそのうちに、前金としてもらったぶんも、もはやあっさりなくなった。

　この状況で、にこにこ笑ってしごとしろ、という方が無理なこと。

　腹はらいせに、盗とう賊ぞく団だんのひとつもぷち壊し、金品強ごう奪だつ──もとい。路ろ銀ぎんの補ほき給ゆうをしたところで、一体誰が、あたしを責せめられるだろうか。

「……まあ……盗賊をやっつける、ってのは、悪いことじゃあないとは思うし、お前の習しゆう性せいみたいなもんだから、あえて、やめろ、とは言わないけどよ……」

「……習性……って……」

　──ひとを動物みたいに──

　言いかけたそのことばを、しかしあたしは、のどもとで飲み込んだ。

「──リナ──」

「わかってる」

　ガウリイのことばに、あたしは、言って小さくうなずいた。

　あたりをとりまく闇やみは、一いつ層そう重さを増ましていた。

　月がかげったわけではない。

　闇に混まじった、ある気配のせいだった。

　憎ぞう悪お、悲しみ、嫉しつ妬と、絶ぜつ望ぼう──

　生きるものの持つ負ふの感情、すべてを混まぜ合あわせ、風に溶とかしたような気け配はい──

　すなわち、障しよ気うき。

　こんな気配があたりに漂ただよっているということは──

「……なあリナ……なんかまた……ややこしいことに巻き込まれそうな気、しないか？」

　ガウリイのぼやきに、あたしが答えるより早く。




　どんっ！




　重い衝しよう撃げき音おんは、やや離はなれた場所から聞こえた。

「──あっちよ！」

　同時に駆かけ出すあたしとガウリイ。

「たしかこのあたりで──」

「リナ！　あれだ！」

　通りの角で足を止め、ガウリイの指さす方に目をやれば、道に散らばる何かの破は片へん。

　そして、その向こうには──

　人!?

　あわてて駆け寄ったそこには、倒たおれ伏ふしている一人の男。

　としの頃ころは、二十歳を過ぎた頃だろうか。あたりに流れた黒い液体が、夜空の月を紅あかく映うつしていた。

　抱だき起こしてはみたものの、すでにこと切れていることは明らかだった。

　胸のあたりを、ばっさりとやられている。

「……一体……」

　つぶやくことばも終わらぬうちに。

　殺さつ気きが疾はしる。

　ガウリイが動く。

　ぎんっ！

　鋼はがねのぶつかる、鋭するどく澄すんだその音は、とっさに身をかわしたあたしの横手から聞こえた。

　視線を移せば、剣を抜ぬき放はなったガウリイと、対たい峙じするのは黒い人ひと影かげ──

　黒い人影、というのは別にたとえではない。実際に、それの全身が黒いのだ。

　身につけた軽ライ装ト・鎧メイルらしきものと、右手にさげた黒い剣。かすかな月明かりの下で、まっ黒いその全身に、異い様ような白い模も様ようが入っているのが見てとれた。

　どこぞの怪あやしいシューキョーの神シヤ子ーマンが武ぶ装そうしたみたいな格かつ好こうだが、放はなつ気配は間ま違ちがいない。

　──魔族──

　虚こ空くうから出現した──というわけではない。そばの建物──おそらくは宿屋だろう。そこの二階の窓が、部屋の内側からぶち破られている。

　泊とまっていた男を、こいつが襲おそって殺し、死亡確認のため飛び降りてきた──といったところだろうか。

「その男ニ用があル」

　それは、倒れた男に視線を向けて、何かを口にふくんだような、くぐもった、たどたどしい声で言った。

「もう死んでるわよ」

「………………」

　言ったあたしのことばに、それはしばし沈ちん黙もくしてから、模も様ようしかない顔をこちらに向けて、

「……死ンで……いル……？」

　何か考えてでもいるかのように、しばし小首を傾かしげ、

「ソうか……死んダか……」

　つぶやいて、ふたたび首を傾げて沈黙する。

　……あんまし頭良くなさそーだなー……魔族のくせに……

　しばし沈黙したその後に、それは、ふと顔を上げ、

「……お前たチ……私ヲ見たな……」

　ちょっと待てぃっ！　そっちが勝手に……！

　抗こう議ぎの声を上げるより早く。

　黒いシャーマンは地を蹴けった！

　横っ跳とびに地を蹴って、一気にあたしとの間ま合あいを詰つめる！

　──疾はやいっ！

　ぎんっ！

　横よこ薙なぎに来た一撃を、腰から抜きかけたショート・ソードで、かろうじてあたしは受け止め、反対側に跳んでいた。

　こいつ──強い！

　はっきし言って、今の一発、受けられたのは、ラッキー以外の何ものでもない。

　あと一瞬、こちらの反応が遅おそければ、あたしはあっさり斬きり倒たおされていただろう。

　剣を完全に鞘さやから抜ききっていれば、相手の剣の重さを受けきれず、やはり腹を薙がれていただろう。

『シャーマン』は、一撃が受けられたのを悟さとるや否いなや、剣を引き──

　同時に後ろに飛び退すさり、ふり向きざまに、追つい撃げきをかけていたガウリイに向かって剣をくり出す！

　もう一度、あたしに攻撃をしかけていれば、後ろから来たガウリイに、背中からばっさりやられていた。

　それを見切っての攻撃である。

　ぎぅんっ！

　ガウリイの剣がそれをはじくと同時に、『シャーマン』は横へとまわり込んでいた。

　今度はガウリイの方が跳んで、相あい手てとの間合いを開けた。

「リナ、気をつけろ！　こいつ、かなりやるぞ！」

　むろん言われるまでもない。

　この時あたしは、すでに呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っている。

　ガウリイと『シャーマン』との、刹せつ那なのにらみ合い──

　そして、『シャーマン』が地を蹴った！

　大上段にふりかぶり、ガウリイ向かって斬りつける。

　瞬間、ガウリイの剣にとまどいが浮かんだ。

　彼のウデならその一瞬、『シャーマン』の腹を薙なぐこともできただろう。

　しかし、彼の剣で薙いだだけで、魔族に致ち命めい打だを与あたえることができるのか──？

　迷いはわずかなタイムラグを生み──

　ぎんっ！

　ガウリイは、頭上にかかげた剣で『シャーマン』の一撃を受け止めた。

　同時に──

『シャーマン』がふたたび地を蹴った！

　嚙かみあった剣と剣とを支し点てんに、『シャーマン』が宙に舞まう！

　ガウリイの頭上高くを飛び越こえて、狙ねらうはあたし！

　しかしっ！

「火フア炎イアー・球ボール！」




　どぅぉんっ！




　唱となえておいた呪文の一撃が、空中で、まともに相手を直撃した！

　むろんこんな術で、魔族を倒せるわけはない。しかし、火かき球ゆうが炸さく裂れつする爆ばく圧あつは、『シャーマン』を大きく後ろにはね飛ばす。

　ガウリイの、かなり向こうに着地して、ふたたびその顔をこちらに向ける。

「──待った！」

　駆かけ出そうとした『シャーマン』の足を、あたしの声が制せい止しした。

「あんた、あたしたちを殺す、って言ったけど、それって、目もく撃げき者しやを残さない、ってことでしょ？」

『シャーマン』は、またもしばし、首をかしげて沈ちん黙もくし、

「……そノ通りだ……目撃シャは……みんナ殺す……」

「それじゃあ、とっとと逃げた方がいいんじゃない？　今のあたしの呪文の爆発音で、人がどんどん集あつまってくるわよ！

　このままじゃあ、目撃者が際さい限げんなしに増ふえるわよ！」

　──かまわん、みんな殺す──などと言い出すかとも思ったのだが──

『シャーマン』は、しばし沈黙した後に、いともあっさり地を蹴り、高々とジャンプして、ふたたび破れた窓の中へと姿を消した。

「……あきらめてくれたか……？」

　剣を抜き放ったままのガウリイが、つぶやいて、破れた窓を見上げたそのとたん。




　ぐごぉんっ！




　部屋は内側から、大爆発を起こしていた。




「……で……どうするんだ？」

　ガウリイがそう尋たずねてきたのは、その翌よく日じつの昼のこと。

　メシ屋で食事をしている最さい中ちゆうのことだった。

「どうする……って、何が？」

「昨き日のうのあの……」

「しーっ！」

　言いかけたガウリイの口に、あわてて手て羽ば先さきフライを突っ込み、黙だまらせる。

　さりげなく、あたりのテーブルに視線をやりつつ、

「……声が高いわよ……誰だれかに聞かれたらどーすんのよっ!?」

　口に突っ込まれた手羽先を、もぐもぐこくんっ、と飲み込んで、ガウリイもつられて小声で、

「……聞かれたらどうする、って……

　別に悪いことしたわけじゃあないんだからよ……

　役人たちも、事件の手がかり探さがしてるみたいだし……事情話してもいいんじゃねーか？」

　……はぁ……

　ぜんぜん先読みしていないガウリイのことばに、あたしは小さくため息をついた。

　──賢けん明めいな方ならすでにお気づきだろう。

　そう。きのう、襲しゆう撃げきの現場に出くわしたそのあと。

　あたしとガウリイは、とっとと現場からとんずらこいたのだった。

　当然、爆発音が人を呼び、あたりは大おお騒さわぎになった。

　今日も朝から、警けい備び兵へいたちが、町じゅうを駆かけずり回って聞き込みを続けている。

　むろん、正しよう直じきに名乗り出て、ことのいきさつを話すことは簡単である。

　──しかし──

「……あのねぇ、ガウリイ、ンなことしたら、どーなると思う？」

「……役人が助かる」

　…………はぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……

　さらに深いため息をひとつ。

「聞きたいんだけど……きのうのあの相手、正体、何だったと思う？」

「魔ま族ぞく──だろ？　そんな気配したし」

「でしょ。あたしもそう思ったわ。

　……まあ……魔族にしては、あんまし頭よくなさそーだったし、部屋を爆ばく破はして証しよ拠うこ隠いん滅めつ、なんて、らしくないことやってたけど……

　ともあれ、それを踏ふまえて。

　きのう殺されたあのひとは、寝ね込こみを襲おそわれてたわ。

　実際、着てたのもガウンだったし。

　で、泊まってた部屋は大爆発。

　これで、被害者の身元は、たぶんわかんないでしょーね。

　もしも、よ。

　昨日あたしたちが、ことの次し第だいを役人にバカ正直に話したとするわよ。

　──役人の目から見ればこうよ。

　町の宿屋で爆発が起きて、身み元もと不ふ明めいの死体が一つ。ンでもってその横に、どう見たところでよそ者ものの、血のついた服着た女魔道士と傭よう兵へいがいて、『魔族がやりました』とか言っている。

　さてここで問題。

　その場合、その役人はどーするでしょう？」

「……とりあえず協力を感かん謝しやする」

「しないわよっ！

　どー見たって怪あやしい二人組──早い話があたしとあんたに、『魔族がやった？　寝ね言ごとを言うな！　真しん犯はん人にんはお前らだろう！』とか言って決めつけて逮たい捕ほ。

　あとはこっちが何を言おうと、聞く耳持たない、ってのが妥だ当とうなセンね」

「そーかなー……

　けどよ、誤ご解かいだ、ってわかれば放はなしてくれるだろ」

　彼のことばに、あたしは、ちっちっちっ、と指を振ふり、

「甘あまいわね。

　難なん事じ件けんに当たった時には、とりあえず怪あやしそーな奴やつを、犯人だ、って決めつけて、解決したよーな気分になって満足感にひたる──

　人間なんてそんなもんよ。

　あたしも昔はよくやったわ」

「……………………お前って……………………」

「それに、誤ご解かいだ、ってわかってもらえるとしても、そこまでに一体どれだけ時間がかかると思う？

　前にソラリアであった事件の時だって、こっちの身み元もとやことの次し第だいも、ある程度はっきりしてるのに、それでもあれやこれやの事じじ情よう聴ちよう取しゆで、えんえん時間かかったのよ！

　……って……おぼえてないか……ガウリイは……」

「……あ……いや……」

　あたしのことばにガウリイは、げんなりとした表情で、

「……町の名前はよくおぼえてないけど……えんえんあれこれ聞かれたことはおぼえてる」

　うーむ。ガウリイでさえ、そこまでヤだったか。あれは。

「──でしょ。

　ましてや今回、役人たちにとって、あたしたちは見ず知らず。おまけに被害者の身元は不ふ明めい。

　手がかりのない被害者の身元を調べ上げて、それとあたしたちが本当に関係がないのかどうか調べ上げて……

　一体どれだけ時間がかかるか……

　それにもしあたしたちが、まっ正直に、きのうのことを証言したとして、よ。

　捜そう査さの手助けになると思う？

　怪あやしまれて、無意味な尋じん問もんを受けて、へたしたら捜査の方向をねじ曲げる──

　そーなったら、あたしたちにとっても捜査にとっても、ぜんっぜんいいことなし、よ。

　だからここは、何も知んなかったことにして、とっとと町を出てゆくのみ！」

「……いーのかなー……」

「いーのよっ！」

　もちろんほんとはよくないけど。

「とにかく、この件に関しては、これ以上関かかわらない。

　いーわね、ガウリイ」

　あたしのことばにガウリイは、黙だまって小さく肩かたをすくめたのだった。

　──とは言ってみたものの──

　きのう目にしたあの魔族……またどーせいつか、関わってくることになるんだろーなー……こーゆー因いん縁ねんに関しては、あたし、圧倒的に運が悪いし……

　心の中でつぶやいて、あたしはこっそり、憂ゆう鬱うつのため息を漏もらしたのだった。




「……白い……巨きよ人じん……？」

　いきなし飛び出した、わけのわかんない証言に、あたしは思わず、ロコツに眉まゆをひそめたのだった。

　とっとと町を出た翌日。

　デーモン大量発生事件の被害に遭あった小さな村で、事件の聞き込みをしていた時の話だった。

　被害に遭った、というわりには、村はほとんど傷ついていないし、村のひとたちもわりとふつーに暮くらしているのだが……

「そーよ。村で警けい護ごに雇やとってた、五、六人の傭よう兵へいたちがな、騒さわいで逃げてくるもんで。

　で、村のみんなで出てみると、村の南の林ンところに、デーモンがずらり、よ」

　村に一軒の小さな食堂で、昼メシおごりと引きかえに話をしてくれた、顔じゅうひげもじゃのおっちゃんは、無意味な身ぶり手ぶりを交まじえつつ、

「オレぁデーモンって奴やつ、見たのは生まれてはじめてだったけどよ……いやぁ、ありゃあおっかなかったなー。

　絶対もう殺されると思ったぜ。あの時は」

「でもよ、傭兵がいたんだろ？」

　横から問といかけるガウリイに、おっちゃんは左右に首を振り、

「いやぁ。デーモンの数は、たぶん百やそこら、いたんじゃねーのか」

「百!?」

「ああ。どんだけウデが立つ傭兵か知んねーけど、五、六人でどうにかできるわけはねえ。

　デーモンが出たデーモンが出た、って、騒ぐだけ騒いどいて、とっとと姿消しちまいやがった。

　……まあ、無理もねえ、って言やぁ無理もねえけどな。

　もうだめだ、って思って、みんなで騒いでたところへ──」

「……その、白い巨人、とやらが出てきた、ってわけ？」

「そういうこった。……あ、ロマール魚のフライ、追つい加かしていいか？」

「いいわよ。──おばちゃーん！　こっちのひとにロマール魚のフライ一皿と、あたしにミックスフライ三皿とランチＣ一つとスペシャルサラダ一皿追加おねがーい！」

「あ、ついでにオレのぶん、クラウンソーセージとベーコンポテトエッグと軽食セットＡからＣまで一つずつ！」

「こらガウリイ！　どさくさにまぎれてンなに注文してっ！　となればこっちもっ！　さらに子こひ羊つじのローストと魚のキモのテリーヌに鴨かものタマゴのスープ追加っ！

　──で、その白い巨人が？」

「……い……いきなり真ま顔がおに戻もどらんでくれ。ちょっとテンポについてゆけん……

　……とにかく……

　いよいよデーモンたちが襲おそって来る、ってその時だ。

　いきなりあたりが明るくなってよ」

「明るく？」

「──と、いうか、何かが光ったんだな。

　で、その時には、デーモンたちが片かたっ端ぱしから吹っ飛んでた」

「……はい……？」

「だから、デーモンたちが吹っ飛んでたんだよ。

　まだ生き残ってる奴やつもいっぱいいたけどよ。

　で、あたりの木か何かが燃えてて、ちょいと離はなれたところに、巨人がいるのが見えたんだよ」

「……………………」

　どうリアクションをしていいものやら困こまっているあたしに、おっちゃんは、かまわず話の先を続けた。

「大きさは、小っちゃい山ほどあったんじゃねーかな？　全身まっ白でよ。

　そうこうするうち、ぴかぴか、って、巨人が二、三回ほど光って──

　で、デーモンどもは全ぜん滅めつだ。

　デーモンどもも、火の弓ゆみ矢やで応おう戦せんしてたみてーだけど、巨人にゃあちっとも効きいてなかったみてーだぜ。

　──おれの考えじゃあ、ありゃあきっと、山の神サマか何かにちげーねーぜ」

「……そ……そぉ……」

　おっちゃんのことばに、あたしはあいまいな返事を返した。

　魔族としては最下級の、レッサー・デーモンやブラス・デーモンとはいえど、百にもおよぶ数のそいつらを、たった数発で全滅、って……

　話半分、数半分に聞いたとしても、すなおに信じられる話ではない。

　しかし──

　信じられない話、と言うならば、今まであたしやガウリイが経けい験けんしてきたことだって、ほかの人から見れば、信じられない話だろう。

　それに実際あたしは、この村にやって来た時に、村の入り口で、焼けコゲた戦いの跡あとを目にしていた。

　大地に、数すう条じようの大きな溝みぞが走り、その溝のまわりが溶とけ固まっていた。

　人間が、ちょちょいっ、と作れるものではない。一体何のあとだろうと思ってはいたのだが……

　それがもし、巨人とやらの攻撃の跡だとしたら？

　──けど──その巨人って一体……？

「その巨人とか─デーモンの出現した様子とかで、もう少しくわしい話、聞けない？」

「……詳くわしい話……と言ってもなぁ……」

　おっちゃんは、むずかしい顔で、

「巨人はすぐに消えちまったし、村の連中も、おれといっしょに遠まきに見てただけだし……聞ける話は同じよーなもんだぜ。たぶん、よ」

「……んー……じゃ、その傭よう兵へいたちは？　巨人のことはともかく、デーモンが出てきた時の状じよう況きようとかは聞けると思うけど」

「言ったろ。まっ先にとんずらこいちまった、って。

　デーモンたちが片づいたあとも、結局顔は見せず、よ。

　ま、顔出せた義ぎ理りじゃあねえ、ってことは確たしかだしよ」

「そいじゃあ……その傭兵たちがどこへ行ったか、心当たり………………あるわけないわね……」

「まーな。

　……けどよ、ひょっとしたら……」

「ひょっとしたら？」

「ガイリア・シティで、大々的に傭兵募ぼし集ゆうしてる、って噂うわさ、聞いたからよ。

　ひょっとしたら、そっちの方にいるかもしんねーな」

「……[image: ]っ……!?」

　おっちゃんの口をついて出た町の名に、あたしは思わず、小さく呻うめいたのだった。




　うららかな午後の陽ひざしが、あたりの景け色しきをやさしく包つつんでいた。

　右手の森から聞こえる鳥の声。

　左手の方には──あたしたちの位置からは見えないが、小川でもあるのだろう。水の流れる音が聞こえる。

　……はう……

　平和そのものの光こう景けいを、うすらぼんやりと眺ながめつつ、あたしは小さなため息をついたのだった。

「どうした？　リナ？」

「どうした……って、何が？」

　隣となりを歩くガウリイの問いに、あたしは気のない口くち調ようで問い返す。

「あの村出てから、あんまり元気ないぞ。お前」

「……あ……そのことね」

　言ってあたしは、小さなため息もう一つ。

「村のひとが言ってたでしょ……ガイリア・シティに行けば、傭兵が集まってるから、情報聞けるかもしんない、みたいなことを……」

「それが……どうかしたのか？」

「ほら……ガイリア・シティって、あんましいい思い出ないから……」

　あたしはゆううつな口調で言った。

　以ま前えに関かかわったある事件で、ちょっといろいろあったのだ。

　しかしガウリイは、にっこりほほえむと、

「なんだ。そんなことで元気なかったのか。

　お前らしくもないな」

「そんなことで……って言うけど……ヤな思い出のある町に行く、ってのに、いい気分はしないでしょーが。ふつー」

「何言ってんだ。それじゃあ今までに、『いい思い出』のある町ってあったか？」

「……[image: ]っ……！」

「だろ？

　そんなこと気にしてたら、これから先、一生憂ゆう鬱うつだぞ。

　だから気にしない気にしない」

　陽よう気きに言って、ぽんっ、ぽんっ、とあたしの肩を叩たたく。

　……いや……どーでもいーけど、それってフォローになってない……

「ま、とにかく、だ。

　ため息なんかついていたって──」

　言いかけて──

　ふつり、とそこで言葉を切って、ガウリイがその場に立ち止まる。

「？　どうし──」

　ふり向き、声をかけようとして。

　あたしもようやく気がついた。

　街かい道どうの、向かって右手──

　森の奥から、かすかに漂ただようその気配に。

　──これは──

　思った瞬間。

　気配は、一気にこちらに近づいて来た！

　ガウリイが剣を抜き放ち、あたしも呪じゆ文もんを唱えはじめる。

　そして、緑のしげみを割わって、躍おどり出てくる黒い影かげ！

　無む言ごんのままの斬ざん撃げきを、ガウリイの剣がはじき返す。

　それは大きく横に跳とび、あたしたちのゆく手を阻はばむように、街道のまん中に立ちふさがった。

　──やはり──こいつか。

　本名不明、あたしが勝手に心の中でつけた認にん識しき名めい『シャーマン』。

「……ここなラ……目ゲキ者……増ふえナい……」

　たどたどしい口調で言うなり、ガウリイに向かってダッシュをかける！

　ぎんっ！

　二人の剣がぶつかり合ったその瞬間。

　ぎゃうっ！

『シャーマン』が、怪けち鳥ようの雄お叫たけびを発はつした。

　同時だった。

　ガウリイが反射的に飛び退のいたのと、たった今まで彼のいた空間に、十数本の炎ほのおの矢が出現したのとは。

　炎の矢が、ガウリイ目ざして放はなたれる！

　彼は後ろに退さがりつつ、迫り来る炎の矢を、あるいはよけ、あるいは切り払う。

　そして、『シャーマン』が炎を放ったのと同時に、あたしも唱えた呪文を解き放つ！

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツド！」

　生み出された光の帯は、軌き道どうを変えつつ相手を追つい尾びする。これに直撃されたなら、並の魔族はひとたまりもないはず。

　くぉうっ！

　ふたたび『シャーマン』が吠ほえる。

　同時に、小さな薄うすい光の盾たてが、『シャーマン』のすぐそばに、術の軌道を防ふせいで出現した。

　しかし甘いっ！

　光の帯は、いともあっさり光の盾を砕く！

　勝った！

　思った瞬間。

『シャーマン』は、むぞうさにひょいっ、と身をそらし、ほんの紙かみ一ひと重えで一撃をかわす。

　……え……？

　一いつ旦たん行き過ぎた光は軌道を変えて、ふたたび『シャーマン』に向かうが、またまた光の盾を生み出し、貫つらぬく光を寸前でかわす。

　この時ガウリイはすでに、炎の矢をすべてさばいて、体勢を整ととのえているが、さすがにこの状況ではうかつに飛び込めないでいる。

『シャーマン』は、同じ動作を、さらに二、三回くり返し──

　ぱきぃんっ。

　やがて、威いり力よくを徐じよ々じよに弱められていた光の帯は、いくどめかに出現した盾とぶつかり、互いに消しよう滅めつした。

　……うそ……

　正直、あたしは驚きよう愕がくしていた。

　あたしのあの術、今までに、受けても平気だった奴やつもいた。精アス神トラ世ル界・サ面イドに逃げ込み、かわした奴もいた。

　しかし──体術と弱防御魔法の組み合わせで、無む効こう化かされた、というのははじめてである。

　むろんのこと、やろうと思ってあっさりできるものではない。『シャーマン』は、いくどとなく迫った光の帯を、すべて紙一重でかわしているのだ。

　こいつ──最初に出会った時の間の抜けたものいいに、てっきり三流お笑い魔族かと思っていたが──

　どーやら、かなりやっかいな相手のようである。

『シャーマン』の顔がこちらを向いた。

「はっ！」

　同時に、裂れつ帛ぱくの気合いとともに踏み込むガウリイ。

　横薙ぎの一撃を『シャーマン』の剣が受け流し、斬きりかかってくるのを、ガウリイが、返す刀で受け止める。

　炎の矢を出現させても、またさきほどのくり返しになるだけと悟さとったか、『シャーマン』は、剣だけでガウリイと斬り結むすびつづける。

　当然あたしは手を出せず。へたに呪文でしかければ、ガウリイを巻き込むことになる。

　剣でつっかかってゆく、というテを使えば、『シャーマン』の気をそらすこともできようが、あたしのウデではむしろ、ガウリイの足手まといになる公こう算さんの方が高い。

　となれば結局、横でただただ眺ながめるのみ。

　しかしこのままではらちがあかない。なんとか、ガウリイを巻き込まず、呪じゆ文もんを当てる方法は──

　──あった！

　口の中で呪文を唱えて剣を抜き、二人に向かってダッシュをかける。

　動きに気づいた二人の注意が、一瞬、こちらへと向いた。

「無む茶ちやだ！　リナ！　やめろ！」

　ガウリイの声を無視してそのまま突っ込み──

　直前で軌道を変えて、ガウリイの後ろにまわって髪かみをひっつかむ！

「……なっ……!?」

　同時に呪文を発動！

「翔レイ封・ウ界イング！」

　増ブー幅ストをかけた高速飛行の術でかっ飛ばし、『シャーマン』からぐんぐん離はなれてゆく。

　ふりむけば、一瞬事態が理り解かいできなかったか、ぼーぜんとしていた『シャーマン』が、あわてて走り出すところだった。

「いててててててっ！　リナっ！　逃げるのか!?」

「まさか！　ここで逃げたって、また追っかけてくるわよ！」

　さらにしばし、飛び続け、『シャーマン』と十分に距きよ離りをあけてから、あたしは術を解かい除じよして地面に降り立つ。

　ガウリイが、髪の毛引っぱられた文もん句くを言い出すより早く、あたしはガウリイの後ろにまわり込み、ぴょこんっ、とその背中に跳とび乗った。

「……お……おい……」

　抗こう議ぎは無視して、呪文を唱えはじめるあたし。

「……なるほど、な……」

　ようやくあたしの意い図とを察さつしたか、言ってガウリイは、『シャーマン』の方に向きなおった。

　そう。あたしが飛んで距離を取ったのは、呪文を唱える時間をかせぐため。

　ガウリイの背中にへばりついて呪文を唱え、ガウリイが敵の剣を防いでいるうちに、ころあいを計はかってぶっ放す！

　これなら間ま違ちがっても、呪文がガウリイに当たるわけはない。ぶっ放すと同時に背から降りれば、もしも呪文が外れても、ガウリイが即そく、追い打ちをかけられる。

　欠けつ点てんといえばただ一つ！　はたから見ててかっこ悪いことだけ！

　距離感の読みは完かん璧ぺき！　走り来た『シャーマン』が、剣の間合いに入った時、すでにあたしの呪文は完成していた。

　閃ひらめく剣を、ガウリイの剣が音を立てて受け止める。

　相手も至し近きん距きよ離りからの呪文は警けい戒かいしているはず。いきなりしかけても、かわされるおそれがある。あたしはまだ呪文を放はなたない。

　そしてふたたび剣がぶつかる。──まだまだ。

　続いて三度目。いやいや、まだまだ──

　──とか思ったけどやっぱし──

「青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ破ザー！」

　至近距離から放った、青い光の衝しよ撃うげ波きはが、かまえた剣ごと『シャーマン』を飲み込む！

　おおおおおおおおんっ！

『シャーマン』の悲ひ鳴めいがあたりにこだました。

　おしっ！

　青い光で、相手に、衝撃と精神ダメージとを同時に与あたえる術である。本来ならば、魔族に対してほとんど効果がないのだが、今の一発、ちゃんと増ブー幅ストがかけてある。一撃で倒すとまではいかずとも、かなりこたえるはず！

　思った瞬間。

　放った光が二つに裂さけた！

「──なっ!?」

　ガウリイの背から飛び降りることすら忘れて、思わずあたしは声を上げた。

『シャーマン』の構えた剣が、光を断たち割わったのだ。

　おそらくさきほど『シャーマン』が上げた声は、苦く痛つうの悲鳴ではなく、何かの呪じゆ法ほうだったのだろう。

　それで自分の剣に、何かの『力』を与え、呪文を斬きったのだ。

　多少は食らったのかもしれないが、ダメージはほとんどないはず。

　それが証しよ拠うこに『シャーマン』は、青い光を完全に断ち割ると、ふたたび剣を構かまえて──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　びきぃんっ！

　瞬間。

　横あいから放たれた、攻撃魔法の一撃が、『シャーマン』の剣を直撃、うち砕くだく！

　とっさに大きく飛び退のく『シャーマン』。

「……ちっ。ハズれたか」

　術の飛んできたその方向──右手の森から聞こえた声は、聞きおぼえのあるものだった。

「……縁えんがあるわね。よくよく」

「よく言う『くされ縁』って奴か？」

　あたしの軽口に、ルークは、しんそこイヤそうな口くち調ようでそう応こたえたのだった。




　森の中から姿を現したのは三人。

　黒い髪、戦士ふうの格かつ好こうをした、目ツキの悪いルークと、銀の髪の、ものしずかな雰ふん囲い気きの女性、ミリーナ。

　この二人とは、以ま前えに、とある事件で二度ほどかかわりあいになったことがあったのだ。

　そしてもう一人は、二十歳くらいの、黒い髪の青年で、やはり戦士なのだろうか。腰にブロード・ソードをぶら下げている。

　あたしの知らない顔なのだが……はて……？

　ともあれ今は、それよりも──

　視線を戻すと、『シャーマン』は、しげしげと、へし折おれた自分の剣と、新あらたに出現したルークたちを交こう互ごに見つめている──のだと思う。目がないからよくわかんないけど。

「ただの暗アサ殺ツ者シンかと思ったけど、どうやら違ちがうみたいね」

　凜りんとした口調で言ったミリーナに、視線を『シャーマン』に向けたまま、ルークは小さくうなずいて、

「ああ。人間の気配じゃねーな。こいつ」

　言って剣を抜き放ち、『シャーマン』に向かって青せい眼がんに構える。

『シャーマン』は、ルークたちの方に顔を向け、

「……目ゲキ者……増エた……？」

　しんそこ不思議そうな口調でつぶやく。

　しばし首をかしげて、何かを考えるようなしぐさをして──

　いきなり大きく横へ跳とび、森の中へと飛び込んだ。

　草を踏む音と気配とが、あっさりと遠ざかってゆく。

「──あ。」

「逃げやがった!?」

　思わず声を上げるあたしとルーク。

　さすがに不利と判断したのか、それとも単に事態の把は握あくか判断ができず、混こん乱らんして帰っただけなのかは知らないが。

　戦いの時の技わぎの冴さえと、その他の時の、いかにもニブそうな行動とのギャップは、一体どう判断すればよいものか……

　とりあえず今は、戦いは終わったと考えていいようである。

　ルークも同じ判断をしたか、剣を鞘さやにおさめると、あたしたちの方に視線を向けて、

「まぁたいざこざに巻き込まれてるみてぇだな。あんたら。

　……なあ、一つ聞きてーんだけど……」

「事情説明なら──とりあえず、近くの村か町に寄ってから、ってことでどう？」

　あたしの提てい案あんに、しかしルークは、ちちちちち、と指を振り、

「俺の聞きたいのは別のことでな」

「……何よ？」

「いや……いつまで仲良くおんぶしてるつもりか、ってな」




「……だぁから、あれは作戦だった、ってのよ」

　とりあえず、近くの町のメシ屋に立ち寄り、ひと通り、みんなの注文がすんだあと。

「なるほど。作戦でおんぶしてもらって、具ぐ合あいがいいからそのままくっついてた、ってわけだ。

　おーおー。仲がいいねー。憑ひよ依うい霊れいみたいで似に合あってたぜ」

　さきほどから、おんぶの一いつ件けんで、えんえんとあたしたちをからかい続けるルークに、あたしは、こめかみのあたりをぴくぴくさせながら、

「んっんっんっんっ。いーかげんしつこい男ねー。あんたも」

「からかえる相手は徹てつ底てい的てきにからかう、ってのが俺の信しん条じようでね」

「……別にいいじゃないか。おんぶくらい。それより……」

「ガウリイはだまってて。

　なるほど立りつ派ぱな信条ねー。さぞかしミリーナもうんざりしてるでしょーね」

「……[image: ]っ……!?

　な……何言ってやがるっ！　よく聞け、ミリーナはなー、俺の『そういうところも好き[image: ]』って……」

「言ってません」

　表情ひとつ変えることなく、横からぼそりと言うミリーナ。

「ほーれ見なさいっ！」

「……なあリナ……」

「だからだまっててガウリイ。今いいとこなんだから」

「……いいとこ……って……？」

「ふっ！　どーせルーク、あんたがミリーナに一方的に惚ほれ込んで、勝手についてってる、てなところじゃないのっ!?」

「な……何言ってやがるっ！　もうこーなったら言ってやるっ！　いーか、俺とミリーナはなぁ……」

「──何なの？」

　あたしではなくミリーナが、横から入れた冷たいツッコミに、情けない顔で、一瞬沈ちん黙もくするルーク。

　その彼が口を開くより早く、ミリーナは、あたしの方に視線を向けて、

「それより、さっきの奴やつ、何者？

　気配からして魔ま族ぞくだったみたいだけど……」

　やや自信のなさそうな口くち調ようで言う。

　たしかにあの『シャーマン』、振ダム動・ブ弾ラスでへし折れるような剣をぶん回していたり、見た目けっこーアホそうだったりと、おおよそ魔族らしからぬところは多々ある。ミリーナが、魔族、と言い切ることに多少疑問をおぼえたことも無理からぬこと。

　しかしその放つ気配は間違いなく、魔族特有のものだった。

　人と魔族が合成された人じん魔ま、というのも世の中にはいるのだが、それとはかなり気配が違う。ブラス・デーモンあたりが放つ、冷れい気きにも似た冷たい敵てき意い──それと全く同じものを、あの『シャーマン』は漂ただよわせていた。

　……ま、高位の魔族でないことだけは確かみたいだったけど……

「あいつの正体は……あたしにもよくわかんないわ。

　話せば長く……なんないけど、ことの起こりはおとといの夜……

　……って、あ！」

　その瞬間、あたしは思わず声を上げていた。

　ようやくわかったのだ。

　ミリーナたちといっしょにいる、あたしの知らない男の人──はじめて出会う顔なのに、どこかで見たような気がして、なんとなく気にはなっていたのだが──

　似ているのだ。あの日、『シャーマン』に殺されていた男の顔と。

　うり二つ、とは言わないが、受ける印いん象しようはかなり似ている。

　ひょっとして──兄きよう弟だいとか……

「──どうしたの？」

「あ……いやいや、なんでも」

　いぶかしげに問うミリーナに、あたしは言葉をにごして、運はこばれてきたカラン・ジュースをひと口すする。

　単に他人のそら似にかもしれないのだ。確認は、相手の事情を聞いてからでも遅おそくない。

「とにかく……おとといの夜、町の中であいつ──名前知んないから、仮に『シャーマン』って呼んどくけど……あいつが、人殺してる現場に行き会っちゃって……

　それから、『目撃者、殺す』なんて言ってつっかかって来てる、ってわけよ。

　殺されたひとは──寝ね間ま着きだった上に、宿の部屋、『シャーマン』に爆破されたから……たぶんどこの誰だれなのかは、まだわかってないと思うけど……」

　言ってあたしは、ちらりっ、と、ミリーナたちの連れの男に視線を向ける。

「──この人？　私たちの依い頼らい人にんです」

　あたしのその視線を、『紹しよう介かいしろ』という意味に解かい釈しやくしたか、言ってミリーナは、ルークと顔を見合わせる。

　ルークは小さくうなずいて、

「紹介が遅おくれたな。

　こっちはジェイド──ええっと……」

「コードウェル、です。ジェイド＝コードウェル」

　ルークのことばを受け、ぽそり、と言う彼。

　声にも表情にも、いまいち覇は気きとゆーものがない。どーやら何か、深しん刻こくな事じじ情ようを抱かかえ込んでいるよーではあるが……
















「……ま、実はよ。

　ディルスの首しゆ都との、ガイリア・シティで、今、ちょいとおかしな事件が起こってるらしくてな。

　各地の領ロ主ードに知らせに行ったんだが……どこも相手にしてくれねえ。

　で、たまたま知り合った俺おれたちが、ことの次第を聞いた、ってわけだ」

「──ちょ──ちょっと待ってよ」

　いきなり事情を話しはじめるルークに、あたしはあわてて待ったをかけた。

「いーの？　依頼内容しゃべっちゃって？

　まさか、あたしたち無理矢理巻き込むつもりじゃないでしょーね？」

「いいからまあ聞けって。

　しばらく前──つっても、一年くらい前になんのか？　なんでも、ガイリア・シティで、原因不明の大火事とかがあって、町とか軍とかもぼろぼろになっちまった、って話は知ってると思うけどよ」

「……よく知ってる……」

「最近になって、町はようやくまともになってきた、ってことだけどよ。軍の方はそうはいかねぇ。

　シロートを兵へい士しとしてかり出したとしても、訓くん練れんして、一人前の兵士にして、使いもんになるまでは結構時間がかかるもんだ。

　で、だ。

　てっとり早い戦力増強、ってことで、傭よう兵へいを大々的に募ぼし集ゆうした」

「そう言えば、どこかの誰かも、そんなこと言ってたなー」

　おやつがわりのバケット・サンドをかじりつつ、ひとごとのよーに言うガウリイ。

　もはや完全に、傭兵の自じ覚かくなんぞありゃしねー。こいつ。

「ところがその傭兵の中に、ある意味、ちょいと飛び抜けた奴やつがいてな。

　国王サマに気に入られて、とんとん拍びよ子うしに出しゆ世つせして、今やお国のあれこれにも、口出すようになっちまってな。

　それで、国がおかしくなっちまった、ってぇんだ」

「いるのよねー。そーゆ、要よう領りようがよくて出世欲の強い奴」

　まるっきしひとごとの口くち調ようであいづちをうつあたし。

　……ま、実際ひとごとなんだし。

　そいつのせいで国が乱みだれている。だからなんとかしてほしい、というのが、ジェイドの要望なのだろうが──

　各地のロードが、彼のことを相手にしなかったのもむべなるかな。この一件、どう考えても、世に言う『お家いえ騒そう動どう』という奴である。

　ンなややこしいことに、わざわざ関かかわろう、などと思うロードはいない。

　むろんあたしとて同じこと。

　……しっかし……こんなめんどーな依頼受けるとは……ルークとミリーナ、どっちが受けたのか知んないが、物好きなことである。

　ルークは、そのあたしの心を読んだかのように、

「ま、正直俺も、めんどうごとは御ご免めんだって思ったんだけどよ……

　ちょいと気が変わっちまったんだよ。

　──その出世した傭兵が、シェーラって名前の女だ、って聞いて、よ……」

「……なっ……!?」

　ルークの出したその名前に、あたしは思わず、声を上げていたのだった。




　──かつて──

　あたしとガウリイ、そしてルークとミリーナは、一人の魔族と相あい対たいしたことがあった。

　覇は王おうグラウシェラー配はい下か、魔剣ドゥールゴーファを携たずさえた覇ジ王エ将ネラ軍ル、その名はシェーラ。

　その時は、あたしのとっさの機き転てんで相手を撃げき退たいすることができたのだが──

　むろん、偶ぐう然ぜん名前が同じだけ、そのシェーラとは別人、という可能性もある。

　しかし──である。

　今まであちこちの町で関わってきた事件に、裏で覇ジ王エ将ネラ軍ルシェーラが関わっていたという事実から考えると、やはり同一人物、何かをまたまた企たくらんでいる、と考えた方が自し然ぜんである。

　さらに言うなら、これはさしたる根こん拠きよのない憶おく測そくではあるのだが──

　いま世せ間けんをさわがしている、デーモン大量発生事件にも、シェーラは何らかの形で関かん与よしているのではないだろうか。

　事件が起きはじめた時期と、シェーラがあちこちで動き回りはじめた時期とが、ほとんど同じなのだ。

　だが、シェーラがそれらの事件を起こす目的は？

　そして今、ガイリア・シティで何を企む？

「……あいつが何を企んでやがるのか、誰も知らねえ」

　ルークは、ジェイドを目で指して、面おも白しろくもなさそうな口調で、

「こいつに聞いた人にん相そうからすると、間違いねぇ、あの『シェーラ』だ。名前がたまたまおんなじ、ってこたぁなさそうだ。

　とすると、だ。

　単に『出世がしたい』なんてのが目的のわけはねーわな。

　ジェイドの親おや父じさん──将軍やってるらしいんだが、国王に、『あの女は危あぶない』とか、何度も諫かん言げんしたらしいけど……王さんは全然聞く耳持たず。

　おまけに、反シェーラ派だった重じゆう臣しん連中が次々姿消してって──

　で、親父さんは、各地のロードに、このことを伝えよう、ってんで──」

「彼を使いに送り出した──と──」

　あたしのことばに、ジェイドはこっくりとうなずいた。

「何人かのロードのもとを訪おとずれ、取り次いでいただいたのですが……

　いずれも書しよ状じようをつき返され、『領わ主たしが口をはさむべき問題ではない』と……

　──たしかに──そうなのです。

　ことばで説明した限かぎりでは、ことは王室内部の問題。

　けど──事件はもっと──異常なんです」

「異ヽ常ヽ？」

　おうむ返しに問うあたしに、ジェイドさんは困った顔で、

「はい。……でも……具ぐ体たい的てきに、何がどういうふうに異常なのか、と聞かれれば……口で説明するのは難むずかしいのですが……

　ただの権力がらみの陰いん謀ぼうとは、何と言うか……

　においが違うんです」

「……においが違う……か……

あんたけっこー、いいカンしてるかもしれねーぜ」

「え？」

　言われている意味がわからず、問い返すジェイドに、ルークはぱたぱた手を振って、「いや。あとで説明する。

　それより先を続けてくれ」

「はい……

　私のほかに、兄も父上の書状を持ってどこかに向かったはずですが……このぶんでは、そっちの方も相手にはしてもらえてないのでは……」

「兄？」

　彼のことばに、あたしは思わず顔を上げた。

「……って、あなたの他にも、各地に使いに走ったひとがいるわけね？」

「ええ。そうですけど……それが何か？」

「………………」

　言うべきか、言わざるべきか。

　単なる他た人にんのそら似に、という可か能のう性せいも十分あるのだが……

「──あたしの考えすぎかもしんないけど──

　落ち着いて聞いてね。

　あたしがさっき言った、『シャーマン』に殺されてた人……

　印いん象しようが、あなたに似てたわ」

　しばしの沈黙。

　そして──

　あたしの言わんとしていることを察さつして、ジェイドは黙だまって下を向く。

「──あ、もちろんあたしの考えすぎ、単なる他人のそら似、って可能性もあるんだし。

　……ここから一日ちょっと南に行った町なんだけど……

　……行ってみる？　確かめに」

　問いかけるあたしに、彼はしばし沈黙した後、ゆっくりと首を左右に振った。

「……いえ……もしそれが兄でないのなら時間の無む駄だ……逆ぎやくにもしそれが兄さんだったら……たぶん、僕が一いつ刻こくも早く、助けを連れてガイリアに戻もどることを望のぞんでいるでしょうから……」

「……そう……」

　かけるべきことばも見あたらず、あたしはただ、言ってうなずくだけだった。

　落ちた沈ちん黙もくの中、マントの端はしが引っぱられるのを感じて視線をそちらにやれば、そこには何やら言いたげな目で、あたしを見つめるガウリイの顔。

「……あー、つまり……」

　あたしは頭をぽりぽり搔かきながら、

「ガイリア・シティで何かえらいことが起きてそうだから、行こうかどーしよーか、って話をしてるのよ」

「なんだ。それならそうと最初から言ってくれればよかったのに」

　言って明るい笑えみを浮かべる。

　うぅむ。やっぱし話について来てなかったか。

「……あの……」

　いぶかしげな顔をするジェイドに、ルークはぱたぱた手を振って、

「……気にすんな気にすんな。このにーちゃん、こーゆー奴なんだ」

「……はあ……」

「──で、リナ、行くのか、ガイリア・シティに」

「──行くわ」

　ここまで聞かされ、もはや無む視しするわけにもいかない。

　ガウリイの問いに、あたしははっきりとそう答えていた。




　ガイリア・シティへの旅たび路じは、気味が悪いくらい順じゆん調ちように進んだ。

　……もっとも、あくまでもここまでは、の話ではあるが。

　旅を続ける道すがら、立ち寄る町の人々に、デーモン大量発生の話を聞くのも忘わすれない。

　まあ、先を急いそぎつつの聞き込みなんで、どーしても多少いーかげんなものになりがちではあるが……

　時々、前の村で聞いた『白い巨人』の噂うわさが耳に入ることもあったが、巨人の正体、事件の全ぜん貌ぼう、すべてにおいて、決定的な手がかりはなし。

　しかし当面それより気になることは──

「──けどそういえば、あいつ、あれから襲おそってこないよな」

　ガウリイが、ぽつりとそう言ったのは、やや遅おそめの夕食の席──ガイリア・シティへあと四日ほどに迫せまった日のことだった。

　小さな町の、どこにでもあるようなメシ屋兼けん酒さか場ば。

　夕飯の時間にしてはやや遅いが、酒を飲みに来る客もいる。店内は、そこそこにごった返していた。

「あいつ──って誰のことだ？」

　……[image: ]っ!?

　ガウリイの問いを、わざと無視したあたしの細こまやかな心配りにも気づかずに、ルークが無神経に問い返す。

「ほら、前にオレとリナを襲ってた、黒ずくめの魔族いただろ」

「『シャーマン』とか呼んでたわね」

「そういえば、全然姿を見せませんね。

　あきらめたんじゃないですか」

　ミリーナにジェイドまでが、無神経に会話に加わった。

　……あ……あんたらっ……

「──どう思う？　リナ？」

「あたしに話振るなぁぁぁぁっ！」

　言うガウリイに、思わず声を荒あららげるあたし。

　一同の、驚おどろいたような視線があたしに集まる。

「……な……何だよリナ、いきなり……」

「ああああああっ！　世の中ってものがわかってないんだからっ！……ったく……！

　ふつーこーゆー場合、『あいつが襲しゆう撃げきしてこない』なんつー話をしていると、ちょーど相手が襲ってくる、ってのが大自然の摂せつ理りってもんでしょーがっ！」

「……そ……そうかなー……？」

「そーよっ！

　だからこそあたしが、必死でそーゆー話題無視しようとしてたのにっ！」

「は！　笑わせんなよ。

　いくらなんでもそんな……」
















　どぉんっ！

　ルークのことばにかぶって起きた、遠い爆発音は、あたし以外の四人の目を点にしたのだった。

　──ほらね。




「──お──おい!?　噓うそだろ!?」

　つぶやいて、ルークが腰を浮かすのと同時に、店の扉とびらが、ばたんっ！　と開く。

　転ころがるように──もとい。転がりながら飛び込んできたのは一人の男。

「た──たいへんだ！　デーモンたちが！　この町に向かって……！」

　手近なテーブルに手をつき、身を起こしながら、かすれた声でがなりたてる。

　……ざわっ……

　店の人々のざわめきと──

　──どぉんっ！

　ふたたび起きた遠い爆発音とが重かさなった。

　デーモン大量発生の方かっ!?

「……なんだ。別口かよ」

「落ち着いて座すわり直してどーすんのよガウリイっ！

　どっちにしてもおーごとでしょーがっ！　行くわよっ！」

　あたしのことばを待つまでもなく、ルークとミリーナ、そしてジェイドの三人は、戸と口ぐちに向かってかけ出している。

　あわてて追いかけ、店を飛び出せば、戸口に立ちつくす三人と、右う往おう左さ往おうする町のひとたち。

「──えぇいっ！　どっちだよ!?　デーモンはっ!?」

　イラついた声で吐はき捨すてるルーク。

　町のひとたちは、もはや完全にパニクりまくっている。これではデーモンが、町のどちらから近づいてきているのかさえわからない。

　このぶんでは、そこいらの人をつかまえて聞いたところで、正確な答えは期待できないだろう。

　となれば──

「浮レビテ遊ーシヨン」

　あたしが呪じゆ文もんを唱となえはじめるより早く。

　ミリーナが、浮ふ遊ゆうの術で、店の屋根の上へと飛び移り、あたりをぐるりと見渡して、すぐにそのまま降りて来る。

　高いところから状じよう況きよう把は握あく。どーやら同じことを考えていたようである。

　彼女は、すとんっ、と着地して、

「こっちよ」

　言ってすぐさま走り出す。

　あとをついてゆくあたしたち。

「裏うら路ろ地じを行きます」

　ミリーナはそう宣せん言げんすると、人ごみを避さけ、横手の路地に入り込む。

　なかなかナイスな判断である。パニクって走り回る人たちのまっただ中を突っ切るのは、いくらなんでも楽ではない。

　右に、左に折おれ曲がる、ひと通りのない裏路地を、五人は一列に駆かけ抜けて──

「──!?」

　広い通りに出たところで、ぴたり、とミリーナが足を止めた。

　続いてあたしも通りに飛び出し──

　──そこには──

　誰だれもいなかった。

　全く無人の町並みが、ただ閑かん散さんとひろがるのみ。

「……ほんとにこっちですか？　道を間ま違ちがえたんじゃあ……」

「ばかやろう。俺のミリーナがンな間違いするかよ」

　問いかけるジェイドに言うルーク。

「あなたのじゃないわ」

　どさくさまぎれるルークのセリフに、きっちりツッコミ入れるミリーナ。

「たしかに……道を間違ったわけじゃあなさそうね……

　ざわめきが消えてるわ」

「……あ……！」

　あたしに言われてはじめて気づいたか、ジェイドは小さく声を上げた。

　──そう。

　つい今しがたまで聞こえていた、パニクりまくっていた人々の声が、今やふっつりと聞こえなくなっている。

　こーいう経けい験けんははじめてなのか、ジェイドはきょときょとあたりを見回し、

「……な……何だ、これは!?」

「結けつ界かいよ」

「そういうことだ」

　答えたあたしのその声に、もう一つ、別の声が重かさなった。








　　　二、ガイリアに　蠢く影のほの見えて









「……何なんだ……？　あれは……」

　ぽつりとつぶやくジェイドの視し線せんは、通りをはさんでやや離はなれた、細い路ろ地じの方を指さしていた。

　──たしかに──

『彼ら』を見たことのない者の目から見れば、その姿すがたはさぞ異い様ように映うつったことだろう。

　ほとんどぼろぎれ同どう然ぜんの、黒いマントを身にまとった、人の形をしたもの──

　しかしむろん、それが人間などではないことは、誰だれの目にも一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　瘦やせた──というより、異様に細い全身を覆おおった肌はだは、古い死体のように黒ずみ、顔には、耳も、鼻はなも口も髪かみもなく、ただ、巨きよ大だいと言っていいほど大きな二つの目だけが、大きく見開き、濁にごった視し線せんをこちらに向けている。

「……純じゆん魔ま族ぞく……ってやつよ……」

　ジェイドのつぶやきに答こたえるように、あたしはぽつりとつぶやいた。

　動物などに憑ひよ依ういして、その形を変かえ、具ぐ現げんする、レッサー・デーモンやブラス・デーモンたちと違ちがって、彼らは自みずからの『力』のみで、この世界に具現する。

　とーぜんながらその実力は、ブラス・デーモンたちとは大違い。

「空間を変なふうにいじくって、あたしたちだけをここに閉とじこめたのよ」

「ほぉう。よく知ってるな」

　あたしのことばに、『それ』は、感心したような──あるいは馬ば鹿かにしたような口くち調ようで言った。

「まーね。昔むかしちょっと、いろいろあったから。

　……って、別に世せ間けん話ばなしがしたくて出てきたわけじゃあないんでしょ？」

「まあな。……それほどたいした用じゃあないんだが……」

　ギョロ目の魔族は、言って滑すべるように、大通りへと歩あゆみ出る。

「ちょっと死んでもらおうと思ってな」

「ジェイドは退さがってて。普ふ通つうの剣じゃああいつは斬きれないわ。

　それと──

　気をつけて。敵てきはあいつ一人じゃあないはずよ」

「よく気がつく女だな。

　──お前たち！」

　──たヽちヽ？

　ギョロ目の声と同時に殺さつ気きが疾はしる。

　一つは──上っ！

　あたしがふりあおぐより早く、ガウリイの剣が鞘さや走ばしる。

　──既デジ視ヤ・感ビユ。

　きぅんっ！

　頭ずじ上ように響ひびく硬かたい音。間まを置おかず、それは前の通りに着地して、ふたたび跳とんで間ま合あいを開けた。

　──『シャーマン』──

　やっぱし出てきたか。

　むろんこれは予よ想そうのうち。しかし──

　もう一つの殺気は、ギョロ目がいるのとは反対の方の、横手の路地から歩あゆみ出て来た。

　やはり背せは、人間と同じくらいのものだろう。両手に剣をぶら下げている。

　まっ黒な全身は『シャーマン』と同じだが、首から上が、決定的に違っていた。

　顔が違う、というのではない。

　三匹目には、そもそも顔そのものがなかった。

　それの首の部分からは、子供の手首ほどの太さをした、ヘビの頭のようなものが五、六本生えているだけなのだ。

　そう、ちょうど、首から上に、小さいヒドラの首を移いし植よくでもしたかのように。

「……三匹!?」

　さすがに緊きん張ちようした声を上げるミリーナに、ギョロ目は低い笑い声を漏もらして、

「……まあ、たかが人間五匹程てい度どにこちらが三人、というのは、いささかおおげさだとは私も思うのだがな……一いち応おう命めい令れいだからな」

「命令、って、シェーラからの？」

　さらり、と言ったあたしのことばに、相手は、すいっ、と目を細め、

「……貴き様さま……何者だ？　一体……？」

「あんたに『何者』呼ばわりされるいわれはないわよ」

「……何をどこまで知っているのかは知らんが……やはり始し末まつしておいた方がよさそうだな！」

　ことばと同時に薙ないだ右手が、虚こ空くうに障しよ気うきの槍やりを生うみ、こちらに向かって解とき放はなつ！

　とっさに散ちり、かわすあたしたち。

「ガウリイ！『シャーマン』を！　ルークとミリーナは『ヒドラ』！　あたしはあのギョロ目をやるわ！」

「お前が仕し切きるなよ！」

　言いながらも、ルークは『ヒドラ』へと向かってダッシュをかける。

　気合いとともに『シャーマン』にむかって斬ざん撃げきをくり出すガウリイ。

　そして──

「我わが名はレビフォア！」

　口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、突つっ込こむあたしに、怒いかりの声を上げるギョロ目。

「一人で私に向かう蛮ばん勇ゆうは誉ほめてやる！　しかし勝かつ手てにおかしな呼び方をするな！」

　抗こう議ぎの声と同時に、今度は左手を一いつ閃せん。飛び来る黒い刃やいばを、あたしは横へと跳とび、かわし、同時に術じゆつを解き放つ！

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

「馬鹿が！」

　あたしの放った一撃を、レビフォアは、左手のひと薙ぎで吹き散らした。

「そんなものが通用するか！」

　あたしは動どう揺ようの表ひよう情じようを浮うかべつつ、腰の剣を抜ぬき放はなち、口の中で呪文を唱えながら、なおも敵との間ま合あいを詰つめる。

　レビフォアの放つ、障しよ気うきの槍や刃をかわしつつ、ふところに飛び込み、剣を一いつ閃せん！

　一撃は、レビフォアの脇わき腹ばらに深々とくい込んでいた。

　目の前の魔族の両目が、笑えみの形に細くなる。
















「馬鹿が！　もう一度言う！　そんなものが……」

　言い切るより早く。

「魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アイン！」

　あたしの呪文が、剣に魔力を宿やどらせる！

「──っがぁぁぁぁぁっ！」

　叫んで大きく飛び退のくレビフォア。

　ダメージは受けたはずだが、一いち撃げき必ひつ殺さつとはいかなかったか。

「……貴様……！」

　あわてて間合いを取り、憎ぞう悪おの視線でこちらをにらみつける。

　どーやら、やっと気づいたようである。あたしの最初の、単たん調ちような攻撃と動揺の表情が、油ゆ断だんを誘さそうための罠わなだったと。

　警けい戒かいの色を強めるレビフォアとにらみあい、間合いと位置を調ちよう節せつしながら、あたしは口の中で呪文を唱となえ──

「烈エルメ閃キア・槍ランス！　ルーク！　ミリーナ！」

　視線をレビフォアに据すえたそのまま、呪文を『ヒドラ』に向かって放つ！

　とっさによけるルークとミリーナ。

　あさっての方からいきなり飛んできた呪文を、『ヒドラ』はなんとか身をひねってかわすが、まともにバランスを崩くずし──

「青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ破ザー！」

「螺フエ光ル衝ザ霊レー弾ド！」

　ルークとミリーナ、二人の呪文の十じゆ字うじ砲ほう火かに、ひとたまりもなくうち倒たおされる。

「……っ！」

　レビフォアは、敵てき意いに満みちた視し線せんを一瞬、あたしに向かって送りつけ──

「──退ひくぞっ！」

　さすがに不ふ利りと判はん断だんしてか、声と同時に、後ろ向きのまま、路地の奥おくへとすべり込む。

　ガウリイと剣を交まじえていた『シャーマン』も、レビフォアの声にあっさり身をひるがえす。

「──逃げますよ！」

「深ふか追おいは禁きん物もつよ」

　ジェイドのことばに、あたしは静しずかに言った。

　たしかに、このまま追つい撃げきをかけて倒たおした方が、あとくされはないだろうが──

「……この空間は、奴やつの張はった結けつ界かいよ。追いつけっこない──どころか、へたに追いかければ、各かく個こ分ぶん断だんされて叩たたかれるおそれがあるわ」

　今は、奇き策さくで『ヒドラ』をサクっと倒したが、次からは、レビフォアたちも、そうそう油断はしてくれないだろう。甘あまく見れば、今度倒れるのはこちら、ということになる。

「……けどよリナ、そうするとオレたちって、どうやってこの空間から出るんだ？」

「レビフォアが逃げ切ったら、たぶん勝かつ手てに解かい除じよされるわよ。

　問題は、それから先──

　次から連中、かなり本ほん気きでしかけてくるだろう、って──」

　あたしのことばが終わるより早く。

　ざわりっ……

　町にふたたびざわめきが戻もどった。

　それまで誰もいなかった通りに、唐とう突とつに、人の姿が現あらわれる。

　どうやらレビフォアの張った結界が解とけたようである。

「なるほど。言った通りだな」

「──けど、悠ゆう長ちようにしてはいられないみたいよ」

　ルークのことばに続けるミリーナ。

　あたりを行ゆき交かう人たちから見れば、あたしたちの方がいきなり現れたように見えたのだろうが、それをどうこう言ってくる者など一人もいない。

　そう。彼らにしてみれば、そんな場合ではないのである。

　レビフォアたちは撃げき退たいしたとはいえ、この町にデーモンたちが向かってきている、ということに変わりはないのだ。

　誰からともなく、ふたたび駆かけ出し、人ごみを抜け、通りをゆき──

「──！」

　やがてあたしたち五人は、同時に足を止めていた。

　近くには、もはや、あたしたち五人以外に人の姿はない。

　町の出入り口の広場には、ほうり出されたままの露ろ店てんが、無人の軒のきを連つらねている。

　そして、さらにその向こう──

　北へと延のびる街かい道どうのそのあたりに、蠢うごめく無数の影かげ、影、影……

「……まさか……」

「あれが全部……」

　誰だれとはなしにつぶやいて、あたしたちはその場に立ちつくす。

　距離があるので、はっきりとしたことは言えないが、向かい来るデーモンたちの数──少なくとも、十や二十ではきかないだろう。

「……ど……どーするよ、これ……

　へたすりゃある意味、さっきの魔族どもより面めん倒どうだぜ……」

　半なかば呆ぼう然ぜんとつぶやくルーク。

　──が──

「え─いっ！　こ─なったら、街道ちょっぴしぷちつぶれるけど、町に入ってくる前に、全部まとめて吹っ飛ばすっ！」

　言ってあたしは呪文を唱えはじめる。




　──黄たそ昏がれよりも昏くらきもの

　　　血の流れより紅あかきもの──




　術はもちろん竜ドラグ破・ス斬レイブ！　これならば、下級デーモンがいくら来ようと、一いち網もう打だ尽じんで吹っ飛ばす！

　しかしその時──

「……なあ、あれ何だ？　あの白いの……」

　ガウリイが言った刹せつ那な。

　何かが光った。

　同時に──

「……なっ……!?」

　思わず呪文を中ちゆう断だんし、あたしは声を上げていた。

　光ったと見えたその瞬しゆん間かん。あたりにひしめいていたデーモンたちが、まともに吹き散らされていた。

「何だ!?」

「何が起おこってるの!?」

　口々に言うルークとミリーナ。

　やたらと目のいいガウリイには、どうやら、何が起こっているのか見えているようだが、あたしたちにはよくわからない。

「──もうちょっと近くに行ってみるわよ！」

　言ってあたしは、一同の答えも待たずに走り出す。

　そうするうちにも、光が二度、三度閃ひらめいて、そのたびごとに、デーモンたちが薙なぎ散らされる。

　そして──

「……………………!?」

　絶ぜつ句くして、あたしが足を止めたのは、どれくらい走ったあとのことだっただろうか。

　その時にはもはや、まともに動いているデーモンなど、ほとんどいなくなっていた。

　じゃっ！

　音を立て、光が虚こ空くうを薙ぎ裂さいて、さらに何匹かのデーモンが地に伏ふした。

　デーモンたちごと、大地をえぐる光を生んだのは──

「……あれが……白い……巨人……？」

　我われ知しらず、あたしはぽつりとつぶやいていた。

　いつかの村の人は、小さな山くらい、と言っていたが、それはおおげさすぎる、というものだろう。

　とはいえ、デーモンたちよりふたまわりは大きい体は、たしかに『巨人』と言ってもさしつかえないかもしれない。




　まばゆいばかりの、あざやかな白い全身。

　基本体型はたしかに人に近いといえないこともないが、頭は半ば、肩かたにめり込んでおり、いうなれば、やや異様なデザインの白いゴーレム、といったところだろうか。

「……なあリナ……あれって、どこかで見たことなかったか？」

「知らないわよ。すくなくともあたしは」

　ガウリイの問いに、半ば上うわの空そらで答えるあたし。

　巨人は、かざした右手の先から光を吐はき出す。

　それを受け、さらに何体かのブラス・デーモンとレッサー・デーモンが倒れ──

　あたりに、動くデーモンは、もはや一匹もいなくなっていた。

　無む言ごんのまま、呆ぼう然ぜんと立ちつくすあたしたちには目もくれず、巨人はその場できびすを返し、歩きはじめる。

「……い……行っちまうぞ……」

　ルークのつぶやきにも、誰だれも無む反はん応のう。

　どうリアクションしていいのか、わからないのである。

　デーモンたちを一いつ掃そうしたところから、すくなくとも、当とう面めんの敵てきというわけではないようだが、だからといって味み方かたと思っていいのかどうか……

　やがて、あたしたちの見守る中──

「……あれ……？」

　唐とう突とつに──まさに文字通り、白い巨人が姿を消した。

「……何なんですか!?　今のは!?」

　ジェイドの問といに、むろんのこと、答えられる者などいようはずもない。

　夢ゆめや幻まぼろしでないことは、累るい々るいと横たわる、デーモンたちの死し骸がいが物もの語がたっていた。

「……まあとにかく……ここでつっ立っててもしかたないわ。まずは町のひとたちに知らせに行きましょ。

　とりあえず──終わった、って……」

「そうですね……街のひとたちを安心させるのが第一ですからね」

　あたしの提てい案あんにうなずくジェイド。

「ンでもって、さもあたしたちがデーモン倒したよーな顔して謝しや礼れいがっぽりふんだくるのよっ！」

「おおっ！　いいアイデアじゃねーか！」

「駄だ目めですっ！　そんなことはっ！」

　ルークがうなずき、ジェイドがあわてて止めに入る。

「第一私たち、何もしてないじゃあないですかっ！　それで謝しや礼れいもらうなんて詐さ欺ぎですよ！」

「何もしてないってことはないわよ。ちゃんとあの巨人を、あたたかい目で見守ってたでしょーが！」

「実じつ質しつ役やくに立ってませんっ！」

「へ……青いな、ジェイドさんよ……世の中じゃあな、結果だけじゃなく行動に対しても、報ほう酬しゆうってのは支し払はらわれるべきだ、ってことになってんだぜ」

「行動してないでしょうがっ！　全然関係ない戦いはしてましたけどっ！」

「むうっ……ああ言えばこう言う……」

「それはこっちのセリフですっ！」

　あたしとルークの説せつ得とくにも、頑がん固ことゆーか生き真ま面じ目めとゆーか、ジェイドは首を縦たてには振ふらない。

　それどころか、ガウリイとミリーナの方に視線を向けて、

「お二ふた方かたもっ！　黙だまって見てないでなんとか言ってくださいっ！」

「なんとか……って、何を？」

「まあ、世の中きれい事ばかりじゃないわ」

「うわああああああっ！　だめだぁぁぁぁぁぁっ！」

　思わず頭を抱かかえるジェイド。

　ま、ミリーナはともかくとして、そもそもガウリイに助じよ言げんを求もとめること自じ体たい、根こん本ぽん的てきな間ま違ちがいである。

「……し……しかし私も誇ほこりあるディルスの騎き士しのはしくれ……こんな詐さ欺ぎまがいの行こう為いに荷か担たんするわけには……」

　なにやらぶつぶつ言ってから、やがて決けつ然ぜんと身を起こし、

「わかりましたっ！　みなさんがそうおっしゃるのなら、お好きになさってくださいっ！

　ただしっ！　私は町のひとたちに、真実をありのままに話……」

「眠スリーりピング。」

　ぱたっ。くー。くー。くー。

「おしっ！　それじゃあそーゆーことで、早さつ速そく町のひとたちに知らせに行くわよっ！」

　術で眠ねむらせたままのジェイドはほっといて。

　言ってあたしは駆かけ出したのだった。




　丘おかを越こえると、街が見える。

　街がい壁へきに、まわりをぐるりと囲かこまれて、大きくひろがる街の名は、ディルス王国首都、ガイリア・シティ。

「……やっと……帰ってきたんですね……」

　遠くから街を見下ろして、ジェイドは感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。

　しばらく前の、デーモン襲しゆう撃げき以来、なぜかしばらく機き嫌げんが悪かったのだが、故こき郷ようの街を前にして、どうやらやっと気分も晴はれたようである。

「水をさすみてーで悪いがな。ひたってる場合じゃねーと思うぞ」

　そのジェイドの隣となりから、逆に重い気分で口をはさむルーク。

「なにしろ、どう考えたところで、こっからが本番なんだからな」

　そう。

　前に襲おそってきたレビフォアと『シャーマン』が、この街にいるはずのシェーラの指令で動いていたことは、たぶん間違いないだろう。

　そしてあれ以来、連中は、襲撃をかけて来ていない。

　ということは、逆に言えば、この街に戦力を集中し、迎むかえ撃うってくることはほぼ確実である。

　……シェーラだけでも、いーかげんシャレになんない相あい手てだとゆーのに……

　ここまで来たはいーけれど、果たして、勝てる相手かどうか……

　はっきし言って、何も知らなかったことにして、ダッシュで逃げた方がかしこいよーな気はするが、そういうわけにもいかないだろう。

　連中の望のぞみが何かは知らないが、覇ジ王エ将ネラ軍ルクラスの魔ま族ぞくが直接活動しているとなれば、王国乗っ取り、なんぞという、生やさしいレベルのものではないだろう。

　たとえここで、見て見ぬふりで逃げ出したとしても、あとあとそれで済すむとも思えない。

　ならば、手て遅おくれにならないうちに、なんとか手を打つ必要はある。

　手助けがほしいところではあるが、協きよう会かいに言っても、信じてくれるはずもない。

　手を貸かしてくれそうな相手といえば、以ま前えにいっしょに旅してた、二人の名前が思い浮うかぶが、一人は遠いセイルーン。一人はゆくえも知れぬまま。連絡取ったり、探さがし出したりしているだけの、時間の余よ裕ゆうは、おそらくない。

　……やっぱし、やるっきゃないのよねー……

　胸の内で、小さなため息つきながら、あたしは他の四人とともに、丘から下る道をゆく。

　一いち路ろ、ガイリア・シティを目ざして。




「……申もうし訳わけありませんが……お通しするわけにはまいりません……」

　言いにくそうにつぶやいた、若い兵士のことばとともに、兵士の手にした槍ハウル斧バートが、あたしたちの行く手を遮さえぎった。

　それは、ガイリア・シティをとりかこむ、街がい壁へきの門のひとつでのできごとだった。

「……ど……どういうことだ……？」

　いきなりといえばいきなりな反応に、ジェイドは半ば呆ぼう然ぜんとそう言ったのだった。

　それも無理からぬ話である。

　こーいった城じよう塞さい都と市しの街壁は、むろんあらためて言うまでもなく、万が一の時のため、外がい敵てきから町を守るためのものである。

　で、この場合の外敵とゆーのは、戦せん争そうをしかけて来るどこかの国だったり、モンスターの群むれだったりするわけなのだが──

　基き本ほん的てきに、門を出入りする人々のチェックに関かんしては、それほど厳きびしくはなかったりするのである。

　ここいらへんの締しめつけを、あんまり厳しくやりすぎると、人ひと手でがやたらと要いる上に、交こう易えき商しよう人にんや旅りよ行こう客きやくたちも寄よりつきにくくなり、町をさびれさせることになるのだ。

　実じつ際さいあたしたちが、兵士その一に止められているその横を、吟ぎん遊ゆう詩し人じんや商人や、その他もろもろの人たちが、どんどんさくさく町の中へと入ってゆく。

　むろん、ロコツに怪あやしい奴やつとか、明あきらかに手て配はいされてる人間などは町に入るのを拒きよ否ひされたりもするが、基本的にはふつーの格かつ好こうをしていて、町に入るそれなりの理り由ゆうがあればそれでよし。

　今なら、少々怪しい格好をしていても、『傭よう兵へいを募ぼし集ゆうしてると聞いて来た』とか言えば、たぶん通してくれるだろう。

　にもかかわらず。

　この町で騎き士しをやってたジェイドがいるのに、『通せない』というのは──

「どういうことだ!?　もう一度言う！

　私はガイリア王おう宮きゆう青あお騎き士し団だん、第二部隊所しよ属ぞくジェイド＝コードウェル！

　特とく命めいあって町を出ていた！

　連れの四人の身分は私が保ほし証ようする！　それで不ふ満まんか!?」

　声を荒あららげるジェイドに、兵士は言いにくそうに、

「……その……ご身分の方は存ぞんじ上げています……

　ですから……お通しできないのです……」

「──どういう意味だ？」

「……命令が……下っております……」

「命令？」

「はい……その……ジェイド殿どのと兄君のグライア殿とを……その……」

「何だ!?　かまわんからはっきり言ってくれ！」

「は……その……無む断だんにて出しゆつ奔ぽんしたかどで、騎き士し団だんより除じよ名めい……」

「──なっ……!?」

「……戻ってきても……町に入れるべからず、と……」

　除名の上に出入り禁止!?

　はたで聞いているあたしたちでさえ、いくらなんでもキツすぎる、と思うほどの処しよ分ぶんである。当人にしてみればどれほどのショックか。

「だ……誰が下した命令だ!?」

「誰……と申されましても……」

　まだ若い兵士は、まわりにいるほかの兵士の視線を気にしつつ、

「……命令はアルス将しよう軍ぐんが……」

「……あのかたか……！」

　吐はき捨すてるように言うジェイドに、兵士は、言い訳でもするかのような口ぶりで、

「……その……一応陛へい下かの認にん可かを受けての命令ですし……私としては……」

　陛下、というのはむろんのこと、国王のことだろう。

「……わかった……気に病やむな。きみの責せき任にんじゃない。

　……入れないというのならしかたがないが、かわりに──と言ってはなんだが頼たのみたいことがある。

　父上──グランシス＝コードウェル将軍と連絡を取ってもらいたいのだが──」

「……それが……その……」

　ふたたび沈ちん痛つうな表ひよう情じようで言いよどむ兵士。

「なんだ？　まさか、それまで駄だ目めだ、という命令が出ているわけではないだろうな」

「いえ……

　グランシス将軍は……お亡なくなりになられました……ご病気で……」

「──！」

　今度こそ。

　ジェイドは完全にことばを失なくし、その場に立ちつくしたのだった──




　夜の酒さか場ばには、それなりの騒さわがしさが満みちていた。

　店に満ちたアルコールのにおい。よっぱらいたちのよもやま話。時々起こるバカ笑い。

　そんな中にあって、ただ、あたしたち五人のテーブルだけが、重い静しずけさに沈しずんでいた。

　ガイリア・シティの隣となりにある小さな町の、宿の一階にある酒場でのことである。

　首しゆ都との隣にあるわりには、それほど大きな町ではないのが不ふ思し議ぎだが、おそらく旅人たちが、この町にあまりとどまらず、足を伸ばしてガイリア・シティまで行ってしまうからだろう。

「──そう言やあ、よ──」

　ルークが思い出したかのようにそう言ったのは、一同が、あらかた夕食を食べ終えた頃ころのことだった。

「アルス将軍、ってのはなにもんだ？　昼間名前が出た時に、お前さん、含ふくむところがあるみてーだったけど……」

　問われてジェイドは、カップのラーダ酒をひと口あおってから、

「……赤騎士団を束たばねる将軍です……

　悪口になってしまいますが……あまりいい噂うわさは聞かない人でした……出世するために、いろいろ汚きたないこともやったとかなんとか……

　生き真ま面じ目めな父とは、いろいろとことあるごとに対立していましたし……

　問題のシェーラを登とう用ようし、陛へい下かに引き会わせたのも、彼だったと聞きます。

　たぶんそれも、陛下へのご機き嫌げん取とりだったのだろう、と父は言ってました……」

「……ふうん……

　ま、とどのつまり、ロクな奴やつじゃねえ、ってわけだ」

　ルークはポーク・フライをひと口かじり、

「で？　どうするんだ？　ジェイドさんよ？」

「……どうする……とは？」

　聞かれてジェイドは、眉まゆをひそめて問い返す。

「だから。

　おやじさんもいなくなった。騎士団も除名になっちまった。町も出入り禁きん止しだ。

　これであんたはこの国には、何の義ぎ理りもなくなっちまった、ってわけだ」

　ああっ！　こいついきなし、なんつー無む神しん経けいなことをっ！

「それを踏ふまえて。

　まだシェーラの奴を──この国の現げん状じようを、なんとかしなくちゃならねえ、って思ってるわけか？　わざわざ危き険けん冒おかしてまで。

　正直言っていっそのこと、どっかよその国にでも出しゆつ奔ぽんして、そこであらためて仕し官かんの道とか探したほうが早ぇんじゃねーか？

　ゼフィーリアなんてどーだ？　聞きゃああそこの女王サン、えらく評ひよう判ばんのいいひとだ、ってことじゃねーか」

「………………」

　ジェイドはしばし沈ちん黙もくした後、カップの酒の残のこりを、くいっ、と一気にあけて、

「──いえ──

　それでも私は、この国が好きですから──」

「──そーか」

　言ってルークはボトルから、ジェイドのカップに酒をそそぐ。

「それに……疑問もあります……」

　その酒をひと口飲んでから、ジェイドは言った。

「この時期、このタイミングで父上が病気で亡くなった──

　いくらなんでもタイミングが良すぎると思いませんか」

「謀ぼう殺さつ──？」

　ミリーナのつぶやきに、ジェイドは小さくうなずいた。

　たしかに。

　ジェイドの父親と対立していたアルス将軍。その彼が登用したシェーラ。

　不ふ審しんを抱いだいた父親が、ジェイドと兄とを諸しよ侯こうのもとへと走らせて──

　その間に、父親の方が死し亡ぼうした──

　彼の動きを邪じや魔まに思って、アルスかシェーラが暗あん殺さつした、と疑うたがいたくなるのも当然のことである。

　実際、ジェイドの兄と思われる人物が、シェーラの手のものとおぼしき『シャーマン』に殺されているのだから、父親が似にたような運命をたどっていたとしても不思議ではない。

「もしそうなら──誰だれがやったのか。

　それをせめて、突つき止とめたい──

　そう思っています──」

「なるほど……じゃあ話は決まりだ。

　ならとりあえず……作戦を決めなくちゃならねーな」

「そーね……相手は今回、かなりシャレになんない奴だし……」

　ルークのことばにうなずくあたし。

　もっとも──作戦を立てたからといって、確実に勝てる相手とは思えないけど……

　いくら安あん直ちよくな名前の奴とはいえ、かりにも相手は覇王将軍。

　まあこの連中、獣じゆう神しん官かん一人が、竜りゆう神官と竜将軍二人ぶんに匹ひつ敵てきする力を持っていたり、と、肩書きは似たようなもんでも、力の方にはだいぶ開きがあったりする場合もあるようだが、それでもそこいらへんにいるザコ魔族とは、天と地ほどの実力差があることだけは間違いなし。

　無む策さくといきおいで突っ込むのは、はっきし言って自殺行為である。

「まず、こっちの戦力の確認だな。

　うち三人は、黒魔法と精霊魔法とが使える。

　残るはガウリイさん、あんたと、ジェイドさん、あんたの二人だ」

　ルークはまず、ガウリイの方に目をやって、

「そう言やあんたら、魔力剣ひたすら探してたっけな。

　ソラリアの時に、そこそこの見つけたみてーだけど……あれから別の見つけたとか？」

「いえ、あの時のまんまよ。

　あの剣の性質としては、切れ味はかなり。強度は異い様ようにいいわ。

　ある程度の魔法なら、受けてもはじき返すことできるし。

　魔族にもある程度ダメージは与あたえられるみたいだけど……やっぱりしょせんは『ある程度』だから、強力な相手に一撃必殺、ってわけにはいかないわね」

「なるほど……ね……」

　ルークはしばし考えて、

「──俺おれの持ってるこいつぁ、切れ味はま、並の上、ってところだが、呪じゆ文もんを一回だけ吸きゆう収しゆうする」

「呪文を吸収!?」

「ああ。

　で、ふつーに戦うと、その吸収した呪文と似た、おまけの効こう果かを発はつ揮きする。

　つまり、烈エルメ閃キア・槍ランスを剣にぶちかけておいてやりゃあ、魔ま族ぞくでも斬きれる、ってわけだ」

「すごいじゃない！　それって！」

「ついでに言うと、その気になりゃあ、剣に込こめられた呪文を、呪文本来の形で一気に解とき放はなつことだってできる」

　呪文の詠えい唱しようなんていらねえ。剣をかまえて『行け』って念ねんじりゃあ呪文がぶっ放ぱなされる。

　不ふ意い打うちにゃあもってこいだが、そいつをぶっ放したら、次の呪文をかけてやるまで、ただの剣に戻もどっちまう。

　ま、斬きるにしろぶっ放すにしろ、どつちも本来の術に比くらべりゃ、かなり威いり力よくは落ちるけどな。

　どの程度まで強い呪文を吸収できるのか見当がつかねーのも欠けつ点てんだな。

　いざ、って時に、強力な一発吸収させようとしたら、吸収しきれず折れちまう、ってことだってありうるからな」

「……ふむ……」

「さて、前置きが長くなっちまったが、それを踏ふまえて、だ。

　この剣のうち、どっちか一本を、ジェイドに貸かす、ってことでどうだ？

　むろんもう一本の方は、ガウリイさん、あんたが持つ」

「なるほど──ね」

　つまり、まずは戦力の調整、というわけか。

　前のレビフォアの襲しゆう撃げきの時も、魔族に対抗する手段を持たない彼は、結局ただ見ているだけだった。

　これから先、敵の数が増えれば、ジェイドが戦力にならない、というのはいくらなんでも痛いたすぎる。

「じゃあ──ガウリイのをジェイドが持って、ルークのをガウリイが、ってとこでどう？」

　あたしの提てい案あんに、無む言ごんでこっくりうなずくミリーナ。

「……けど……なんだかみなさんの話を聞いていると、これから先、魔族しか出てこないみたいに聞こえるんですけど」

　さっそくに剣の交こう換かんをしながら、ジェイドの言ったことばに、ルークは一瞬、きょとんっ、とした表情を浮かべ、

「……あー……そう言やあ、まだあんたには言ってなかったな……」

　ルークはしばし考えて、ぽりぽり頰ほおを搔かきながら、

「……どう言やいーかなー……きっちり話せばややこしいんだが……

　つまり……なんつーか……

　早い話が、だ。

　そのシェーラってのは魔族だ」

　……………………

「──はい？」

　結局ストレートな説明に、ジェイドはしばし目を点にした後、間まの抜ぬけまくった声を上げた。

「だから──魔族なんだよ。当然あいつをなんとかしようと思って近づけば、魔族が妨ぼう害がいにやって来る、って寸すん法ぽうだ」

「……寸法……ですか……

　でも……見た感じだと……ふつうの女性だったんですが……」

「連中は、強力な奴やつになればなるほど、見た目が人間に近づいてくるわ。

　魔族としての気配を隠かくすのもうまくなってゆくし」

「……はあ……そーいうもんですか……」

　いまだ信じられぬのか、あいまいな返事を返すジェイド。

「とにかくそれじゃあよ、まずは町に潜せん入にゆうして……ジェイドさんよ、あんたの家にでも身をひそめる、ってことで……」

　言うルークに、しかしジェイドは浮うかない顔で、

「けど……

　母は私が幼おさない頃に亡なくなりましたし……父が亡くなり、私と兄が追放、となった今、家か財ざいは没ぼつ収しゆうされている可能性もありますが……」

「なーに。それでも家そのものが、なくなっちまってるわけでもねーだろ。

　とにかく町の中に入っちまうことが、まずは第一だ。

　今夜ひと晩ばんゆっくり休んで体力ためて、明日っから本格的に行動開始だ。

　つーことでいいな。みんな」

　ルークの問いに一同は、こっくりとうなずいたのだった。




　酒場から響ひびいていたざわめきが消えたのは、どれくらい前のことだっただろうか。

　刻ときだけが、闇やみの中をむなしく流れ──

「……ああっ！　眠ねむれんっ！」

　叫さけんであたしがベッドからはいずり出したのは、たぶん夜中をまわったあたりの頃ころだっただろうか。

　こーゆー時は、何かあったかいものでも食べて横になったら一発なのだが、はたして一階の酒場兼食堂がやっているかどうか……って、やってないだろーな、もう……

　ともあれだめでもともとと、服に着き替がえて部屋を出て、そのまま一し階たの食堂へ。

　閉しまっているかと思ったが、食堂にはまだランプの明かりが灯ともり、そこには──

「ミリーナ？」

　そう。片かた隅すみのテーブルに一人腰かけ、ちびりちびりと洒を飲んでいたのは、ほかでもない、ミリーナだった。
















「どーしたの？　一人で。

　──あ。おっちゃん。あったかい食べ物できる？」

「……シチューの残り温あたためるくらいなら」

「オーケー。それでお願い」

　とりあえず料理を注文してから、ミリーナの向かいに腰かけて、

「やっぱしミリーナも眠れなかった、とか？」

「……ええ……まあ……」

　あたしの問いに彼女は、やはり酒をちびちび飲やりながら、いまいち気のない返事を返す。

　そりゃま、そうだろう。

　明日の夜にはガイリア・シティ。ひょっとしたらそのまま一気に王宮に潜せん入にゆう、シェーラと対決、などという可能性もアリである。無む駄だに時間を過ごしても、こちらが有利になることなど、一つたりとてないのだから。

　いよいよ覇ジ王エ将ネラ軍ルクラスの大物魔族にケンカ売ろうかという時に、リラックスして寝ねろ、という方がむずかしい。

「けどそー言えば、こーゆー状じよう況きようってあんましなかったわね」

「こういう状況？」

「そ。女だけで話する、って状況。

　ミリーナのそばって、いっつもルークがいるし」

「そしてあなたのそばにはガウリイさんがいる」

　言われてあたしは、ぽりぽりと鼻の頭を搔かきながら、

「……まー……あれは、あたしの『自じし称よう保ほ護ご者しや』だし。

　とか言いつつ、あたしがほとんど稼かせいでるんだから、もぉまるっきしヒモよね。ヒモ。

　──そう言えばミリーナは、なんでルークといっしょに旅してんの？」

　あたしの問いに、ミリーナはしばし、口の端はしに笑みを浮かべて沈ちん黙もくし、

「……私は不ぶ器き用ようですから」

　よくわからない答えを返す。

　……えーっと……

「それってつまり──」

　言いかけて──

　あたしは思わずふり向いていた。

　薄うす暗ぐらい店内。天てん井じように揺ゆれるランプ。くすんだ壁かべ──

　何も変わりはありはしない。

　一瞬、おかしな気配がしたように思ったのだが……気のせいか……

「気のせいじゃありません」

　まるであたしの考えを読んででもいたかのように、ミリーナは、かたんっ、と席を立つ。

　片手に剣をたずさえて。

「店のおじさんがいなくなってるわ」

「!?」

　あわててそちらに目をやるあたし。

　──たしかに──

　つい今まで、カウンター越ごしに見えていた、厨ちゆう房ぼうに立つ人ひと影かげが姿を消している。

「──そいじゃあやっぱし──」

　あたしのことばに、彼女はこっくりうなずいて、

「また取り込まれたみたいね。結けつ界かいに」

「……ほう……ずいぶんと落ち着いたものだな。

　それとも、あきらめが生んだ余よ裕ゆうかな？」

　低い声は、薄うす暗ぐらい部屋の中に響ひびきわたった。

　どこだ!?

　あたりをざっと見回すが、それらしき相手の姿はない。

　しかし気配はある。確かく実じつに。

「……くくくく……我われの姿が見えぬか……

　しょせんは人間、というものよ。シェーラ様も、なにゆえこのような輩やからに警けい戒かいなさるのか……」

　……ざらり……

　声とともに、どこからか、砂の流れるような音が聞こえる。

　──どこから──!?　部屋の──中央──

「ランプ!?」

　あたしの声に、ミリーナが視線をはね上げる。

　ランプの生み出すぼんやりとした光が、まるで雲くも間まから漏もれた光のごとく、一いち条じようだけ床ゆかに落ちかかり──

　みるみるうちに、薄うすい光はわだかまり、人の形を成なしてゆく。

　まるで、ヒカリゴケを固めてつくったかのような人の形の顔の部分に、闇やみ色いろをした二つの虚うつろな瞳ひとみが開く。

「これで見えただろう？　人間よ。覚おぼえておけ。我が名を。覇王将軍シェーラ様麾き下か、グバーグの名を」

　やっぱしシェーラの手下の魔族か！

　しかし、相手が誰の手下だろうと、やるべきことに変わりはない。

　すなわち──

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブ陣ラス！」

　勝つっきゃない、ということである！

　あたしとてヒカリゴケ男ができあがるのを、ただただぼーっと待っていたわけではない！

　すでに呪文は唱えてあった！




　ばぢばぢばぢばぢっ！




　ほとばしる魔力の雷いかずちが、白い人影をうちのめす！

　おしっ！

「まだよっ！」

　声を上げたのはミリーナだった。

　一瞬意味がわからずに、あらためて白い人影に目をやって──

「!?」

　あたしは思わずことばを失うしなっていた。

　吹き荒れる魔力の雷、そのことごとくが、人影の、見開かれた黒い眼の奥へと吸い込まれている！

　──やがて──

　雷撃が消えたそのあとで、人影は、ふたたび視線をこちらに向けた。

「無む駄だなのだよ」

　笑いを含んだグバーグの声。

「このグバーグの瞳ひとみは、すべてを虚きよ無むへと導みちびきゆく。

　その瞳を持つ我を倒すのが、どれほど不可能に近いか──

　今のでわかっただろう？」

　き……虚無に導くって……そんな……どこぞのパツキン大魔王みたいな……

　しかし、もしもグバーグがそんなたいそーな奴やつならば、シェーラのパシリなんぞやっていようはずはない。実際のところは、空間を歪わい曲きよくするか何かして、受けた力を、どこか別の場所だか空間だかに放出する、とかいうしくみなのだろう。

　ま、どちらにしても、やっかいな相手であることに違いはないのだが。

「ほかの連中のところにも、それぞれ刺し客かくが行っている。

　仲良くいっしょに死なせてやるよ。

　見せてやろう。我がもう一つの力」

　言うなり──

　ざわりっ。

　グバーグの足もと──床の上で何かが動いた。

「──!?」

　目をやって、思わずあたしはことばを失くした。

　白い魔族の足もとから、床の上に、どんどんと、ヒカリゴケのようなもの──グバーグの体がひろがってゆく。

　浸しん食しよく!?

「──我が体は、徐じよ々じよにひろがり、この結界内すべてのものをやがて浸食する。

　人間ども、貴様らもな」

　勝ち誇ほこったグバーグの声があたりに響ひびきわたる。

　その間にも、白い浸食はみるみるうちにひろがって、二階に続く階段や、店の戸口へと続く道を塞ふさいでいる。

　──もっとも、結界内に閉じこめられたこの状況で、二階や戸口に走っても、どうなるものでもないような気はするが。

　並たいていの呪文の無む効こう化か、そして浸食。

　たしかに並の人間では、これでは成すすべはない。

　だが──甘いっ！

　あたしは口の中で呪文をとなえ──

　しかし。

　たっ！

　あたしの呪文が完成するより早く、ミリーナが床ゆかを蹴ける！

　剣を抜き放ち、グバーグに向かって。

　ちょっと!?　何を!?

　止めるいとまもあらばこそ。

　彼女は剣を、床を浸食する白いコケにつき立てた！

「愚おろかな！　無む駄だなことを！」

　グバーグの言ったその通り、白いコケは、何のダメージを受けたふうもなく、それどころか逆に、ミリーナの剣をはい上がりはじめる！

　ミリーナはあわてて剣を床から引き抜くが、白いコケは糸を引いて、床のコケとつながったまま、剣をはい上がり続ける。

　これは──完全にミリーナのミス──

　あたしが思ったその瞬間。

　ミリーナがふたたび床を蹴ける！

　今度は大きくジャンプして、手にした剣をグバーグの瞳に突き立てる！

　──無駄だ──

　グバーグも、おそらくあたし同様、そう思っただろう。

　しかしそれをことばにするより早く。

「烈エルメ閃キア・咆フレイム！」

　至し近きん距きよ離りからの一撃が、グバーグの体を包つつみ込む！

　なるほど！

「──がっ……!?」

　グバーグの短い苦く鳴めいが上がる。

　──ぱきんっ。

　着地したミリーナの足もとで、硬かたく小さな音が起きる。

　そして──

　ぱきっ。ぱきぱきんっ。ぱきっ。

　小さな音が断だん続ぞく的てきに重かさなって──




　っきぃぃぃぃん！




　やがて、クリスタルが砕くだけるような音とともに、グバーグの白い体が砕け散る。

　うーん。やるなー。ミリーナ。

　わざと自分の剣に、グバーグの体をまとわりつかせ、それをグバーグの瞳に突き刺す。

　そこに攻撃呪文をたたき込めば──

　そのままなら、呪文の一撃を受けることになるし、逆にたとえグバーグの目が、呪文をどこかの空間に吸い込んだとしても、同時に自分の肉体の一部も吸い込むことになる。

　当然そうなれば、呪文はその肉体の一部にダメージを及およぼす。

　早い話がミリーナは、グバーグが結局どうやったところで、呪文を受けざるを得えない状況をつくり出したのである。

　おそらくは、あたしたちに恐きよ怖うふを与あたえるつもりで、自分の能のう力りよくをぺらぺらしゃべりまくったことが、グバーグにとってはあだになった、というわけである。

　……あたし全然活かつ躍やくしなかったけど……

　ミリーナは、あたしの方をふり向いて、

「どうしたの？　拍ひよ子うし抜ぬけした顔して？」

　……いや……まあ……

　あたしとしては、虚きよ無むの刃やいばの呪文──神ラグ滅ナブ斬レードでぶった斬ぎって、『どう？　ほんものの虚無の味は？』とか言ってやりたかったんだけど……いいです……別に……

「……あ……なんでもないなんでもない……」

　言ったあたしのその声は、我ながら、心なしかちょっぴし寂さびしそうだった。

　とりあえず、あたしは気を取り直し、視線を移し──

「……まだ結界が解けてない？」

　つぶやきに、ミリーナがあたしの視線の先に目をやる。

　カウンター越しの厨ちゆう房ぼうは、いまだ無人のままだった。

「結界を張ったのは別の奴、ってこと？」

　ミリーナの問いにあたしはうなずき、

「ほかのみんなのところにも刺し客かくが行ってる、って言ってたわね。あいつ。

　行くわよ！　ミリーナ！」

　同時にうなずき、階段に向かって駆かけ出して──

「ちょっと！　お客さん！」

　あたしたちの背中に投げかけられたのは、店のおやじさんの声だった。

　──え？

　ふり向けば、そこにはちょうど、厨房から姿を現すおやじさんの姿。

　その手にはひと皿のシチュー。

「できましたよ。シチュー」

「……あ……えと……」

　顔を見合わすあたしとミリーナ。

　ということは──結界が解けた？

「ミリーナ！」

　唐とう突とつに。

　階段の上から上がった声はルークのものだった。

　おー。どーやら無事だったようである。

　ほかの二人は？

　などなどと、頭に浮かんだあれこれを、あたしがことばにするより早く。

　階段を一気に駆け下りたルークが、わしっ！　とミリーナを抱だきしめる！

　……え……と……

「……ちょ……ルーク……」

「よかった……無事だったかミリーナ……」

「……あの……いや……」

「ケガはないか？」

「……ないけど……その……」

「おーおー。いーねー若わかいもんは。

　けどそーいうのは自分の部屋でやっとくれ」

　投げやりに言った食堂のおっちゃんのことばに、ルークはよーやく我に返ったか、ミリーナから身を離はなし、

「……あ……！　すまねー、ついその……」

「『ついその』じゃあありません。

　そんなことより他の二人は？」

「……そんなこと……って……

　あ、ああ。無事だぜ」

「おー。リナ」

　まるでそのことばを待ってでもいたかのように、階段上の手すりから、ガウリイとジェイドが顔をのぞかせる。

「やっぱり無事だったか」

　……やっぱり無事だったか……って……

　……いや……信用されてるんだ、ってことなんだろーけど……

　いちおーもーちょっと心配しろよ。自じし称よう保護者だろーが。おまいは。

　──まあ、いきなし抱きつくまで心配されても、それはそれで困こまるけど。

「こっちに出てきたのは一匹よ。あのレビフォアとかって奴じゃなかったけど。

　そっちは？」

「二匹でした。ガウリイさんとルークさんで一匹倒したら、残りは消えてしまいました。

　こっちにも、あのレビフォアとかいう奴はいませんでした」

　あたしの問いにはジェイドが答えた。

　レビフォアがいない、ということは、前にあたしが与あたえたダメージが残ってて、今回は欠けつ場じよう、といったところだろうか。

　それとも──

「ふむ……とゆーことは、またすぐ仕し掛かけてくる可能性はあるわね」

「またすぐ……って、今夜中にか？」

　尋たずねるルークにうなずいて、

「そーよ。今回の相手はまだ、こっちをナメてくれてたから、なんとでもなったけど。

　これで相手が本気になったら、波はじ状よう攻こう撃げきかけてくる可能性も高いわ。

　こっちの消しよう耗もうを狙ねらう意味もふくめて、ね。

　前回襲おそってきたレビフォアの姿がなかった、っていうのが気になるのよ。

　もしかしたら──本命の第二陣の方にいるんじゃないか、なんて思って、ね。

　なら今は、待つより動いた方が得とく策さくだと思うけど」

「動く……って、まさか今から……!?」

「そういうこと」

　ミリーナに最後まで言わせず、うなずくあたし。

　すなわち──

　ガイリア・シティへの潜せん入にゆう敢かん行こう。

　ミリーナは、しばしあたしと視線を交わした後、やがてこっくりとうなずいた。

「私も賛さん成せいです！」

　手すりの上から言うジェイド。

「おしっ！　決まりね！　それじゃあさっそく──」

「ちょっと待った！」

　いきなりかかった待ったの声に、あたしはふり向き──

　そして、思い出していた。

　店のおっちゃんの存そん在ざいを。

「くどいようだが──シチュー、できたんだが」




「──急いそぐわよ。みんな」

「おめーが言うな！」

　あたしのはげましのことばに、しかしルークは不ふ機き嫌げんな声でわめいたのだった。

　あのあとすぐ──

　あたしたちは、シチューを食べて荷に物もつをまとめ、かんじょうを払って宿を引き払い、夜の街道を一路、ガイリア・シティへと向かっているのだった。

「……ったく……あの状況でシチュー食うなよな！　お前は！」

「何言ってんのよ!?　出された食べ物残しちゃもったいないでしょーが！」

「それより、いいんですか？　街道行って？　もしも敵が今夜中にまたしかけてくるつもりなら、はち合わせするんじゃあ……」

　あたしとルークの言い合いをさえぎり、横からジェイドが尋きいてくる。

「ま、それはたぶん心配ないわね。

　あいつら純魔族は、歩いて来てるわけじゃなくって、空間を一いつ足そく飛びに飛び越こして、いきなり出現してるのよ。

　つまり、宿から逃げ出した一匹は、いきなり──かどうかは知んないけど、シェーラのところに出現する。もし第二波攻撃があるのなら、その連中は、宿にいきなし出現する。

　とゆーことで結局、その間にあるこの街道は、しばらくの間ノーマークってことよ」

　淡あわい月げつ光こうに照てらされた夜道を行きながら、あたしは解かい説せつを続けた。

　ひんやりとした夜よ風かぜの中に、あたしの声が流れゆく。

「連中は、自分たちの能ち力からに相当の自信を持ってるわ。

　人間なんてたいしたことないと思ってる。

　しいてあげるならそれこそが、連中の弱点ってことよ。

　これもそう。

　いくら空間を渡わたれても、動いている相手を補ほ足そくするには、ふつーの人間がやるのと同じくらいの手て間まがかかる、ってわけ」

「……空間を渡る……ですか……」

　やや半はん信しん半はん疑ぎの口くち調ようで言うジェイド。

　ま、『空間を渡る』などと言ってみたところで、実際に魔族の空間渡りを目のあたりにしたことのない者からすれば、いまひとつピンとこないことなのだろう。

「空間を渡る……って、すごい早さで渡ってるんだと思うんですけど……

　でもそうすると、そのわりには、今までの襲しゆう撃げきって、なんだかかなりタイム・ラグがあったような気がするんですけど……」

「……んー……」

　そう言えば──

『シャーマン』が街道で襲撃をかけて来た時から、レビフォアの襲撃まで。そして今日の襲撃まで、そこそこ日数が開いている。

　こちらがガイリア・シティに向かっていることが読まれている、という前ぜん提ていの上でなら、たしかに魔族にしては襲撃のテンポが、やや遅おそすぎるような気はする。

「……ま、向こうにもいろいろ都つ合ごうがあるんじゃないの？

　ともかく今は──

　急ぐわよ。ガイリア・シティに」

「だからおめーが言うなって」




　一行がガイリア・シティに着いたのは、幸さいわいにも、まだ夜明けが訪おとずれる前のことだった。

　……眠いけど……

　闇に乗じようじて浮レビテ遊ーシヨンで、空から壁を乗り越えて、見み張はりの兵の目をかいくぐり、街に入るのも難なんないこと。

　……かなり眠いけど……

　あとは、ジェイドの家にでももぐり込んで、とりあえずひと眠り。夜が明けてから、別の活かつ動どう拠きよ点てんを探す──

　つもりだったのだが──

「……家……ないな……」

「……そ……そですね……」

　ぼーぜんたるルークのつぶやきに、ジェイドはその場に立ちつくしたまま、放心状態でうなずいた。

　そこは──

　ひろびろとしたガレキ置き場と化していた。

　たぶん、しばらく前までは、ここにはそれなりに立りつ派ぱな屋や敷しきが建たっていたのだろう──と思う。

　土地は広いし、よく見えないけど、庭の手入れはちゃんとしてあるみたいだし。

　ただ──かんじんな家がない。

　……うーむ……ジェイドは、家財没ぼつ収しゆうされてるかも、とか言っていたが……まさかごていねいに、家までぷち壊こわされていようとは……

「……なあ……どーする……？」

　あくび混まじりのガウリイの問いに、あたしは、はっ！　と我に返り、

「そ……！　そーね！　ここでぼっとしててもはじまんないわっ！

　こーなったらとにかく……！」

　……………………

「──とにかく？」

　ルークに先をうながされ、あたしはしばし沈ちん黙もくする。

　言ったはいーけど、あんまし考えてないや……あたし……

　うああああっ！　眠くて脳のうミソまわってないっ！

「とにかく──場所を移動しましょ！

　ジェイド、このあたりで身を隠かくせそうな場所ってない？」

「……さ……さあ……そういう場所はあまりよく知りませんから……」

「そいじゃあ……歩き回って探すっきゃないか……」

　言ってあたしは、どこといったアテもなしに、てきとーな方へぷらぷら歩き出した。

　そのあとに四人もぞろぞろついて来る。

　くくぅっ！　ひと眠りできると思ってただけに、寝らんないとわかると、よけーに眠いぞっ！

「……郊こう外がいの宿屋とかどうだ……」

「……そーね……で……郊外ってどっち……」

「……すいません……よく知らないです……」

　ルークとあたしとジェイドとで、間の抜けた会話をかわしつつ、うろうろぞろぞろ歩くうち、しらじらと、東の空が明るくなってくる。

　うあ。夜明けだし……

　そうこうするうち、道ばたに、ぽつぽつと人の姿も見えはじめてきた。仕入れに向かう商人ふう。やたら早起きの子供たち。街を見回る兵士たち。

　…………………………

　兵ヽ士ヽたヽちヽ？

「おいっ！　そこのっ！」

　あたしが考え整せい理りして、行動起こすより早く。

　兵士たちの声と視線が、あたしたちに向かって投げかけられた。

　五、六人ほどの一団は、づかづかづかっ、とこちらに歩あゆみ寄よりつつ、あたしたちのうちの一人を指さして、

「お前、ジェイド＝コードウェルだな！」

「……確かにそうだが……」

　胸を張り、きっぱり返事するジェイド。

　ああっ！　こいつも頭動いてねーっ！

「やはりそうか！

　追つい放ほう令れいを犯おかし、街に……」

　さすがに今度はみなまで言わせず──

「逃げるわよっ！　みんなっ！」

　言ってあたしはダッシュで走り出す。あわててついて来る四人。

「あ！　こら待て！」

　さらにそれを追う兵士たち。

　てきとーに通りを駆かけ抜け、路地を曲まがって──

「魔デイム風・ウイン！」




　ぶごぅっ！




「うわぁっ!?」

「ぐうっ！」

　最さい後こう尾びのルークの放った強風の術が、重装備の兵士たちの足を止める。

　そのままダッシュを続けるうちに、後ろに見えていた兵士たちの姿が完全に見えなくなる。

　おしっ！　引き離したっ！

　思った刹せつ那な。

　ぴゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅい！

　甲かん高だかい音があたりにこだました。

　兵士の吹く呼び笛の音！

　まずいっ！　人が集まってくるっ！

　たとえば相手が魔ま族ぞくとかなら、片かたっ端ぱしからぶち倒しても、どこからも文もん句くが出ることはないが、今回の相手は、命令を受けているだけのただの人。

　さすがにこれをはり倒す、というわけにはいかない。

　となればとーぜん、ここは逃げるしかないのだが……

　どこへ逃げろと？

「──こっちです！」

　……へ……？

　建物の陰かげからいきなりかかったのは、どこかで聞いたことのあるよーな声だった。

　一同そちらをふり向けば、まだ若い男が一人、こちらに向かって手て招まねきしている。

「ジェイド様、こちらです！」

「──君は!?」

「早く！」

「……わかった！　みなさん！」

　ジェイドにうながされるままに、一行は、若い男についてゆく。

　裏路地を通り、非常階段を駆け登り──

「ここです」

　やがて、あたしたちが案あん内ないされたのは、まだ新しい建物の二階にある一室だった。

　六人、という人数には、やや狭せまいが、この際ぜいたくは言っていられない。

　とりあえず、ほっとひと息ついてから、あたしは若者を目で指して、ジェイドに向かって、

「知り合いなの？　このひと？」

　あたしの問いに、しかしジェイドではなく当の若者が、小さく苦くし笑ようを浮かべつつ、

「いやですね……昨き日のうお会いしたじゃあありませんか。

　この街の門のところで」

　……門のところ……って……

　あ!?

「門もん番ばんその一！」

「……その一って……

　マイアス、って名前があります」

　あたしのことばにマイアスは、ふたたび苦笑を浮かべて言った。

「……誰だれだ？」

「あのひとよ！　ほら！

　きのうこの街に来た時、『命令だから』って、あたしたちに門もん前ぜん払ばらいくらわせた、あの地じ味みな兵士！」

　ガウリイの問いに答えるあたし。

「……いやあの……できればもーちょっとほかの言い方……」

　なにやらぶつぶつ呻うめくマイアス。

「──しかし、なぜ我々を？　私には追放令が出ているのだろう？」

　横から問いかけるジェイドに、マイアスは声をひそめて、

「……たしかに命令は出ていますし、私も兵士のはしくれ。他の者もいたことですし、あの時はああするしかありませんでしたが……

　正直なところを申し上げて……私はどうも、アルス将軍のなさりようが納なつ得とくいかないのです」

　彼は、小さなため息ひとつつき、

「……女傭兵の登用……その傭兵に好き放ほう題だいをやらせて……そして、異いを唱となえておられたお父上、グランシス将軍の病死の報ほう。

　正直……その……」

「謀ぼう殺さつか？」

　ジェイドのことばにマイアスはこっくりうなずいて、

「はい。そう思いました。そんな噂うわさも街では飛び交っておりますし。

　もしそれが真実なら──この国は駄だ目めになってしまいます！

　ですから──ジェイド様には、真実をつき止め、糾きゆう弾だんしていただきたいのです！」

「けっこう他力本がむっ！」

　つぶやきかけたルークの口を、ミリーナの手があわてておさえる。

　ま、たしかに多少他た力りき本ほん願がんなところはあるにせよ、ぜんぜん何もしないよりは、あたしたちをかくまってくれた分だけでも、百万倍くらいはマシである。

　そんなルークのつぶやきに、気づいているのかいないのか、

「しかし……よいのか？　ご家族にご迷めい惑わくがかかるのでは？」

「いえ、私は他の町より、騎き士しとなることを志こころざし、この町に参まいっておりますので。

　それに何よりこの国を良くする手助けができますならば、なんの迷惑、苦く労ろうがありましょうや」

「わかった！　貴き公こうの思い、無駄にはせん！　必かならずや、アルス将軍と傭よう兵へいシェーラの陰いん謀ぼうを暴あばき、この国を守ってみせる！

　騎士の地位は剝はく奪だつされたとて、我が魂たましいは騎士の誇ほこりを忘れはせん！

　その魂の誇りにかけて、我が国の平和は私が守る！」

「ジェイド様！　それでこそ騎士の鑑かがみにございます！」

「いや、未みじ熟ゆくな私に『騎士の鑑』とは過すぎた言葉。そもそも真の騎士とは……」

　二人は完全に、騎士道物語の世界に浸ひたりまくってるし……

「……とりあえず……ひと眠りしよっか……」

「そーだな……」

「どっかそこらへんで、横にならせてもらおうぜ」

「…………」

　遠い世界にイッてるジェイドとマイアスはほっといて、とりあえずあたしたちは、思い思いに、そのあたりに横になったのだった。




　その日──

　あたしたちが行勤を開始したのは、夜の帷とばりが町に落ち、しばらくしてからのことだった。

　昼間に目が覚さめてから、これからの方ほう策さくをどうするかと、あれやこれやと討とう論ろんしてもみたのだが、結局何がどうあろうと、やるべきことは決まっている。

　すなわち、城に乗り込んで、シェーラ見つけてぶちのめす。

　城の間取りは少しなら、ジェイドも知ってはいるようだが、どこにどれだけ戦力があり、当のシェーラはどこにいるのか。それはさすがにわからない。

　情報が欲しいところだが、それにはとにかく時間がかかる。時間をかければ、欲しい情報が確実に手に入るとは限かぎらないが、時間がかかれば、シェーラも戦力を整ととのえるだろうし、この拠きよ点てんが見つかるおそれも大きくなる。つまり確実に、そのぶんこちらは不利になるのだ。

　ならば方法は──速そつ攻こうあるのみ！

　ほとんどヤケクソに近い乱らん暴ぼうな方法だが、とりあえず、不ふ意いをつくにはこれしかない。

　マイアスだけを家へと残し、あたしとガウリイ、ルークとミリーナ、そしてジェイドの合計五人は、夜の城へと赴おもむいた。

　夜空にかかる細い月が、大地に落とす光の下、石造りの城壁は、くろぐろと佇たたずんでいた。

「……さーて。それじゃあ行くとするか」

　ルークのことばに、一同こっくりうなずいて、あたしとルークとミリーナは、口々に呪文を唱えはじめる。

　あたしがガウリイ、ルークがジェイドを連れて浮レビテ遊ーシヨンで宙に浮き、ふよふよ城の方へと向かう。

　まず向かうのは、来らい賓ひん用の宿しゆく泊はく棟とう。ジェイドもさすがに、おおざっぱな施し設せつの配置くらいは知っている。彼の指さす方向に、一行はほわりほわりと進んでゆく。

　むろんそこにシェーラがいるとは限らない。いるとしたら、そのあたりなんじゃないかなー、という、いーかげんな予よ想そうに従したがっての行動である。

　ま、おそらく現場に着いたら、見張りの兵士でもしめ上げて、シェーラの居場所を白はく状じようさせる、というのが妥だ当とうなセンだろう。

　やがてそうこうするうちに、あたしたち一行は、宿泊棟の屋根の上へと降おり立った。

「……さてと……どーやって入り込むか、だな……」

「入り込む必要はない」

　──!?──

　ルークのつぶやきに答えたのは、しかし、あたしたちの誰だれでもなかった。

　一同が、声の方を見上げれば、そこには細い月を背に、宙ちゆうに浮かんだ影かげひとつ──

　──魔ま族ぞく──








　　　三、戦いの　炎ほむら上がりて夜の城









　それは、黒っぽい凧たこのようなシロモノだった。

　大きさは人間ほどもあるだろうか。厚あつみを感じさせない、三角形の半はん透とう明めいな体の向こうに、月がうっすらと透すけて見える。

　その頭（？）の部分には、これだけは妙みようにリアルな、見み開ひらいた目がひとつだけついていた。

　手も足もない──なかなか楽たのしいデザインだが、その能のう力りよくが『楽しい』のひとことで済ませられるものかどうかははなはだ疑ぎ問もんである。

　──しかも今の状じよう況きようは、さまざまな点でかなり不ふ利り。

　まずは何より足場の問題。それに、下を見下ろせば、庭にわのあちこちに兵士たちの姿すがたも見える。

　つまり目の前の魔ま族ぞくは、あたしたちを結けつ界かいに閉とじこめてはいないのだ。

　狙ねらいは明めい瞭りよう。あたしたちが派は手でな術じゆつでも使おうものなら、兵士が大たい挙きよして押し寄せてくる、という寸すん法ぽうである。

　……と……待てよ……

「シェーラ様からお聞きしたぞ……油ゆ断だんのならぬ相あい手てだと……」

　魔族のひとつしかない目が、ぎろりっ、とあたしの方を向き、

「リナ＝インバース……冥ヘル王マスターフィブリゾ様が滅ほろびる因となった女だそうだな……」

『ええっ!?』

　さすがに驚おどろきの声を上げるルークとミリーナ、そしてジェイド。

　……まあ……あの一いつ件けんは、冥めい王おうが勝かつ手てに自じ爆ばくしたよーなもんだったんだけど……

　原因と言えば原因と言えるかもしんない。

　かまわず魔族はことばを続ける。

「信じられん話ではあるが……まさかシェーラ様が、そのような噓うそをおつきになろうはずもない。

　そうと聞かされては……こちらも油断をするわけにもいかぬからな……」

　声に凄すごみを効きかせる凧。

　──大おお馬ば鹿か者もの。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　こいつがぺらぺらしゃべっている間に、あたしはすでに呪じゆ文もんを唱となえ終わっている。

　増ブー幅ストつきの振ダム動・ブ弾ラス！

『油断しない』と言いながら、こちらが呪文を唱えるまで、しゃべっているのが油断の証しよ拠うこ。あるいはこの術では自分は倒たおせない、などと思ってのことかもしれないが──

　こちらもそれは百も承しよ知うち！　狙ねらいはむろん魔族ではない！




　ごがあっ！




　けたたましい破は砕さい音おんは、あたしたちの足もとで起おきた。

　そう。あたしが狙い、うち砕くだいたのは、自分たち自身が立つ足場──すなわち屋や根ねの方だった。

　魔族の瞳ひとみが見開かれる。驚きよう愕がくの色をたたえつつ。まさかあたしの狙いがここだとは、思わなかったようである。

　驚きの声を上げていたかもしれないが、それは一撃の破砕音がかき消けしただろう。

　むろんこのまままともに落ちたら、あたしたちも無む傷きずではすまないだろうが──

『浮レビテ遊ーシヨン！』

　ルークとミリーナ、二人が同時に発はつ動どうさせた術が、一同を、ガレキの山の中──最上階の廊ろう下かにそっと着ちや地くちさせた。

　あたしの行動を読んだ上でのフォローなのか、ほかのつもりがあって唱えていたのかは知らないが、ともかく今は結果よければすべてよし！

「行くわよみんな！」

　言ってあたしは廊下を駆かけ出だす。

「ジェイド！　タオルか何かで顔かくして！」

「……なんで……？」

「いいから早く！」

　などと言いつつ走るうち、行く手の扉とびらのひとつが開ひらき、やや小太りのおっちゃんが驚いた顔を出す。

　わりと貧ひん相そうな顔ではあるが、この建物に寝ね泊とまりしているということはとーぜん、どこからかやって来た、それなりにエラいひとなのだろう。

　となればこれを利用しないテはないっ！

「……一体……？」

　おっちゃんが声を上げるより早く。

「くせ者です！　お逃にげください！」

　言ってあたしはおっちゃんの手に腕うでをまわし、そのまま強ごう引いんに、階かい段だんの方に引っぱってゆく。

「……な……!?　曲くせ者もの!?　きみは……!?」

「味方です！　こんなこともあろうかと、国からの命令で、陰かげながらお守りしておりました！　それより早く！」

「わ……わかった！」

　動どう揺ようしているおっちゃんは、あたしのてきとーなウソにあっさり納なつ得とくする。

　そのままあたしたち一行は、おっちゃんをタテに、廊下を駆け抜け、階段を駆け下りる。

　そのうち、当然の話だが、やって来た兵士の一団とはち会わせ。

「曲者よ！　上！　早く！」

　相手の誰すい何かの声より早く、こちらの方から相手に声をかける。

　一瞬、兵士たちの顔に浮うかぶ混こん乱らんの色。

　おそらくは、このおっちゃんの顔は知っているだろう。そのおっちゃんが、見知らぬ連中──つまりあたしたちにエスコートされて逃げ出そうとしている。

　で、問題は、そのあたしたちが一体何者なのか、彼らにはわからない、ということである。

「その者たちは!?」

　あたしたちに目をやる兵士たちに、おっちゃんは自じ信しんたっぷり、

「心配いらん！　わしの国の手の者たちだ！　それより早く！」

「はっ！」

　言ったおっちゃんのことばをあっさり信用し、ふたたび駆け出す兵士たち。

　最近、傭よう兵へいたちの姿を見み慣なれているせいで、あたしたちの格かつ好こうに、さして違い和わ感かんがなかったせいもあるかもしれない。

「待って！」

　その兵士たちに、あたしの方から声をかけ、

「早く知らせないと！　シェーラ様は!?」

「たぶん北の塔とうだと思うが……」

「わかった！　そっちにはこちらから知らせます！」

　何を知らせるのか、などと聞くなかれ。むろん口からでまかせの、その場しのぎのセリフである。

　ふっ。混乱している状況で、人間心理を手て玉だまに取るなどチョロいこと。

　屋根の上で黒い魔族に発見されたその時点で、あたしは侵しん入にゆうの大原則に従したがうことにしたのである。

　すなわち。

　侵入するならあくまで極きよく力りよく隠おん密みつ裏りに。それがだめなら現場を極力混乱させる。

　この方法を使うため、顔の知られている可能性のあるジェイドには、顔を隠かくしてもらったのだ。

　あたしたち五人とおっちゃん一人とは、同じようなことを何度かくり返し、やがて建物の外に出る。

「急いそいで離はなれましょ！」

　おっちゃんの背せ中なかを急せかせ、あたしたち一行は、一いち路ろ、北の塔を目ざして進んだ。

　ちなみに北の塔の方向は、無む言ごんのまま、ジェイドがこっそり指さしていたりする。

　が──いくらもいかぬうち。

「貴き様さまら！」

　一行のゆく手を阻はばみ、現れ出る黒い影かげ。

　言うまでもない。さきほど屋根の上に現れた魔族である。

「よくもコケに──」

　しかしこんな馬鹿、あたしが呪文を唱えるまでもない。

　あたしはまっすぐ魔族を指さし、ただひと声、大きな声で──

「くせものよっ！」

「なにぃぃぃっ!?」

「どこだどこだ!?」

「いたぞ！　こっちだ！」

「面めん妖ようなっ！」

　あたしの叫さけびに、とたんにどかどか、兵士たちが集まって来る。

「矢を持て！」

「いや！　こいつ魔族だ！　宮きゆう廷てい魔ま道どう士しを！」

「……な……ちょ……待てっ……！」

　利用しようとしていた兵士たちに刃やいばを向けられ、うろたえて──

『螺フエ光ル衝ザ霊レー弾ド！』

「がぅっ!?」

　こちらから注意がそれたその瞬間、ルークとミリーナ、二人が同時に放はなった一撃を受け、いともあっさり滅ほろび去さる。

　ふっ。三流。

「まだ一匹、建物の上に！　急いで！」

「わかった！」

　あたしのでまかせをあっさり信じ、そちらに駆かけてゆく兵士たち。

「さ！　あたしたちはこっちへ！」

　一同をうながし、ふたたび進しん路ろを北へ。

　あたりに兵士たちの目が、なくなったことをたしかめてから──

「とうっ。」

「はうっ。」

　手しゆ刀とう一発、おっちゃんのうしろあたまにたたき込み、その場に昏こん倒とうさせてから、

「北の塔とうよ！　先を急ぎましょ！」

「……お前……ヒドいぞそれは……」

　ガウリイのツッコミはとりあえず無む視し！

　ダッシュで塔の方へと向かう。

　塔、といっても、独どく立りつした塔だけぽつんと建たっているわけではない。宮きゆう殿でんからまっすぐ伸のびた通路が、四角く長い建物につながり、その建物の端はしから生はえるように、丸い塔が建っているのだ。

　兵士たちの大半は、宿しゆく泊はく棟とうに出向いたらしく、あたりに警けい備びの兵の姿は見えない。

　ある程度まで近づいたその時──

「何だ!?　何が起こった!?」

　開あけ放はなたれた扉とびらの一つから、ひげづらの初しよ老ろうの男が顔を出す。

「曲者です！　宿泊棟の方に！」

「曲者だと!?　何者だそれは!?」

　男の問いにあたしが答えるより早く。

　一気にスパートをかけたジェイドが、男に飛びかかり、押おし倒たおす！

「うぐわっ!?　何を……!?」

「……曲者は……」

　ジェイドは言った。自分の顔の半なかばを覆おおったマスクをはぎ取り。

「こういう者ですよ。アルス将しよう軍ぐん」




「──ジェイド──!?」

　男はジェイドの顔を見るなり、驚きよう愕がくの呻うめきを漏もらす。

　こいつが──シェーラを取り立てた、ある意味元げん凶きようのアルス将軍!?

「お聞きしたいことがあります。山ほど」

　言って彼は一瞬、口をつぐんだ。

　たしかに、いくらでも問とい質ただしたいことはあるだろう。シェーラのこと、父親の死の真相、そしてこの国が今、どうなっているのか──

「しかし今は一つだけ──

　あの女──シェーラは今、どこにいます？」

　……ふ……

　アルスは小さく息を吐はき、

「……あの女か……」

　疲つかれたような口くち調ようで言って──

「はっ！」

　一瞬の油断を見せたジェイドをはねのけ、一気に起きあがる。

「答えを知りたくば──」

　ずらりっ、と、腰こしの剣を引き抜いて

「戦って、わしに勝ってみせろ！」

「応おう！」

　こたえて剣を引き抜くジェイド。

「みなさんは手を出さないでください！」

　言い放つなり、一気に地を蹴けり、斬きり込んでゆく！

　がぎぃんっ！

　剣と剣とがぶつかって、小さな紅あかい火花を散らす。

　ジェイドの斬ざん撃げきを剣で受け、アルスは一歩退しりぞくと、剣を払いつつ横よこ薙なぎに斬りつける。

　それを受け止め、切り返すジェイド。

　真まっ向こうからの、騎き士し剣法同士の戦いである。力と力、刃やいばと刃がぶつかりあい、さらに二合、三合、剣と剣が閃ひらめいて──

　双そう方ほうの、大上段からの一撃が宙ちゆうを裂さく。

　そして──

「……っ！」

　がっくりと膝ひざをついたのは、アルス将軍の方だった。

　ジェイドの一撃は、アルスの右肩からまっすぐ下を、浅くではあるが斬っていた。

　アルスが弱かった、というわけではない。まあ、そう強くもなかったが──ジェイドは、あきらかに強かった。

「……さすが……グランシス将軍のご子し息そく、ということか……わしの腕ではやはり届とどかぬか……」

「いまさら父におべっか、ですか!?　父を謀ぼう殺さつしておいて!?」

　ジェイドの決めつけに、アルスは力なく左右に首を振ふり──

「それは──」

　言いかけたことばを、ふたたび首を左右に振って飲み込んで、

「……いや……何を言われたとて仕し方かたないことか……あの女を陛へい下かに紹しよう介かいし……この国を腐くさらせたのは……間ま違ちがいなくこのわしなのだから……」

「まるで、父の死に自分は関係ない、とでもおっしゃりたげですね」

「……信じろ、とは言わん。疑うたがうのももっともだ……

　父上と私は、決して仲なかが良かったとは言えんからな……

　──わしは、ウェルズ陛下を敬けい愛あいしている。

　それだけは偽いつわることなき真実だ。

　敬愛しているおかたに喜よろこんでもらうこと──それを悪いことだと、わしは思わん」

　アルスは言う。ウェルズ陛下、というのは、ほかでもない、現国王のウェルズ＝ゼノ＝ガイリアのことだろう。

「……しかし中にはそれを、ご機き嫌げん伺うかがい、たいこもちの真ま似ね、と、そしる者もいることも事実……グランシス将軍もその一人であったからな……

　わしがシェーラを陛下にお引き合わせしたのも……とびきりの逸いつ材ざいを手にしたことをお喜よろこび頂いただきたかったがゆえ……

　しかし……それでは終わらなかった……

　それ以降、あの女がどうやって陛下に近づいたのか……正しよう直じき言ってわしもよくは知らん……気がつくと……陛下のそばには常つねにあの女がいるようになった……

　しかしわしは、それでよいと思った。

　それで陛下がご満まん足ぞくなら──

　そしてあの日も……『シェーラの要よう望ぼう』で、城しろに貴き殿でんのお父上が呼び出され──

　何日も経たたぬうち……お父上の病死の報ほうが流れた……」

「………………」

　ジェイドはただ、剣を構かまえたそのままで、じっと話を聞いている。

「……その頃から……わしは思いはじめたのだ……

　わしは……間違っていたのでは──」

　その時。

「将軍！」

「アルス将軍！」

　アルスのことばを遮さえぎって、建物の中からどかどかとやって来る、一団の兵士たち。

　──なるほど！　兵士が来るまでの時間かせぎの長話か!?

「──この……」

　兵士たち一同の刃が一いつ斉せいにこちらを向き──

「待ていっ！」

　その動きに待ったをかけたのは──ほかでもない、アルス将軍だった。

「……曲者は……外だ……別の扉から外に出た……わしのことはかまわん……行け……」

『──!?──』

　あたしたちも。そして兵士も。

　意外なそのひとことに、思わず一瞬絶ぜつ句くした。

「……し……しかし将軍!?」

「行け！」

　とまどう兵士に、ふたたびアルスの叱しつ咤たが飛ぶ。

　とはいえむろん兵士たちが、それで納なつ得とくするわけはない。兵士の中にはジェイドの顔を知っている者もいるだろう。現在町を追つい放ほうになったはずのそのジェイドが、ケガをしているアルスに向かって、血のついた剣をつきつけたまま立っているのだ。

　これで、アルスの言うことを素す直なおに信じる方がどうかしている。

「これは──命令だ！」

「………………」

　命令、のひとことに、さすがに兵士たちは沈ちん黙もくし、顔を見合わせ──

「……わ……わかりました……しかしその傷きず……」

「かまわんと言っている。わしはまだこの者たちに話がある。行け」

　兵士たちは、またまたしばし沈ちん黙もくし、

「……わかりました。その──ご無ぶ事じで」

　どう言えばよいのか、わからなかったのだろう。やや間まの抜ぬけたひとことを残し、兵士たちはきびすを返し、アルスの指示通り、別の方へと向かって行った。

「……何な故ぜ──？」

「……言った通り……話が……途とち中ゆうだったからな……」

　その兵士たちの後ろ姿を見送ってから、ジェイドの尋たずねたことばに、アルス将軍は、自じち嘲ようの笑えみを浮かべながらそう答えた。

「……わしは後こう悔かいしはじめていた……たしか、話はそのあたりからだったな……

　陛へい下かがお喜びくださるならそれでいい……それまではそう思っていた……しかし、たとえ陛下をご不ふ快かいな気分にさせたとしても、駄だ目めな時には駄目だと申し上げることも……必要ではなかったか、とな……」

「………………」

　ジェイドは構えていた剣を、ぱちんっ、と鞘さやにおさめ、こちらにちらりと目をやって、

「──どなたか──

　回かい復ふく呪じゆ文もんの使えるかた、彼の傷きずを治なおしてあげてもらえませんか？」

「……けっ……ずいぶんなお人よしだぜ。あんた。

　あっさり言うこと信じちまって……」

　あきれたように言うルークのそばからミリーナが離はなれ、アルスに治リカ癒バリイの呪じゆ文もんを唱となえる。

「……まあ人間、他人の言うこと信じられなくっちゃあおしまいだよな……」

　今度はやや気まずげにつぶやくルーク。

　アルスの傷が、ゆっくりとではあるが、確かく実じつに治なおってゆく。

「……すまん……」

　アルスは誰だれにともなくそう言うと、話の先を続けた。

「……そして過か日じつ……陛下はわしをお呼びになって、こう申もうされた……

　お前の名で、ジェイド殿どの、貴公と兄上の追放令を出せ、と。

　陛下のその傍かたわらには、やはりあの女──シェーラがいた……

　その時──気づいたのだよ……

　今、この国を動かしているのはあの女だと……

　この国には、もはや腑ふ抜ぬけしか残っておらんと。

　そして……わし自身も、その腑抜けの一人だったのだと……

　遅おそすぎたがな……気づくのが……」

　はう……

　アルスは小さくため息をつき、

「ジェイド殿、わしの話、信じられぬならそれでも仕方ない。

　わしを斬きりたくば斬ってくれ。

　そのかわり──と言うのはおこがましいが、頼たのみが一つだけある。

　あの女は、今も陛下とともにいる。

　あの女をどうするつもりかは、あえて聞かんが──頼む。陛下にだけは、害がいを為なさんでくれ──」

「──もとより──」

　ジェイドはこっくりうなずいて、

「私もまた、ウェルズ陛下を敬愛していますから──

　それともう一つ。

　あなたのおっしゃっていることが真実なのか虚きよ偽ぎなのか、今の私にはわかりかねます。

　だからこそ──

　あなたを今ここで裁さばく権利は私にはない」

「……そうか……」

　小さく息を吐はく将軍のそばから、無言のままでミリーナが立ち上がる。もともと深くもなかったアルスの傷は、いまやほとんど塞ふさがっていた。あとはほうっておいても治るだろう。

「……話が長くなったな……

　あの女──シェーラは今、陛下とともに、宮殿北の、陛下の執しつ務む室しつにいる──」

「──わかりました──」

「……あの女は得え体たいが知れん……気をつけられよ……」

「行ってまいります」

　ジェイドは騎き士し式の礼をアルスに送ると、くるりとその場にきびすを返し、廊下の奥へと駆かけてゆく。

　そのあとに続くあたしたち四人。

　──ふとふり向いて見てみると──

　アルス将軍は、その場にしゃがんだまま、走り行くあたしたちの姿をいつまでも、いつまでも見つめていた──




　外が騒さわぎになっているせいか、宮きゆう殿でんの建物内部には、ほとんど兵士たちの姿はなかった。

　まるで思い出したかのように、たまに出会う兵士たちも、あるいはガウリイの当あて身みで倒たおれ、あるいはあたしやミリーナの放はなつ眠スリりーのピン術グで、いともあっさり眠ねむりこける。

　一行は、庭を縦じゆう断だんする渡わたり廊下を駆け抜けて、さしたる障しよう害がいもないままに、あっさり宮殿へと到とう着ちやくした。

　シェーラが王といっしょにいる、ということは、たとえ外が少々の騒さわぎになっていても、王の親しん衛えい隊たいは、まさか国王のそばを離はなれるわけもない。

　となれば、そこそこの数の兵士たちと出くわすはず。

　そう思っていたのだが──

　──!?

　宮殿に踏み入ったその刹せつ那な。

　あたしたち一行は、同時にその場で足を止めていた。

　そこは、ちょっとしたホールのようになっていた。

　むろんメインのホールではなく、兵士とか使用人とかの、ちょっとした人数が集合するためなどに使われているのだろう。

　人の姿はどこにもない。

　しかし──あからさまに、そこにはある気け配はいが満みちていた。

　すなわち、障しよ気うきが。

「……また『結界』って奴やつですか」

『そういうことだ』

　ジェイドのつぶやきに答えたのは──かつて、聞いたことのある声だった。

「レビフォア!?」

　いつか『シャーマン』といっしょに襲おそってきた、ギョロ目魔族の名を呼んで、あたりを見回してみるが、その姿はどこにも見当たらない。

『……貴様らに、この城の兵士たち──普ふ通つうの人間をけしかけて高みの見物、という予定だったのだがな……

　どうやらうまくいかなかったようなのでな……』

「ま、人間の心理読んだり操あやつったりするのは、さすがにあんたたちよりあたしの方に分ぶがあった、ってことね」

『ああ、そのようだな……』

　レビフォアは、あたしの挑ちよう発はつをいともあっさり受け流し、

『となれば……人間どもがあちこちをうろうろしていても、お互たがい邪じや魔まなだけだろう？

　だからこうして、舞ぶ台たいをあつらえてやったのさ』

　言うと同時に、ばたんっ！　と、ロビー向かいの扉とびらが音を立て、開く。

　こっちへ来い──と、いうことなのだろうが──

「はっ！　笑わせてくれるわね！」

　どこにいるのかわからないレビフォアに向かって、あたしは大きく胸をそらして、

「あたしたちが狙ねらってるのはシェーラだけ！　はっきし言って、あんたみたいなザコなんてどーでもいーのよ！　わざわざザコを相手にするのに、ンな、ワナがあるってモロわかりのところに出かけるわけがないでしょーが！」

「……あの……リナさん……」

　勝ちほこって言うあたしに向かって、ジェイドはこっそりと、

「……どっちみち……執しつ務む室しつに行くには、あそこ通らなきゃならないんですけど……」

「……………………」

　えーと……

「シェーラと戦うその前に、レビフォアたちを倒して後こう顧この憂うれいをなくしてから、万ばん全ぜんの体たい勢せいで臨いどむ！　やっぱしこれねっ！」

「……けどこれってつまり、ほかに選せん択たく肢しがない、ってことなんじゃあ……」

「やかましーわよガウリイ。

　とにかくみんな、油断はしないでね」

　そしてあたしたちは歩あゆみ出す。

　向かいの扉──魔ま族ぞくたちの待つ戦いの場へと。




　戦いの準備は整ととのっていた。

　ガウリイの持つ、吸きゆ魔うまの剣（勝手にあたしがそう名付けた）には、黒ダー狼ク・刃クロウの術がかけてある。これで魔族にもそれなりのダメージは与あたえられるはず。

　廊下を行き、道が分わかれるそのたびに、どこからともなくレビフォアの声が、右だ左だと指さし図ずする。

「……どうやら……謁えつ見けんの間まに向かっているようです」

　その指示に従したがって歩きながらジェイドがつぶやく。

「シェーラのいる執務室──ってのは？」

「私は直接行ったことはありませんが……父が以前に話していたことからして、謁見の間の奥から行くようになっているようです」

「……なるほど……」

　うなずいてあたしは口をつぐんだ。

　となればおそらく、レビフォアたちがしかけてくるのは──謁見の間。

　それからさらにしばらく歩くうち、あたしたちはやがて、一枚の扉の前にたどり着いていた。

「……謁見の間です」

　言って扉に手をかけるジェイドに、肩を押さえて待ったをかけて、あたしはガウリイを目で指した。

　彼は小さくうなずくと、剣を引き抜く。

「……開けるぞ」

　言ったその刹せつ那な──

　扉の向こうで殺さつ気きがはじけた。

　ガウリイの剣が閃ひらめく。

　いくつにも斬きられた扉が地に落ちる。

　扉の向こうに見えたのは、蠢うごめくいくつもの黒い影かげと、こちらに向かう無数の光条ひかり！

『虚ヴー霊ム障・エ界オン！』

　瞬しゆん間かん、ルークとミリーナが張はった対魔法結界が、あたしたち一同五人を包み込む！

　[image: ]ぁばばばばばばばばばうっ！

　無数の光条が結界に当たって砕くだけ、光と化して宙に散る。

　第一波の攻撃を、結界が受けきったその瞬間。

　結界から、あたしは一歩足を踏み出し、唱となえておいた術を解とき放はなつ！

「青ブラ魔ム・烈ブ弾レイ破ザー！」

　増ブー幅ストをかけておいた一撃は、影のいくつかを薙なぎ飛ばした。

『おおおおおおおおっ！』

　同時に雄お叫たけびを上げながら、左右から斬り込むガウリイとジェイド。

　ルークとミリーナも結界を解き、次の呪じゆ文もんを唱えつつ、扉の中へと走り込む。

　高い天てん井じよう。広い空間。

　まっすぐ伸びた赤いじゅうたんのその先には、今は無人の玉ぎよ座くざが一つ。

　じゅうたんの左右には、立ち並ならぶ大だい理り石せきの柱はしら。

　その空間の中にいる、黒い影の数、ざっと見たところ二、三十。

　見たところ、どいつもこいつも『シャーマン』や『ヒドラ』と似にたよーなイメージの姿をしている。黒い全身。意味不明の面めん妖ような模も様よう。

　頭の形が違ちがったり、手足の形が違ったり、中には武ぶ器きを持っていたりする奴やつもいるが、この場にひしめいているのはこいつらばかり。

　すくなくともざっと見たところ、レビフォアの姿はない。ひょっとしたら、『シャーマン』くらいは中に混まじっているかもしれないが、この状況でいちいち探していられるわけもない。

　ちょいと油断をしていると、あちらこちらから炎ほのおや氷の矢や槍やりが、好きほうだいに飛んでくる。

　必死でそれらをかいくぐり、呪文を唱え、解き放つ。

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　どぅむっ！

　放はなった呪文が数体の黒い姿を包つつみ込み、あとには塵ちりも残さない。

　あまりまわりを見ていられる状況ではないのだが、ほかのみんなも、どうやら善ぜん戦せんしているようである。

　──というかこの連中、純じゆん魔ま族ぞくにしてはそれほど強くない──どころか、はっきし言って弱よわい。

　おそらくは、レッサー・デーモンかブラス・デーモン級の力しかないのではないだろうか。

　これなら──行けるかっ!?

　思った刹せつ那な。

　後ろに気配が生まれた。

「!?」

　ふり向くいとますら惜おしみ、あたしはとっさに横に跳とぶ。

　ほとんど同時に、背中からマントを貫つらぬいて、光が脇わきを行き、過すぎる。
















「……ずいぶんいいカンをしているな……」

　聞こえた声に、黒い魔族たちの動きが止まる。

　ふり向いたそこには──レビフォアをはじめとする影かげ四つ。

　レビフォアと『シャーマン』、そしてあたしの知らない魔族が二体。

　一匹は、半はん透とう明めいでのっぺらぼうの大男。そしてもう一匹は、両肩から二本ずつの触しよく手しゆが生はえた苔こけ色いろの奴やつで、こちらは顔には目玉がひとつあるだけ。

　レビフォアは、あたりをざっと見回して、

「……こいつらだけで貴様らを仕し留とめられるとは思っていなかったが……この短時間でこれだけ数を減へらされるとは……」

　たしかに、あたしたちの攻勢で、黒い魔族たちの半分──とは言わないが、三分の一ほどがすでに倒たおれている。

「やはりもとの資し質しつの差が大きいか……となると使えぬな……」

　わけのわからんひとりごとをほざいてから、視線をあたしの方へと向ける。

「しばらくぶりだな……この前は、あのリナ＝インバースとは知らず、油断して後れを取った……

　その礼はさせてもらうぞ……」

「そーんなに気をつかわなくてもいーのに。あんまり律りち儀ぎすぎると、いい人生送れないわよ」

　レビフォアのことばに軽口を返しつつ、あたしはじりじりと場所を移動する。

　ほかの四人も、黒い魔族たちやレビフォアたちの動きに気を配くばりながらつ、すこしでも有利な場所へ、と少しずつ動いている。

　その動きに気づいているのかいないのか、レビフォアたちは微び動どうだにしない。

「おれも……男どもには借りがあるからな……」

　苔色の魔族が言う。

「借りがある、とかって言ってるぞ。あいつ。

　何者だ？」

「だからっ！　この前宿屋で襲おそってきただろーが！」

　ガウリイの問いに答えるルーク。

　なるほど。宿でガウリイたちに襲しゆう撃げきをかけてきた二匹のうちの、生き残りか。

「──まあもっとも、くそえらそーに名乗ったわりには、相あい棒ぼう倒たおされて泣ないて帰った野郎だから、印いん象しよう薄うすいのも仕方ねーか!?

　そーいや名前なんてったか!?」

「リカギスだ」

　ルークの挑ちよう発はつに、しかし動じた気配も見せずに答える魔族。

「ベイズ、貴様も何か言ってやれ」

「……………………」

　レビフォアのことばに、のっぺら巨人がわずかに顔を動かすが、結局何も言わぬまま。

　──むろんこの間、あたしは、スキあらば呪文をたたっ込もうと、相手をうかがっているのだが、いろいろ話をしながらも、レビフォアたちの意識は常つねに、あたしたちの方に向けられている。

「ふむ……あいさつはなしか……

　──そう言えば──」

　レビフォアは、さもいきなり思い出したかのように、しらじらしいしぐさで『シャーマン』の方を向き、

「お前はあの連中に、ちゃんと自じ己こ紹しよう介かいをしたのか？」

「……自コ……ショウかい……？」

　言われて首をかしげる『シャーマン』。

「ああ。自分の名前を奴らに教おしえたのか、と聞いているんだ」

「……教えテ……イナい……必要……ナイ……」

　レビフォアの両りよ目うめが、すいっ、と細くなる。

　まるで、何かを面おも白しろがっているかのように。

「かまわん。教えてやれ。お前の名前を」

「……名……マエ……」

『シャーマン』は言った。

　たどたどしい口くち調ようで。

「……ワたしノ……名まエ……ぐらんシす……こーどうぇる……」

　──!?──

　──一瞬──

　あたりの空気が凍こおりついた。

　グランシス……コードウェル!?

　それって……

「ふざけるな！」

　その沈ちん黙もくを破ってジェイドが声を上げる。

「それは……私ヽのヽ父ヽのヽ名ヽだヽ！」

「ああ。知っている」

　レビフォアが言う。からかうように。

「だから──そうなのだよ。

　彼は間ま違ちがいなく、そのグランシス＝コードウェルだ」

「戯ざれ言ごとを！　それのどこが私の父だと!?　第一私の父はすでに……」

「病死している、か？

　ではその死体を見た者はいるのか？

　謀ぼう殺さつを病死として発表することはよくあるらしいが……なら、行ゆく方え不ふ明めいを病死と発表することがあってもおかしくはあるまい」

「だからと言って……！」

「レッサー・デーモンを知っているだろう」

　ジェイドのことばを遮さえぎり、レビフォアの声が響ひびく。

「あれは、小動物などの、自じ我がの弱い生き物に、精アス神トラ世ル界・サ面イドから下級のデーモンが憑ひよ依ういし、肉体を変質させて生まれ出る」

「何の話だ!?」

「そしてシェーラ様は、面おも白しろい剣をお持ちだ」

　──あ！

「魔剣ドゥールゴーファ。

　妖よう刀とうにして魔族たるもの。

　人に憑ひよ依ういして心を蝕むしばみ、肉体を変質させて強グレ力ートな・魔デー物モンと化かす剣。

　ならば──

　ドゥールゴーファを人に憑つかせ、自我を破壊してから憑依を解かせる。

　これでまず、自我の破壊された人間のできあがり、だ。

　そのあとに精アス神トラ世ル界・サ面イドから呼び出した下級魔族を憑依させればどうなるか？

　答えがこれ。

　少々珍めずらしい下級デーモンのできあがり、というわけなのだよ」

「……何を……言っているんだ貴様!?」

　ふるえる声を上げるジェイド。

　たしかに──かつてドゥールゴーファの力を、実際に目にした者でもないかぎり、そんな話をいきなり信じろ、というのは無理な話だろう。

　しかし──

　おそらく事実なのだろう。今、レビフォアが言ったことは。

『シャーマン』が純魔族でないなら──自分の足を使って移動するしかないのなら、最初の頃の襲撃と襲撃のタイム・ラグも説明がつく。

　彼はいちいち指示を仰あおぎに、この町に帰っていたのだ。

　そして、実力と言げん動どうのギャップも、それならわかる話である。

　この場にいる、ほかの影かげたちが、レッサー・デーモンかブラス・デーモン並の力でしかないことも。

　……となると、アルス将軍は、やはり彼自身が言っていた通り、単なる仲ちゆう介かい役やくということか。シェーラが彼に、そのあたりで協力をあおぐ必要性は全まつたくないのだから。

「………もっともこの方法は、多少の問題点も抱かかえている。

　魔力は別として、運動能力は、もとの人間の資質に大きく左右される。

　──強いとは思わなかっただろう？

　この謁えつ見けんの間まにいたこいつらのことを」

「──ということは──」

　あたしはちらり、と視線をそらし、部屋にひしめく黒い影たちに目をやる。

「そう。

　計画の障しよう害がいとなる、この国の文ぶん官かんや貴き族ぞくたち──

　何人が『病死』と発表されたかな？

　どうやらほとんどの連中は、体を動かすのは、あまり得とく意いではなかったようだな」

「噓うそだ！」

　叫ぶジェイド。

「本当だ」

　冷れい徹てつに答えるレビフォア。

「噓と思うなら試ためしてみろ。父親と剣の稽けい古こをしたことくらいはあるだろう？

　太た刀ち筋すじは覚おぼえているか？

　──グランシス、そいつの相手をしてやれ。かるく、だぞ」

　言われて『シャーマン』は、ゆらり、と一歩前に出る。

　手にひとふりの剣をぶら下げて。

「うおおおおおおっ！」

　ジェイドが疾はしる。『シャーマン』に向かって。

　ぎんっ！

　ジェイドのくり出した最初の斬ざん撃げきは、いともあっさり剣で受けられる。

　まるで、そう来ることを予想されてでもいたかのように。

「こ……このっ！　このっ！　このっ！」

　次々くり出すジェイドの剣を、『シャーマン』は、あっさりとかわし、受け流す。

　そして──

　ひゅぎっ！

　スキを見て『シャーマン』がくり出した斬撃を、ジェイドの剣が受け止めた。

　ジェイドは大きく後ろに退すさり──

「……噓だ……」

　小さくつぶやく。ふるえる声で。

「噓だ！」

「本当にそう思うか？」

　レビフォアの問いに、彼は一瞬ことばを詰まらせ、

「……噓だ……！　けど……

　けどなんで……!?」

「太刀筋が同じなのか──だろ？

　わかっているのだろう？　答えは？

　グランシスは、お前の太刀筋を知っているからだ。

　何度もいっしょに稽古したのだろうからな」

「う……」

　ジェイドはしばし沈黙し、拳こぶしをふるわせ──

　レビフォアを、ぎっ！　とにらみつけ、

「戻もどせ！　父を！　人間に！」

「それは無理な相談だ」

　ジェイドの血を吐はくような叫びを、しかしレビフォアはあっさりと受け流す。

「もし仮かりに、人間に戻すことができたとしても、それは自我の壊こわれた廃はい人じんが一人、できあがるだけだ」

「噓だ！」

「本当だ。

　もしかりに、『グランシス』の自我に、壊れず残った部分があるならば、お前の兄──自分の息むす子こを、自分の手で殺したりすると思うか？」

「──!?」

　今度こそ。

　レビフォアのことばにジェイドは硬こう直ちよくした。

　──そうなのだ──

『シャーマン』……いや、『グランシス』は、ジェイドのお兄さんとおぼしき人物を殺しているのだ。

「つまりは──そういうことだ。くくくくくく」

　さも楽しそうにそう言うと、レビフォアは小さな笑みを漏もらした。

　──食っているのだ──

　ジェイドの絶ぜつ望ぼうを。

　彼ら魔族の糧かてとなるのは、生きとし生けるものたちが生む、負ふの感情──

「……で……？」

　ジェイドにかわり、今度はあたしが問いかける。

「あんたらは何をたくらんでるわけ？　国に入り込み、権力を握にぎり、人を魔に変え……

　前に魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴがこれと似にたことをやった時──

　あれは、カタートの魔族に戦いを挑いどむためだったわ。

　なら今は？

　人間と全面戦争でもはじめるつもり？」

「答える必要はないと思うが、な……」

　笑みを含ふくんで答えるレビフォア。

「しょせん我われ々われがやるべきことは一つ──

　すなわち、殺し合いだ。

　ならばさっさとはじめようではないか」

　ジェイドの心をさんざんゆさぶっておいてから、『さっさと』もくそもないもんである。

「……そうだな……」

　しかしそのレビフォアのことばに同意したのは、ほかでもない、ジェイドだった。

「………父を助たすけるには……それしかない、ということだな……」

　言って、ちゃきっ！　と剣の切きっ先さきを『グランシス』に向ける。

「なら……はじめようか」

　それが──

　戦いの合あい図ずになった。




　ジェイドが地を蹴ける。

　そして同時に『グランシス』も。

　魔族三体が散開し、同時にあたりの黒い影かげ──『デーモン』と化した者たちが、攻撃の体勢に入る。

「螺フエ光ル衝ザ霊レー弾ド！」

「塵アツシ化ヤーデ滅イスト！」

　呪じゆ文もんをすでに唱となえておいたか、ルークとミリーナの放つ術が、『デーモン』たちを薙ぎ散らす。

「おおおおっ！」

　ぎんっ！

　ジェイドの剣が『グランシス』にはじかれ、返す刀での斬撃を、ジェイドはようやく受け、かわす。

『グランシス』には多少の余よ裕ゆうが見えるのに対し、ジェイドの方にはそれがない。技術の面でも、精神の面でも。

　ジェイドの剣には迷まよいがある。これで勝てようはずはない。

　さらに一回、二回剣を合わせ──

　一瞬、ジェイドにスキが生まれた。

　迷わずそこに、一撃をたたき込む『グランシス』！

　そして──

　ぎぅんっ！

　ジェイドの体に届とどくその寸前。

　一撃を止めたのはガウリイの剣だった。

　一歩退さがって間合いを取る『グランシス』。

「──手助けは無用です！」

「……あのなあ……」

　ガウリイは、剣は『グランシス』の方に向けたまま、ジェイドに困こまったような顔を向け、

「あんた……差さし違ちがえるつもりで戦ってるだろ。

　気持ちはわからんでもないが、そーいう戦い方をしてるのを『黙だまって見てろ』なんて言われても、そいつはできないからな。いくらなんでも」

　ガウリイも──そして、ジェイドも知っているのだろう。

　ジェイドでは、『グランシス』には届かない、ということを。

　たしかにジェイドは強い。強いが、それは、常識内での強さである。

　しかしガウリイや『グランシス』の強さは、はっきし言って、その常識を越こえている。

「……こうなったら……父を……救すくうには倒すしかない……」

　ジェイドはつぶやく。ふるえる拳をにぎりしめ。

「……私が……父を救いたい………それが息むす子ことしての務つとめだから……

　……だけど……今の私では父には届かない……」

　血を吐はくようにそう言って、ジェイドは、ガウリイに小さな会えし釈やくを送る。

「父を……お願いします……」

「──ああ──わかった──

　……と、いうことで、だ」

　ガウリイは剣を構える。『グランシス』に向かって。

「あんたの相手はオレってことになった。

　行くぜ」

　そして──

　ガウリイと『グランシス』、二人の剣が火花を散らす。




「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　あたしの放った光の槍やりを、レビフォアは、あっさり横に跳とんでかわす。

　だがその刹せつ那な。

「ブレイク！」

　ぱちんっ！

　ばしゅっ！

　指を鳴らした瞬間に、レビフォアのま近で光がはじけた！

　呪文に多少のアレンジを加え、こういうことができるように、ちょっと細さい工くをしたのである。

「ちっ!?」

　たいしたダメージはないにしろ、湯か冷水を浴あびせられた程度のダメージはあっただろう。呻うめいて小さくよろめく魔族。

　そこにあたしは、剣を引き抜き、口の中で呪文を唱えつつダッシュをかける。

「何度も同じ手を……！」

　右手に持った剣でひと突き。

「食うかっ！」

　しかしレビフォアは後ろに退さがり、ぎりぎりでその切っ先をかわす。

　そこに、さらに一歩踏み込んで、あたしは左手をかざす！

　レビフォアの頭に向かって。

　呪文は唱え終わっている！

　が。

「甘あまい！」

　言ったレビフォアの体が沈む。一撃をかいくぐり、反撃するつもりか！

　しかし──

「烈エルメ閃キア・咆フレイム！」

　魔法がいつも、手のひらの先に出現するとは限らない！　呪文にアレンジ加えた一発は、レビフォアの目の前──あたしのお腹なかの前に出現する！

「!?」

　そして光は、レビフォアの頭をまともに直撃した！




　ひゅんっっ！

　風かぜ裂さく音を立てながら、苔色の触手が四つの方向からルークを襲う。

　わずかずつ、タイミングをずらして放たれた四よん連れん撃げきを、後ろに跳とびつつ、あるいはかわし、あるいは剣でうち払はらい、ルークはなんとかしのぎ切る。

　そして──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　どぅむっ！

　ルークの声に応こたえて、黒い何かが苔色の魔族、リカギスの全身を包み込む。

　しかし、次の瞬間。

　ばぢゅっ！

　濡ぬれた風船が破れるような音を立て、黒い空間が砕くだけ散る！

　リカギスが、魔力の力ちから押おしで、黒ブラス妖ト・ア陣ツシユを破ったのだ。

「──なっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるルークに迫るリカギス。

　あわててルークは次の呪文を唱えつつ、後ろに退り──

　そこを狙って『デーモン』たちからの炎ほのおの矢が、見みさ境かいなしにふりそそぐ！

「ちぃっ！」

　なんとかこれはかわしたものの、まともにルークは体勢を崩くずしていた。

　リカギスの触手が唸うなる。

　そして、苔色の触手は首を薙ないでいた。




『デーモン』たちの放つ魔力の矢が、ミリーナ目がけて宙を飛ぶ。

　なんとか身をかわしたミリーナに向かって『デーモン』たちはふたたび狙いをつけて──

　刹那、『デーモン』たちの一体が、苦く鳴めいを上げて倒たおれ伏ふす。

　横からかけつけたジェイドの剣に一撃されたのだ。

『デーモン』たちの関かん心しんが、ミリーナからジェイドへと移る。

　しかしとはいえミリーナが、ノーマークになったわけではなかった。

　圧あつ倒とう的てきなパワーをもって、巨大な腕が宙を薙ぐ。

　うぉんっ！

　風の唸うねりさえ伴ともなった、半はん透とう明めいの巨体の魔族──ベイズの腕の大振りを、ミリーナは、大きく後ろに跳んで、あっさりとかわす。

　──いや、かわしたつもりだった。

「!?」

　着地し、刹那の間を置いて、彼女はあわてて大きく身をそらす。

　その鼻先、まさにぎりぎりのところを、巨大な腕が左右に通り過ぎた。

　間合いを読み損そこなった!?

　半透明、と言ってもいろいろあるが、ベイズの体は、ほとんどクラゲに近いほどの半透明である。これはたしかに間合いが読みづらい。

　ミリーナは、さらに後ろに跳んで間合いを取り──

　一歩横に動いてから、ベイズを狙ねらって、唱えた呪文を解とき放はなつ。

「螺フエ光ル衝ザ霊レー弾ド！」

　しかしベイズは、巨きよ体たいに似合わぬ軽いフットワークで、いともあっさりと一撃をかわした。

　外れたミリーナの呪文は、そのまま飛びゆき、ベイズの向こうにいた『デーモン』の一体を直撃！

　そしてふたたび。

　ミリーナとベイズは対たい峙じする。




　ぎぎぎぎぎぅんっ！

　剣と剣とのぶつかる音が、絶たえる間もなく続いていた。

　ガウリイのくり出す斬ざん撃げきを『グランシス』の剣が受け、返す『グランシス』の斬撃をガウリイの剣が受けはじく。

　幾いく度ど目めかの火花を散らし、二人は同時に後ろに跳んで間合いを取る。

　そして『グランシス』が地を蹴けった！

　姿勢を低く、ほとんど地を這はうようにダッシュして、すくい上げるような一撃を放つ！

　対してガウリイは上から切り下ろす一撃！　パワーが同じならガウリイの方が有利！

　ぎんっ！

　ふたたび火花が虚こ空くうに舞まう。

　瞬間。

『グランシス』は、左手を剣の柄つかから離はなし、ガウリイの剣の刀身を、左右から指ではさみ込む。

「──なっ!?」

　左手でガウリイの剣の動きを封ふうじてから、右手の剣で、ガウリイの足を狙って横よこ薙なぎの一いつ閃せん！

　地を蹴けり、ま上に跳んでこれをかわすガウリイ。このまま『グランシス』の上にでも着地してやれば、ガウリイの勝ちは決まったようなもんである。

　しかし──

　ガウリイが跳んだその時。『グランシス』が左手をひねる。

　剣ごと。そしてガウリイごと。

　ほとんど人にん間げん業わざではない腕力である。人間じゃないけど。

　普ふ通つうなら、投げられたガウリイはそのまま床ゆかにたたきつけられるところなのだが──

「くっ！」

　なんとか空中で体勢を立て直し、多少バランスを崩くずしながらも、足から床に着地する。

　はっきし言ってこれも人間業ではない。

　ガウリイが体勢を立て直すより早く。

『グランシス』もまた立ち上がる。左手に、依い然ぜんガウリイの剣を摑つかんだまま。

　そして──

　自由になった『グランシス』の右手の剣が、剣を縛いましめられたガウリイに向かってくり出される！




　レビフォアの頭から上は、きれいに失なくなっていた。

　まず一匹！

　思った刹那。

　いやな予感が背中を疾り、あたしはとっさに身をかわす。

　同時に──

　じゃっ！

　一条の光が横を駆かけ抜けた。

　放ったのは──レビフォア！

　まだ生きてるっ!?

「しぶといっ！」

「いいや。受けておらんのだ」

　頭を失くしたレビフォアが答え──

　肩のあたりが変形するとあっさりと頭が再生する！

　──いや──違う。

　レビフォアは言った。受けていない、と。

　ならば考えられるのは一つ。

　レビフォアは、あたしの一撃を受ける直前、変形して自分から頭を失なくし、よけたのだ。

　……め……面めん妖ような奴……

　前に戦ったその時は、不意を突いて退けることができたが……こーゆー変な技わざを持っているとあっては、いくらなんでも戦いづらい。

　倒すには、前と同様、不意を突くしかないのだが、はたしてそれができるかどうか。

　とりあえず──

「魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アイン！」

　あたしは、引き抜いた剣に魔力を込こめる。

「……無む駄だだ……」

　レビフォアのその目が笑みの形にゆがむ。




　リカギスの触手に薙ながれて、首があっさり宙に舞う。

『デーモン』たちの黒い首が。

「邪じや魔まするな！　雑ざ魚こども！」

　リカギスの叱しつ咤たに、『デーモン』たちが、びくんっ！　とふるえる。

　その間にルークはきっちり体勢をたてなおしていた。

　唱えかけていた呪文を中断し、

「へ……どういうつもりか知らねーが、礼は言わねーぜ」

「当然だ……前は逃げ出し、今回は雑魚の力を借かりて勝った、などと思われてはたまらんからな……

　お前はおれだけで殺す……本当は、お前ら全員を、といきたいところだがな……そうでもせんと気がおさまらん……」

「面白ぇ。

　ならやってみやがれ！」

　言って呪文を唱えるルーク。

「むろんだ！」

　吠ほえて床を蹴るリカギス。

　ルークは呪文を唱えつつ後ろに跳ぶ。

　しかし──リカギスの方が早い！

　リカギスは、ルークを触手の間合いにとらえ、四本の触手を同時にしならせる。

　そして──虚こ空くうで、四本の触手が、ほぐれるように分裂し、十数本の細い触手の群むれとなり、包み込むようにルークに向かう！




　ミリーナとベイズの戦いは、完全に硬直しているように見えた。

　互いのくり出す攻撃を、互いにかわし、一撃を放つ。

　ベイズの腕の攻撃にも、ミリーナは、もはや間合いを読み違えることもなくなっていた。

　タネを明かせば簡かん単たん至し極ごく。半透明なベイズの腕は、振り下ろした瞬間、わずかに伸びていたのである。

　一撃目をなんとかかわして、間合いが摑つかめないのは半透明なせいだけだ、と思い込んだら、手痛い二発目を受ける、というしかけである。

　しかしミリーナは、それをあっさり読んで身をかわし、呪文を唱えて解き放つ。

　ベイズも拳こぶしの攻撃に、魔力弾の攻撃を交まじえるが、これもミリーナにかわされる。

　そして──

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　ミリーナの放った一撃は、ベイズにやはりかわされて、その向こうにいた『デーモン』の一体に突き刺さった。




　普通なら、ここで終わっていただろう。

　剣の動きを封じられ、斬きりつけられる──

　しかし、『グランシス』同様、ガウリイも普通の戦士ではない。

　がっ！

『グランシス』の剣が大きくはじかれる。

　ガウリイが、左の拳で、グランシスの剣の腹をぶち叩たたいたのだ。

　同時に蹴りが、『グランシス』の腹にたたき込まれる。

　たまらずガウリイの剣を離し、吹っ飛ぶ『グランシス』。

　そこにダッシュで追つい撃げきをかけるガウリイ。

　きおおおおおっ！

　吹っ飛びながら叫さけぶ『グランシス』。

　出現した魔力の矢が、ガウリイに向かってつき進む！

　さすがにこれはよけられる間合いではないっ！

「剣よ！」

　向かい来る光に向かって、ガウリイが、裂れつ帛ぱくの気合いとともに剣をつき出す！

　剣に込こめられていた黒ダー狼ク・刃クロウの呪文が解放されて、『グランシス』の生んだ光と激げき突とつ、互いに消しよう滅めつする！

　そして──

　ざむっ！

　追撃をかけたガウリイの剣が、『グランシス』の体を貫つらぬいていた。




「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　いくど目かのあたしの呪文に、しかしレビフォアは動揺の色さえ見せず、体の一部を変形させ、自分のどてっ腹に穴を開け、一撃を素す通どおりさせる。

　だが今回はひと味違う！

「ブレイク！」

　素通りさせようとした瞬間、あたしは術をはじけさせる！

　これならかわしようもあるまい！

　だが！

「くふっ！」

　レビフォアは、小ばかにしたような笑えみを浮かべただけだった。

「そう来ることも予よ想そう済ずみだ……油断さえしていなければ、拡かく散さんされて威いり力よくの落ちた一撃など、痛いたくもない！」

　言うレビフォアの腹の穴が、いともあっさり復ふく元げんする。

　ちちぃっ！　読まれてたか！

　不意を突くテは、考えていないわけでもないのだが……これはタイミングがむずかしい。

　今しかけても、失敗する公こう算さんが大きいのだ。

　となれば今は、だましだまし、時間をかせぎ続けるしかない。

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「無駄だ無駄だ！」

　レビフォアが迫る。声に余よ裕ゆうの色をにじませ。

「いくらやっても無駄──」

「螺フエ光ル衝ザ霊レー弾ド！」

　声は、レビフォアの後ろから聞こえた。

　ベイズと対たい峙じするミリーナの放った流れ弾だ丸まが、まっすぐレビフォアへと向かっている。

「──っ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、レビフォアは体を変形させ、自分の胸に大穴を開け、またまた術を素通りさせる。

　──今だっ！

　あたしは動いた。

　左手をレビフォアの顔に向かってかざす。

「──まさかそれで──」

　レビフォアがふたたびふり向く。

「……エルメキア──」

「不意をついたつもりか!?」

　魔族の胸に開いた穴が閉じる。

　そして──

「っがぁぁぁぁっ!?」

　レビフォアの絶ぜつ叫きようが上がった。

　ミリーナの一撃に、レビフォアの注意がこちらからそれた瞬間。

　あたしはタイミングを見み計はからい、右手に持っていた剣をほうり投げたのだ。

　レビフォアが、自分で自分の胸に開けた穴を目がけて。

　ふたたびあたしに──というか、あたしの放とうとしている術に、注意を戻したレビフォアは、おそらくほとんど無意識に、変形し、自分の胸の穴を埋うめ──

　あたしのほうり投げた剣を、自分からくわえ込んだのだ。

　魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アインのかかった剣を。

　そして、そのレビフォアの絶叫と重かさなって──

「──ランス！」

　あたしの呪文が解放された！

　どぅっ！

　一撃は、今度こそ、胸の苦痛に意識をやったレビフォアの頭を消滅させていた。




　刹せつ那な。

　後ろに退さがりつつあったルークはいきなり足を止めた。

　手にした剣をほうり出し、こんどは前に──リカギスに向かって突っ込んでゆく！

「!?」

　間合いを狂わされ、一瞬の動揺を見せるリカギス。

　そして──

「魔ルビー王アイ・剣ブレード！」

　ルークの声が響ひびく。

　次の瞬間には。

　リカギスの、縦たてに二つに断たち割わった体を通り抜け、赫あかい魔力の剣を手にしたルークがそこに立っていた。



















　ベイズの腕が宙を薙なぐ。

　──果たしてこいつは、気がついているのだろうか？

　無言のまま放った、ベイズの魔力弾を、ミリーナはいともあっさりとかわす。

　──やはり、気がついてはいないようである。

　ミリーナの狙ねらいは、自分を倒すことではなく、自分を引きつけつつ、仲間を援えん護ごすることだったのだ、と。

　ミリーナが呪文を放つ時、必ず、ベイズの向こうには、もう一人の敵がいた。

　あるいはそれは『デーモン』であり、ある時は、あたしと戦うレビフォアだった。

　ベイズは気がつかなかった。

　この場にいる、自分以外の魔族はすでに倒されていた、ということに。

　あたしの攻撃呪文の一撃を、その背中に受けるまでは──








　　　四、覇王軍　たくらみ知るは古き竜









「……なんとか……終おわったな……」

「この場は、ね」

　ルークのつぶやきにミリーナが言う。

　そして──

　ジェイドは一人、無む言ごんのままに佇たたずんでいた。

『グランシス』の倒たおれていたあたりに目をやったまま。

　レッサー・デーモンやブラス・デーモンと、存そん在ざいのしかたが同じならば、普ふ通つうの剣でも倒すことができる。魔まり力よくを放はなったあとのガウリイの剣に胸を貫つらぬかれ、『グランシス』は倒れた。

　そしてその肉体は──ほかの魔ま族ぞくや『デーモン』たちと同どう様ように、みるみるうちに崩ほう壊かいし、いまやその跡あとも残のこってはいない。

「……あ……その……」

　どう声をかけていいのかわからずに、言いよどむガウリイに、ジェイドはくるりとふり向いて、頭を下げて、

「……ありがとうございました……」

「………………」

　やはりどう答えればよいのかわからず、ただ黙だまって、ぽりぽり頭を搔かくガウリイ。

　ジェイドは顔を上げ、一同を見回し、

「行きましょう。みなさん」

　迷まよいの消えた表情で、きっぱりとそう言い放つ。

「執しつ務む室しつへ──シェーラのもとへ」




　……ぅぐおぉおおぉぉぉぉぉひぃいいいぃぃぃぃぃ……ごぉぉぉぉぉぅあぁぁ……

「……悲ひ鳴めい……？」

　執務室へと向かう廊ろう下かを行きながら──

　聞こえる異い様ようなその音に、ミリーナは、ぽつりと小さくつぶやいた。

　本来このあたりは、王とその身み近ぢかにいる者しか入れない区く画かくなのだろうが──

　それにしては、あまりといえばあまりにも、陰いん気きな場所ではあった。

　なんの飾かざりもない、岩地むき出しの壁かべ。ところどころに灯ともるランプの明あかり。

　薄うす暗ぐらいその通路に、どこからともなく長い尾おを引く妙みような音が響ひびいているのだ。はっきし言って、ブキミなことこの上ない。

「風の音じゃねーのか？」

　さして興きよう味みもなさそうに言うルーク。

「けどこれ、ほんとに何かの声みたいだよな」

　やはり興味のなさそうな口くち調ようで、ブキミなことをさらりと言うガウリイ。

「……ディルス王の呻うめき……」

「──え？」

　ぽそり、とこぼしたジェイドのつぶやきを、あたしは聞き逃さなかった。

「──あ！　いえ、単なる噂うわさ、という奴やつです」

　あわててぱたぱた手を振ふるジェイド。

「どこにでも伝つたわってる怪かい談だんのひとつ、という奴ですよ。

　なんでも、昔の国王が、魔族の呪のろいで今も生きていて、どこかに閉とじこめられている、とか何とか……」

　その噂なら、あたしも聞いたことがあった。

　今から二十年ほど前。魔族討とう伐ばつに出た、ディルス二世国王は、屍ラウグ肉ヌト・呪ルシ法ヤヴナと呼よばれる魔族の呪じゆ法ほうにより、死ねない肉の塊かたまりと化かし、永えい遠えんの苦く痛つうを味わいながら、この城しろに帰ってきた、と。

　そして彼は、今なお死を迎むかえることもできず、この城のどこかに幽ゆう閉へいされ、苦痛の呻うめきを上げ続けている──と。

「たぶん、風が廊ろう下かを渡わたって、こんな音を立ててるんでしょう。それでそんな噂が立ったんだと思います」

　たしかにこれでは、おかしな噂が立っても不思議ではない。

　しかし同時に──

　それが単なる噂ではなく、真しん実じつだ、という可か能のう性せいも残のこっているのだ。

　かつてこの国の国王が、魔族討とう伐ばつに向かったきり、行ゆく方え不ふ明めいになった。これは確たしかな事実である。

　そして、この世に魔族がいること。屍ラウグ肉ヌト・呪ルシ法ヤヴナという呪じゆ術じゆつが存そん在ざいしていることもまた、確かな事実なのだから。

　正しよう直じき言って、そこらへんのことが噂なのか本当なのか、ちょっと確かめてみたい、という好こう奇き心しんもあるにはあるが、今はそんなことを調しらべている場合ではない。

「──って、あ、そうだ。ガウリイ、ちょっと剣抜いてつき出して。

　みんな、ちょっと退さがっててね」

　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ」

　ぶぁっ！

　黒い『何か』が剣を包つつみ、一瞬のうちにそれは刀とう身しんに収しゆう束そくする。

　剣の刃がくろぐろと染そまり──みるみるうちに、もとの銀色の輝かがやきをとり戻もどす。

　おし。これで剣への魔力のチャージ終了！

　……って、黒ブラス妖ト・ア陣ツシユあたりが、シェーラにそれほど効きくとは思わないけど……

「これって、一いつ定てい範はん囲い……だいたい大人が両手ひろげたより、ちょっと大きいくらいの空間を飲み込んで発はつ動どうする術だから、味み方かたが敵てきの近くにいる時には、くれぐれもぶっ放ぱなしちゃだめよ。わかったわね？」

「ああ。わかった」

　剣を鞘さやにおさめつつ、カルい口くち調ようで答えるガウリイ。

　……ほんとーにわかってるんだろーな……おまいは……

　こんなもん、間ま違ちがって味方にぶち当てたら、いくらなんでも『いつものボケ』では済すませられない。

「……けどよ、ほんとーにわかってるんだろーな？　その執しつ務む室しつとやらの場所って」

　ふたたび歩きだしながら問うルークに、ジェイドは、やや自信なさげにうなずいて、

「ええ。……たぶん」

「たぶん……ってお前……」

「でも、謁えつ見けんの間ま出たそばの部屋にも、『控ひかえの間ま』とか、表示が出てたじゃあないですか。

　たしかに私は、特に階かい級きゆうもない、ただの騎き士しでしたから、執務室なんかに行ったことはありませんが……

　執務室を探して迷った、などという話も聞きませんから」

　……いや……執務室探して迷った奴やつがいても、他人には話さんと思うぞ。ふつー。

　まあしかし、廊ろう下かはさっきからほぼ一本道。時々枝えだ道みちもあるにはあるが、それほど長い分ぶん岐き路ろでもなかった。これで迷うことはないだろう。

　まさか執務室が、隠かくし部屋になっているわけもないし。

「あ。そうだ。ジェイド、今のうちに言っとくけど」

　歩あゆみを止めず、あたしは言う。

「たしか、あのアルスとかいう将軍、王様が、シェーラといっしょにいる、って言ってたわよね」

「はい。たしかに……」

「とゆーことで。

　まず部屋に踏ふみ込んだら、あなたはその王様連れて、ダッシュで逃げてほしいのよ」

「え!?」

　思わず一瞬足を止め、ちょっと間の抜けた声を上げるジェイド。

「ちょ……

　ちょっと待ってください！　私も戦います！

　足手まといにはなりません！」

「いや、足手まというんぬん、って話じゃなくて」

　あわててぱたぱた手を振るあたし。

　まあ確かに、正直なところを言うと、ことシェーラが相手では、ジェイドではいくらなんでも力不足の感はあるのだが。

　……いや、残るあたしたち四人で役者が十分かどうか、と言えば、これはこれで多少心もとない感もあるんだけど……

「いい？　あたしが言いたいのは、いざ戦いになったら、誰だれが王様のエスコートするか、ってことなのよ。

　まさか王様横に置いて、どかどか呪じゆ文もんぶっ放ぱなすわけにもいかないでしょ？

　それにもしも、相あい手てが王様人ひと質じちにしたらどうするのよ？

　なら、誰だれかが王様を、戦場から引き離はなさなくちゃならないわ。

　──で。

　あたしたち四人は、はっきし言って、王様を、親しん切せつ丁てい寧ねいにエスコートするつもりも義ぎ理りも全然ないわ。

　あなたがどうあろうと、あたしたちの目もく的てきは、『王様を護まもること』じゃなくて『シェーラを倒たおすこと』なんだから。

　となればこの役目ができるのは一人だけ。

　つまり、そ─いうことなのよ」

「……で……ですが……」

　駆かけ足あしで追いつきながら、抗こう議ぎの声を上げるジェイド。

「それじゃあ、王様が死のうが生きようがおかまいなしで、横で戦った方がいいとか？」

「いえ！　それは激はげしくマズいと思いますが……」

「でしょ？

　ならやっぱし、これはあなたがやるべきことよ。

　ま、王様は、シェーラの方を信じてるから、あっさり言うこと聞いてくれるとは思えないけど……

　本当に王様の身の安全考えるなら、気き絶ぜつさせてでも連れて行くのよ」

「………………」

　あたしのことばに、ジェイドはしばし沈ちん黙もくし、

「──わかりました。

　陛へい下かを安全なところまでお連れしたら、私も急いで戻り、戦いに参加します。

　それならよろしいですね」

「……いや……だからそーじゃなくて……」

　どーあっても戦いたいか。あんたは。

　しかしシェーラの力は、おそらく、ジェイドが考えているより──ひょっとしたら、ルークやミリーナが考えているよりはるかに上だろう。

　ちょいとした魔力剣を少々当てたところで、どーにかなるよーな相手ではないのだ。

　あたしは小さくため息ついて、

「……安全なところ、って言うけど……

　城の小部屋とか、町の詰つめ所しよとか思ってるならおーまちがいよ。

　もしもシェーラが本気で、『戦い』じゃなく『破は壊かい』をするつもりになったら、たぶんこの町の中に、安全な場所なんてどこにもなくなるわ」

「……そんな大げさな……」

「事じ実じつよ。

　それに、考えてもみて。

　さっきあたしたちが謁見の間で倒たおした魔ま族ぞくたち──

　あれがほんとうに、敵の全戦力なのかどうか、って」

「つまり──残ざん存ぞん戦せん力りよくがある、ということですか？」

「その可か能のう性せいがある、ってことよ。

　連れん中ちゆうは、どーいう理り由ゆうかは知らないけど、この国を手に入れたがってるわ。

　となれば、国王を押おさえにかかるはず。

　もしもあなたが、安全だ、と思ったところに王様置おいて、こっちへ駆かけつけてる間に、敵の残った奴が、王様かっさらっていく──なんてことになったら、シャレにもなんにもなんないでしょ？」

「それは……確かに……」

「あなた、あのひと──えっと、名前なんてったっけ？　あたしたちをかくまってくれた門もん番ばんその一……」

「マイアス──ですか？」

「そうそう。その門番その一に言ってたじゃない。

　除じよ名めいになっても、騎き士しの心は忘わすれない、って。

　なら、王様を守るのは騎士のつとめ、でしょ？」

　言ってあたしはウインクひとつ。

「──あ……」

　呻うめいてジェイドは、小さな笑えみを浮かべて、

「……そう……ですね……

　──わかりました！

　不ふし肖ようこのジェイド＝コードウェル、ウェルズ＝ゼノ＝ガイリア国王陛へい下かをお護まもりする大たい任にん、勤つとめさせていただきます！」

　うむうむ。よしよし。

「それじゃあ早さつ速そく、その大任とやら、つとめてもらおうか」

　足を止め、言ったルークの声にふり向けば、延のびる廊下のゆく手にひとつ、扉とびらがあるのが目に入る。

　扉のすきまから漏もれ出る光。

「どうやら──着ついたみてーだぜ」




『執務室』

　扉の横のプレートには、間違いなく、そう文も字じが記しるされていた。

　──おそらく、この戦いが長びくことはないだろう。

　覇ジ王エ将ネラ軍ルの称しよう号ごうはダテではない。シェーラの力は圧あつ倒とう的てきである。

　シェーラの一いち撃げきを受ければ、絶対に無ぶ事じで済すむわけはない。

　そして、こちらの一人が崩くずれれば、残りが倒れるのに、それほど時間はかからないだろう。

　つまり──

　シェーラが、あたしたちを各個に切り崩すのが早いか。

　それとも、あたしたちの連れん携けいが、それより早くシェーラを倒せるか。

　そういう戦いなのである。これは。

　どちらにしても、短たん期き決けつ戦せんとなるだろう。

　最後に立っているのは、はたして──？

　全員、無む言ごんでうなずいて──

　だむっ！

　剣を構かまえたガウリイが、一気に扉を押し開ける！

　──そこは──

　あたしがイメージしていたよりは、かなり広い部へ屋やだった。

　正面には大きな黒くろ樫かしの机つくえ。机の上には書しよ類るいがひと山。

　そしてその机のそばには、ひと組の男女が佇たたずんでいた。

　ひとりは男──おそらくこれが、ウェルズ現国王なのだろう。としの頃ころなら三十半なかば、長い黒くろ髪かみ、がっしりとした体格。

　まさに王者の威い厳げんを身にまとった人物である。

　とてもシェーラの色いろ香かだか魔力だかにたぶらかされているようには見えないが──見えないからこそやっかいだ、という説もある。

　そしてそのそばに、ひざまずいて控ひかえるのは、蒼あおい地に銀の縫ぬい取りの礼服。伸ばした髪を三みつ編あみにまとめ、黒い長剣を携たずさえた一人の少女。

　見た目だけなら、たしかにそれは、王と、かしずく女騎士、といったところだろうか。

　しかし──

　この女騎士が仕えるのは、一国の王ではなくて闇やみの王──

「──何者か？」

　動揺の色さえ見せずに椅い子すから立ち上がり、男は鷹おう揚ような口くち調ようでこちらに問いかける。

　ジェイドはその場にひざまずき、

「──もと青あお騎き士し団だん所しよ属ぞく、ジェイド＝コードウェルにございます。

　陛へい下かのご意志を無む視ししての突然の闖入──

　ご無礼、ひらにご容よう赦しや願ねがいます」

「ジェイド……コードウェル？

　そうか。グランシス将しよう軍ぐんのご子し息そくの一人だったな。

　しかし確か貴き殿でんは、無断で街を出しゆつ奔ぽんしたかどで、追つい放ほうになったはずではなかったか？」

「御ぎよ意いに。

　されど、国の大事に至いたり、禁きんを犯おかすことを承しよ知うちで、あえて──」

「黙だまれ！　乱らん心しん者もの！」

　ジェイドの声を遮さえぎって、朗ろう々ろうたる、女騎士の声が響ひびいた。

　ゆっくりと──

　女騎士──シェーラはその場に立ち上がる。

　きっ！　とこちらをにらみつけ、

「さきほどよりの城での騒さわぎ、お主ぬしらの仕し業わざであろう！

　狙ねらいは何だ!?　まさか陛下のお命か!?」

　きっぱりとした口調で言い放つ。

　王の命を狙っている、と決めつけることにより、国王に、こちらのことばを聞く気を失くさせる──なかなかうまいやりかたである。

「私は陛下と話を──」

「ふざけるな！

　陛下、このような輩やからのたわ言、御耳の汚けがれになるばかり。

　この者どもはこのシェーラが処しよ断だん致いたします故ゆえ、この場は一いつ旦たん、お退ひきください」

「──うむ。任まかせたぞ。シェーラ。期待しておるぞ」

　シェーラのことばをあっさり受け入れ、鷹揚にうなずくウェルズ王に、彼女はかしずき、その手を取って甲こうに口づける。

「──陛下に捧ささげし剣にかけて──」

　ふたたびシェーラが立ち上がるとともに、ウェルズはその場で身をひるがえし、壁かべに手をつき、何やら操そう作さした。

　……ごぐん……

　低く重い音を立て、後ろの壁がぱっくりと開く。

　なるほど。王宮定番、もしもの時の秘密の通路、というわけか。

「陛下！」

　壁の奥に進むウェルズ王を追おうと立ち上がるジェイドを、ガウリイの手がおしとどめる。

「何を……!?」

「ばか、今行ったら殺やられるぞ！」

　そう。扉のそばにはシェーラがいるのだ。

　……ごごごごぅ……

　壁はふたたび重い音を立て、ウエルズ王の姿を呑のみ込こみ、口を閉とざした。

　おそらくこれで、外がわからは開かなくなるのだろう。

　だが、王を追いかける手がなくなったわけではない。

「ジェイド！　アルス将軍と合流！　いそいで王様の身み柄がら確かく保ほ！」

「──なるほど！　わかりました！」

　あたしのことばに答えてくるりときびすを返し、部屋から駆かけ出だしてゆくジェイド。

　将軍クラスの者ならば、城の抜ぬけ道などのことも、ある程度は知っているはず。

　今のアルスに事じじ情ようを話せば、たぶん手を貸してくれるだろう。

「……さて……と……」

　あらためて──

　あたしは彼女に視し線せんを移うつす。

「これでよーやっと水いらず、ってわけね。

　覇ジ王エ将ネラ軍ルシェーラ──」

　ゆっくりと──

　彼女は視線をこちらに向ける。

「……なるほど……

　アルスはそっちについた、ということね」

「そーゆーこと。

　でもあんたも、なかなかの騎き士しぶりだったわよ。

　手にキスなんてしちゃって、まー。

　魔族なんてやめて、役やく者しやで食べて行けるんじゃない？」

「ひさしぶりのあいさつがそれ？

　ずいぶんと礼れい儀ぎを知らないわね。

　それに──

　あちこちで、いろいろ邪じや魔まをしてくれるわね。リナ＝インバース」

「そっちの作戦がズサンすぎるんじゃないの？

　グラウシェラーの部下で名前がシェーラ、なんて、名前が安あん直ちよくなら作戦も安──」

「言うなっ！」

　シェーラの上げたその声は、思わずあたしが口をつぐむほど、怒いかりに満みちたものだった。

「あたしの名のことは言うな！」

　……うあ。マズい。本気で怒おこってるぞこれ。

　からかうつもりで言ったのだが、これって思いっきし逆ぎや効くこ果うかだったかも。

　マジで覇は王おうに自分の名前の由ゆ来らい聞いたら、『何も考えずにつけちった[image: ]』とか答えられたとか……

「それはさておき。

『作戦を邪魔する』って言ってるけど──」

　あわてて話題を変えるあたし。

「あんた一体、何をたくらんでるの？

　ドゥールゴーファをあっちこっちに貸し出して……

　最近あちこちで発生してる、デーモンの群ぐん発ぱつ事じ件けんも、あんたのさしがねなんでしょう？」

「答える必要はない！」

　ミもフタもなくそう言って、ずらりっ、と、腰の剣──黒の魔剣、ドゥールゴーファを引き抜いた。

　うあ。こいつ気が短くなってるっ！　前に出会った時ほどの余裕がないっ！

「あたしには──あとがないのよ！」

　わけのわからんセリフとともに、シェーラの殺さつ気きがふくれ上がる！

　来るっ！

　[image: ]んっ！

　ドゥールゴーファが風を薙なぎ、黒い衝しよ撃うげ波きはを生うんで、一撃は、あたしたち目がけてつき進む！

　とっさに四し方ほうに跳とぶ四人。

　黒い衝撃波は虚こ空くうを薙ないで、厚あつい扉をぶち破やぶる。

「螺フエ光ル衝ザ霊レー弾ド！」

　呪じゆ文もんを唱となえておいたのだろう。ルークの放はなった一撃を、しかしシェーラは、左手のひと振りで霧む散さんさせる。

「なにっ!?」

　高位魔族のその力に、驚きよう愕がくの声を上げるルーク。

　そこに続けてミリーナの攻撃。

「烈エルメ閃キア・咆フレイム」

　ブラス・デーモンあたりなら、一撃で葬ほうむるそれさえも、シェーラの魔剣のひと振りが、いともたやすく消しよう滅めつさせた。

　そこに──

「おおおおおおっ！」

　横から突つっ込こんでゆくガウリイ！

　ルークとミリーナ、二人の呪文の迎げい撃げきに、両手が開いたそのスキを逃さず─

　ざんっ！

　まともにシェーラの胴どうを薙なぐ！

　薙ぐと同時に、ダッシュで離はなれるガウリイに向かい、表情ひとつ変えることなくシェーラが生んだ、小さな数発の魔まり力よく弾だんが追つい撃げきをかける！

　なんとかかんとか、この追撃をかわすガウリイ。

　しかし──

　ガウリイの一撃……効きいちゃいね─……

　さすがに黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ程てい度どの威いり力よくでは、ダメージらしいダメージなんぞ与あたえるのは無理か。

「ちょっと待て！　マジでシャレになんねーぞ！　こいつ！」

「ああ！　だからリナが、最初っからそう言ってるだろ！」

　グチるルークに言うガウリイ。

「……となれば……」

　ぶんっ！

　ガウリイが、シェーラに向かって剣を振る。

　はるか間合いの外である。

　刹せつ那な、シェーラのまわりを一瞬、黒い何かが包つつみ込み、あっという間にかき消える。

　ガウリイが剣から黒ブラス妖ト・ア陣ツシユを解とき放はなち──シェーラがそれをなんなく消しよう去きよしたのだ。

　それでどーするつもりだガウリイ？

　シェーラはガウリイたちには目もくれず、呪じゆ文もんを唱となえるあたしに向かって衝しよ撃うげ波きはを放つ！

　ダッシュで横に跳とぶあたし。その動きを追って、シェーラも床ゆかを蹴ける！

　まずはあたし狙ねらいで来たかっ！

　まずいっ！　接せつ近きん戦せんに持もち込こまれたらこっちは不ふ利り！　あたしの持ってるショート・ソードで、魔ま族ぞくにして魔ま剣けんたるドゥールゴーファが受け止められるとはとうてい思えない！

　そこに横から走り込むガウリイ。

　ガウリイは、剣をつき出し──シェーラの放った衝撃波を、その刀とう身しんで受け止める！

　なるほど！　シェーラ自身が放った『力』を、刀とう身しんに吸きゆう収しゆうさせようというわけか！

　しかし問題は、刀身がもつかどうか!?

　衝撃波が刀身にまとわりついて──

　ぎっ！

　金きん属ぞくのきしむ小さな音！　だめかっ！

　思った刹せつ那な。ガウリイが剣を引く。

　衝撃波の、残った力をやりすごし、ダッシュであたしとシェーラの間に割わって入る。

「くっ!?」

　ガウリイの剣の性質を悟さとったか、呻うめいて後ろに退るシェーラ。

　そこに──

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブ陣ラス！」




　ばぢばぢばぢばぢばぢっ！




　あたしの放った、増ブー幅ストつきの、魔力の雷いかずちが降りそそぐ！

「──っ!?」

　シェーラは全身にその雷を浴あび、声にならない声を上げ──

　ばぢゅっ！

　はじけるような音を立て、その雷が砕くだけ散ちる！

「おおおおっ」

　そこを狙ねらって斬きり込むガウリイ！

　ぎんっ！

　ドゥールゴーファとガウリイの剣。二本の剣が嚙かみあって、鋭するどく高い音を響ひびかせる。

　剣の腕ではガウリイが上！　数合うち合い、やがてシェーラが後ろに大きく跳び退る。

「はっ！」

　同時に剣を振るガウリイ。

　ついさきほど、シェーラ自身が解き放った、魔力の衝撃波がシェーラに向かう！

「笑わらわせるな！」

　シェーラの一いつ喝かつが、その衝撃波を虚こ空くうでかき消す！

　そしてシェーラは、虚空に数個の魔力球を生み──

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　こぅっ！

　ミリーナの生んだ蒼あおい光の柱がシェーラを包つつみ込む！

　ダッシュでそこに突っ込んで、柱の中の影かげに向かって剣をつき出すガウリイ！

「やった!?」

　ミリーナの声が響く。

　だが──まだっ！

　ガウリイの剣が貫つらぬいたのはただの影。

　魔族お得とく意い、トカゲのシッポ切り！

　精せい神しん体たいのカケラだけを、おとりとしてその場に残し、本体は精アス神トラ世ル界・サ面イドに逃げ込む。

　となると次に出しゆつ現げんするのは──あたしの後うしろか!?

　思った瞬間。しかし人影は、ミリーナの後ろに出現した！

「後ろだ！」

　ガウリイが叫さけぶ。

　シェーラが魔力球を放つ。

　ミリーナがあわてて身をひねる。

　ごがっ！

　直撃こそは避さけたもの、左のショルダー・ガードをまともに砕くだかれ、衝撃で後ろに吹ふっ飛ぶミリーナ！

　シェーラはミリーナに向かって──

「魔ルビー王アイ・剣ブレード！」

　そうはさせじと、赫あかい魔力の刃やいばを生んだルークがシェーラに斬りかかる！

　今日二回目の発動!?　消しよう耗もうはげしいぞ、それは！

　ドゥールゴーファと魔力の剣がぶつかりあって、魔力の余波をまき散らす！

　切れ味なら、おそらくルークの魔ルビー王アイ・剣ブレードが上。しかしドゥールゴーファには、シェーラがいる限かぎり無む限げんの再生能力がある。

　このままでは、消耗するのはルークが先！

　もはやこうなれば、シェーラの足が止まったこの時に賭かけるしかない！

　あたしはいそぎ、虚きよ無むの刃やいば──神ラグナ滅・ブ斬レードの呪じゆ文もん詠えい唱しようを開始する。

　間に合うかっ!?

　やはり無理があったのか、ルークの生み出す刃の光が、みるみる弱くなってゆく。

　あたしの詠唱はまだ終わらない。

　そして──

　赫あかい光が消えた。

　ドゥールゴーファがふり下ろされる。

　ざんっ！

「──!?」

　斬ざん撃げきとともに、シェーラの体が大きくのけぞった。

　──ガウリイ！

　さきほどの突進は無意味ではない。魔力を解き放った剣に、崩ラ・霊テイ裂ルトの力を一部チャージしたのだ。

　おおっ！　今回珍めずらしく頭使ってるぞガウリイ！

　いくら高位魔族といえど、これは痛くないわけはない！

　シェーラの手から、ドゥールゴーファがこぼれ落ちる。

　こぼれ落ちたその剣を──虚こ空くうでルークの手が受け止めた！

　おいこらっ！

「──なっ!?」

　思わず驚きよう愕がくの声を上げるシェーラを──

　どずっ！

　ルークのドゥールゴーファが貫つらぬく！

「……は……」

　シェーラの口から小さな息が漏もれる。

　あわてて剣から手を離はなし、大きく後ろに退るルーク。

「……あ……」

　よろりっ、と。

　自らの剣を腹はらにつき立てたまま、ルークに歩あゆみ寄るシェーラ。

　そこに──

「はあっ！」

　ガウリイが剣から放った崩ラ・霊テイ裂ルトが炸さく裂れつする！

　しかしシェーラはまだ立っている！

　だが──これで終わりにする！

「神ラ滅グナ……！」

　シェーラがふり向く。あたしの方を。

　──!?

　一瞬、疑ぎ問もんがあたしの頭をかすめる。

　しかし、その疑問を確かめているヒマはないっ！

「斬ブレっード！」

　──あたしの生んだ虚無の刃は──

　覇ジ王エ将ネラ軍ルシェーラの体を、もののみごとに断たち割わっていた。




　……っきんっ……

　小さく澄すんだ音を立て、ドゥールゴーファの刀身が折れる。

　刀身は、床ゆかに落ちると同時に、とさりっ、と、かわいた土のように砕くだけて散ってゆく。

　──滅ほろびてゆく──

　ドゥールゴーファが。

　力の源みなもと、主あるじたる、覇ジ王エ将ネラ軍ルシェーラを失うしなって。

「……やった……みてーだな……どうやら」

「『どうやら』じゃあありません」

　ルークのつぶやきに、横からツッコミを入れるミリーナ。

「あの剣をいきなり摑つかむなんて、無む茶ちやもいいところよ」

「ふっ。ミリーナ。なんのかんの言って、やっぱり俺おれのこと、心しん配ぱいしてくれるんだな[image: ]」

「あなたがあの剣に体乗っ取られていたら、敵が一人増ふえるところだったわ」

「……………………あう……」

　つめたいひとことに呻うめくルーク。

　──たしかに──

　あの一瞬、もしもシェーラがドゥールゴーファに、ルークの支し配はいを命令していたら、負けていたのはあたしたちの方だったろう。

　……ま、もっとも、シェーラの方とて、まさかあんな物ぶつ騒そうな剣をぶん取って、攻撃してくるとは、思ってもいなかったようだが。

　あたしもたいがい無茶をやる方だが、この男も、かなりのもんである。

「ま、けどよ、これでともかくひと段落、ってわけだ」

　明るい口くち調ようでガウリイが言う。
















　──が。

「……何言ってんのよ……

　これから、この城のみんなの誤ご解かい解とかなくっちゃなんないのよ……

　これって……死ぬほどたいへんよ……」

『あう……』

　あたしのことばに呻うめくルークとミリーナ。

　しかしガウリイは、変わらぬ笑え顔がおで、

「はっはっは。ばかだなリナ。

　そーいう頭ず脳のう労ろう働どうは、オレは員いん数すう外がいだから、とりあえずオレはひと段落、って言ってるんじゃないか」

「いばるなあんたはぁぁぁぁっ！」

　ごめしっ！

　叫さけんであたしの放ったパンチは、もののみごとにガウリイの顔面を直ちよく撃げきしたのだった。




「……けどよ……結けつ局きよく何だったんだ？　今回の事件ってよ？」

　一連の事件から数日の後──

　ガイリア・シティをあとにして、いっしょに街かい道どうを行きながら、ルークはふと、思い出したようにそう言った。

「シェーラがこの国を乗っ取ろうとしてた。

　で、俺たちがシェーラをぶち倒してそれを止めた。

　そいつはいい。

　けどよ。結局あいつは、何たくらんでやがったんだ？」

　──そう。

　一つの事件は終わった。

　アルス将しよう軍ぐんの取りなしで、シェーラはどこかの国のスパイとして処しよ断だんされた、という扱あつかいになった。

　……ま、本当のこと言っても、誰だれも信用しないだろーし……

　ともあれかくて、やはりアルス将軍の取りなしで、ジェイドはめでたく騎き士しに返り咲き。

　一いつ功こうあったとして……名前忘れた。あたしたちをかくまってくれた門番その一も、それなりの報ほう酬しゆうをもらったとか。

　かくいうあたしたちも、やはり功こう績せきあったとして、そこそこの報ほう奨しよう金きんをもらっている。

　……ま、覇王将軍と戦いやるのに見合った金きん額がくかどうか、というのはさておいて……

　そして、すべての手続きを終えた後、アルス将軍は自みずから辞じ任にん。

　ディルス王国は、ふたたびじみちに、国の復ふつ興こうを続けることとなった──

　だが──

　シェーラが何を画かく策さくしていたのか。それは結局わからず終じまいなのである。

　どうにも──すっきりとしない。

　すっきりしないと言えば、まだある。

　はたして今回、シェーラは全力を出していたのだろうか？

　前にジェイドに言った、『シェーラが本気になれば、街の中に安全な場所などない』という言葉、あれは掛かけ値ねなしの真実である。

　しかし今回、シェーラはその本来の力を、ほとんど出していなかったのではないだろうか。

　まあ、実力を出す前に、サクッとあたしたちに倒された、とゆー説もあるが。

　全力など出すまでもなく、あたしたちを倒せると思っていたのか。それとも力をおさえてまで、この国と王とを手に入れることを望んだのか──

　そして何より気になることは──

　あたしが神ラグナ滅・ブ斬レードで、シェーラに斬りつけた、あの瞬しゆん間かん。

　彼女が──笑ヽみヽをヽ浮ヽかヽべヽてヽいヽたヽように見えたのは、はたしてあたしの気のせいだったのだろうか？

　むろん、このことは誰にも言っていない。

　単なる見間違いかもしれないのだから──

「けどよ、それって、考えたってわかることじゃないし……」

「あんたは考えればわかることでも考えないでしょーが」

　言うガウリイにツッコむあたし。

　……ま、たしかにガウリイの言う通りではあるのだが。

「──話は変わるけど俺たち、ついついおんなじ道行ってるけど……

　あんたら、これからどこへ行くつもりだ？」

　思い出したように聞いてから、ルークは、ちっちっちっ、と指を振ふり、

「──あ。言っとくがな。

『一いつ緒しよに旅しよう』ってのはナシだぜ。

　俺とミリーナ、二人っきりのらぶらぶ[image: ]トラベルを邪じや魔ましよう、なんて気の利きかねーこと言うなよな」

「だから『らぶらぶ』じゃあ──」

　言いかけて──

　ミリーナの動きが凍こおりつく。

　そして同時に、あたしたちも。

　東の方へと続く街かい道どう。

　幌ほろ馬ば車しやが、人々が道を行ゆき交かう大きな道。

　そして左右にひろがる森──

　その森の中に──

　ごぅあっ！

　雄お叫たけびが上がる！




　ごぐぁぁぁんっ！




　飛び来た火かき球ゆうが、前方の幌馬車をまともに吹っ飛ばした！

　人々の悲ひ鳴めいと呻うめきがあたりにこだまする！

　るぐぐぐぐぐおおおおおお……

　喉のどを鳴らしつつ、しげみの奥から現れたのは、一匹のレッサー・デーモン！

　──いや！

　一匹ではない！

　また一匹、さらに一匹と、しげみの中から姿を現あらわす。

　そして──まわりの森には、さらに無数の気け配はい！

　デーモン大量発生!?

　ということは──シェーラの件けんとこれとは別件か!?

　ともあれ考えている場合ではない。デーモンたちは、そのあたりにいる人たちに、見みさ境かいなしに攻撃をしかけようとしている！

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　あたしの放った一撃が、腰を抜ぬかした女の人に狙ねらいをつけてたレッサー・デーモンの一匹をぶち倒す。

「はあっ！」

　気合いとともにガウリイが駆かけ、デーモンたちに刃やいばをふるう。

　そしてルークの。ミリーナの。攻撃呪文が火を噴ふいた。

　──しかし──

　敵が多すぎる！

　一体森の中に、あと何匹の敵がいるのか。

　離はなれたところにかたまっているなら、竜ドラグ破・ス斬レイブなどの大おお技わざで、森ごと一気に吹っ飛ばす、などというダイナミックなテも使えるのだが、もはや完全に囲かこまれている。

　これは──はっきし言ってとことんめんどくさい！

　あちらから出てきたデーモンに攻撃呪文。こちらから出てきたデーモンに攻撃呪文。

　さくさく倒していってはいるのだが、むこうもどんどんあとから出てくる。

「覇ダイ王ナス氷ト・河ブ烈レス！」

　ぎがっ！

　しげみの陰かげから顔出した、デーモン一匹ぶち砕くだき──

「──た──助けてくれっ！」

　次の呪文を唱となえはじめたその時に。

　いきなしあたしのマントにしがみついて来たのは、通行人らしき中年のおっちゃん！

　こらっ！　あたしに頼たよりたくなるのはわかるが、ひとの動き止めるのはやめろっ！

　心の中でつっこんで、ふりほどこうとしたその時。

　目の前のしげみを割わって、一匹のブラス・デーモンが現れる！

　ずげげっ！　まずいっ！

　呪文はまだ唱え終わっていない！　マントにおっちゃんのおまけがついてるしっ！

　ブラス・デーモンの瞳ひとみがあたしを捉とらえる！

　そして！

　──光が薙ないだ。




　づごぅんっ！




　一瞬遅れた轟ごう音おんとともに、緑の木々といっしょに、デーモンたちが吹っ飛ぶ！

　──今の──光は──

　そしてふたたび閃ひらめく光。

　この攻撃は──白い巨人!?

　思って、光の瞬またたいた方に目をやったその刹せつ那な。

　光は、後ろの方で閃いた。

　──え!?

　あわててふり向いてはみるが、森の木々が邪じや魔まして何も見えはしない。

「わひわわわわわわわわわわわ」

　何が起こっているのか理わ解からずに、這はいずりながらあたしから離はなれていくおっちゃん。

　まあ、たしかに、巨人の狙ねらいはデーモンたちのようだが──あんな攻撃に巻まき込こまれたら、ひとたまりもない。

「何だ!?　これ!?」

「たぶんあれよ！　白い巨人！」

　駆かけ寄って、爆ばく音おんの中、大声で尋たずねるガウリイに、あたしも大きな声で答える。

「けど、二体はいるぞ！」

「そーね！」

「そーね、って……！」

　などと話していると、

「──おい！　逃にげた方がいいんじゃねーのか!?　これ！」

「同感ね！」

　駆け寄り、言ってくるルークとミリーナ。

「けどまだ人が……！」

「いねーよ！」

　ルークに言われてあたりを見れば、近くから、すでにあたしたち四人以外のひとたちの姿はきれいに消えている。

　うを!?　てめーらいつの間にッ!?

　つい今しがたまでずりずり這はいながら、あたしのマントにしがみついてたおっちゃんも、今まで泣いてた女の子も、やたら元気にダッシュで街道を駆けてゆく。

　あたしらは貧びん乏ぼうクジかぁぁぁぁぁっ!?

　ともあれこーなれば、ここにとどまる理り由ゆうもない。

「わかったわ！　それじゃあ逃げましょ！」

「……けどよリナ……」

「『けど』何なのよガウリイ!?　言っとくけど、ここで変なボケかましたらはり倒すわよっ！」

「いや……

　攻こう撃げき、もう終わってるみたいだからよ……」

「……………………へ？」

　……言われてみれば……さっきから、攻撃の音がとだえているよーな……

　あたりにはもはや、デーモンたちの気け配はいも残のこってはいない。

「……終わった……のかなー……？」

「終わった。ひとまずはな」

　声は、しげみの奥から聞こえた。

「!?」

　──はて、この声、どこかで聞いたような気が……？

　あたしがそちらをふり向けば、がさがさとしげみをかきわけ、現あらわれ出る人ひと影かげひとつ。

　それは、あたしの知っている顔だった。

　見た目は、ゆったりとした青い服に身を包つつんだ、金きん髪ぱつで、なかなか美形の中年男性である。

「──ミルガズィアさん!?」

　唐とう突とつと言えばあまりにも唐突な人物（？）の出現に、あたしは思わず声を上げていた。

　かつて、あたしがある事件で、北にそびえる竜ドラたゴンちズ・のピー峰クに赴おもむいた時──

　そこで出会った黄ゴール金デン・竜ドラゴンの長老、それがこのミルガズィアさんだった。

　むろん本来は竜なのだが、人に変身することもでき、その姿がこれ、というわけである。

　なるほど。デーモンたちを薙ないだ今の光──てっきり白い巨人のものかと思っていたが、黄ゴール金デン・竜ドラゴンの吐はく閃レー光ザーの・吐ブ息レスか。

　しかし──それほど離れてはいないとはいえ、なんでいつもは竜ドラたゴンちズ・のピー峰クにいるミルガズィアさんが？

「聞き覚おぼえのある声と名前に来てみれば、やはりお前であったか。

　久ひさしぶりだな。人間の娘むすめよ。

　それと──そちらの人間の男」

「あー。ひさしぶりです」

　言われて頭の後ろをぽりぽり搔かきつつ答えるガウリイ。

「……って、『実は誰だかおぼえてない』とか言うんでしょ？　あんたは」

　あたしのツッコミに、ガウリイは、心しん外がいそのものといった表情で、

「おぼえてるよ。あれだろ。でっかいトカゲのヒマなひと」

「『でっかいトカゲ』というのはやめてくれるか」

「ああああああ。すみませんすみません」

　真ま顔がおで顔を近づけてガンつけるミルガズィアさんに、あわててあやまり倒すガウリイ。

「それはそうと──」

　ミルガズィアさんは、ルークとミリーナの方に目をやって、

「あとの二人はずいぶんと面おも変がわりしたものだな」

「違ちがう違う」

「別べつ人じん別人」

　ぱたぱた手を振るあたしとガウリイ。

「わかっている。冗じよう談だんだ」

　表情ひとつ変えることなく言い放つ。

　……竜族の冗談のセンスって……わかんない……

「ともあれ、無ぶ事じだということは、前の件は片づいた、というわけだな」

「はい。なんとか。

　──けど──」

　あたしは、あたりをぐるりと見渡して、

「何が起こってるんです？　今。

　デーモンの大量発生。

　そして、竜ドラたゴンちズ・のピー峰クを離れることのなかったあなたが、こうして今、この現場にいる。

　となれば、ただごとでないのは確かですけど──」

「……うむ……」

　あたしの問いに、小さく唸うなり、ミルガズィアさんは、ちらりっ、と、ルークとミリーナの方を向く。

「──あ。この二人なら心配いりません。

　信しん頼らいできる人たちですから。

　ともに──覇ジ王エ将ネラ軍ルシェーラを倒した仲間です」

「な……!?」

　言ったあたしのそのことばに、さすがにちょっぴりのけぞるミルガズィアさん。

「倒した……と……いや……しかし……あんなことに関かかわって、なお生き延びているお前たちなら……

　ふうむ……」

　言ってなにやら考え込む。

「……なあ……ところで、俺たち、いまいち話が見えねーんだけど」

「あ、ちょっと話が長くなるから、あとでじっくり説明するわ」

　横から問いかけるルークに、あたしは言う。

　やがて、ミルガズィアさんは顔を上げ、

「……そうだな……

　他た言ごんは一いつ切さい無む用よう、ということでなら、これはお前たちには話しておくべきなのかもしれんな」

「不ふ要ようですわ。ミルガズィアおじさま」

　よく通る女の声は、今度は、後ろから聞こえた。

　ふり向いたそこには、葉ずれの音さえ立てぬまま、しげみの奥から姿を現す一人の女性。

　見た目、としの頃なら二十歳前後。長く伸ばした金色の髪の美人である。

　ゆったりとした青い服に、えらく変な格好をした、白い軽ライ装ト・鎧メイルを身につけている。

『見た目』とことわったのはほかでもない。

　彼女が実際には、見た目通りの年齢ではないからである。

　とがった耳、透すけるように白い肌はだ。

　それらの特とく徴ちようが、彼女が人間ではなく、エルフ族であることを示しめしていた。

　人間に数倍する魔力と、五、六倍の寿じゆ命みようを持つ種族で、ふつうは人間の前になど、めったに姿を見せないのだが。

　ともあれ彼女は、単純計算で換かん算さんすると、おそらく百年前後は生きている、ということになる。

　彼女は、あたしたちには目もくれず、ミルガズィアさんに向かって、

「人間などに話したところで、役に立つわけもなし。

　逆に混こん乱らんを招まねくのが関せきの山、というところですわ」

「人間なヽどヽ？」

　彼女のことばに、ルークが青スジ立てたりするが、やはり彼女は無関心。

「そう言うな。メフィ。

　同じこの大地に生きる者として──彼らにも知る権利はある。

　それにあながち、役に立たんと限ったわけではない」

「……けれども……」

「私が決めたことなのだ。彼らに話す、と」

「……はい……」

　ミルガズィアさんにきっぱりそう言われ、彼女──メフィは不ふし承よう不ぶし承ようながらもうなずいた。

「話の腰こしを折おってすまぬ。あの子は人間があまり好きではないのでな」

「──みたいね」

　言ってあたしは、ひょいっ、と小さく肩かたをすくめた。

　人間が、一時期エルフ族を虐ぎやく待たいした頃ころがあったのは事実である。たとえそれが、人間にとっては昔の話でも、人の五、六倍の寿命を持つ彼女たちにとっては、『しばらく前』のできごとにすぎない。

「どこから話せばよいものか。

　──言うまでもなく、最近各地に、レッサー・デーモンなどの低級魔族が大量に出現する事件が頻ひん発ぱつしている。

　そしてどうやらこれは、覇ダイ王ナストグラウシェラーの一軍を中心とする動きらしいのだ。

　──私はかつて、これとそっくりの状じよう況きようを目にしたことがある」

「そっくり──ですか」

「うむ。

　デーモンの群発。人々の間にひろまる不安。不安はそれに乗じようじた戦いを生み、ますますの混こん乱らんを生んだ。

　その時すべてを画かく策さくしたのは覇ダイ王ナストではなかったが──

　起こっている状況が同じ、ということは、おそらく覇や王つの狙いもまた同じ──」

「──と、言うと……？」

　あたしの問いに、ミルガズィアさんは一瞬沈黙し──

　やがて──重い口調でこう言った。

「すなわち──降こう魔ま戦せん争そうの再現──」
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作：そーゆーことで新しん装そう版ばんっ！

　　覇は軍ぐんの策さく動どうをお送りしますっ！

Ｌ：さて、前回のあとがきから今回のあとがきの間までに、読者のみなさんもあたしの活かつ躍やくをいろいろ想像してくれたみたいで、『ぼくはＬさまのこんな活躍をかんがえました』とかいった手紙が今日までになんと四万通も！

作：来るかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！

　　同時発売っ！　三冊さつ同時発売っ！

　　時間的にムリっ！　百パーセント噓うそ丸出しっ！

Ｌ：ちっ！　ばれたかっ！

作：ばれるわっ！

　　そもそも、えーっと、『Ｌ対全国有名旅館美人女お将かみ　関西編へん』だっけ？

　　そのタイトルで想像できる内容って、おまいが行く先々の旅館でゴネて女将と言い合いになる、って展てん開かいくらいだろーが。

Ｌ：ふっふっふっ。

　　まだまだ発はつ想そうが貧ひん困こんね。

　　たとえばっ！　バトルの要よう素そを取り入れてっ！

　　師しし匠ようを殺ころされ、かたきを見つけるために旅に出るあたしっ！

　　京きよ都うとで湯ゆ豆どう腐ふと格かく闘とうし、神こう戸べではいつ現あらわれるかもわからない神戸牛を狩かるために、六ろつ甲こう山さん中ちゆうで三日三晩ばんを明かし、ついには大おお阪さかにて、お好み焼きをおかずにごはんを食べるのはアリか無なしかで激はげしいバトル！

　　あたしのピンチに駆かけつける強と敵も！　迷まよわず追おい返かえすあたし！

作：追い返すんだっ！

Ｌ：他には恋れん愛あい要素を取り入れてっ！

　　一人京都を旅するあたし。そこで出会った行きずりの湯豆腐と熱い一夜を──

作：いやちょっと待て。

　　それ、バトル風に言ってるかエロっぽく言ってるかの違いだけで、やってることは湯豆腐食ってるだけだよな!?

　　どっちにしろ美人女将出てきてねえし！

Ｌ：そこはどーでもいーのよ！

作：どーでもいーんかっ!?

　　それじゃあタイトルと内容違うじゃん！

Ｌ：いーのよそんなもん大おお幅はばに違ったって。多少でも合ってれば。

　　たとえばいろいろあって宿やどに帰ると美人女将がいて、人生の苦く労ろう経けい験けんグチ合がつ戦せんがちょっとある、とか。

作：どーゆー読み物それ!?　読者、読んでてブルー入るだけじゃん！

　　つかその程度タイトルと合ってればいいのか!?

Ｌ：なぁぁに言ってるんだか。

　　そーゆーあんたのこの『覇軍の策動』だって、『覇王配はい下かの連中が何か策動してる気がする、って寒いギャグブレスを吐はくドラゴンが言ってました』って程てい度どしか合ってないじゃない。

　　後の巻かんで、予想は当たってた、って結けつ論ろんにはなるけど。

作：[image: ]っ……！

　　いやまあ実際、お話を書いてても、原げん稿こうはほぼできたんだけど、タイトルだけがまだ、なんて状じよう況きようになったことは何度でもあるし。

　　でもってタイトルを適てき当とうにつけたせいで、内容とちょっとしか合ってないこともしばしば。

　　そのせいか今回、同時期に、短編集からのせれくと集も出してたりするんだけど、タイトルだけリストアップされても、はてどんな内容じゃったかのぅ？　と悩なやむモノも時々あったし！

Ｌ：なら美人女将がちょっと出てるだけでも可、でしょ？

作：うっ……！

　　まあいいだろう……そこは認めよう。

Ｌ：それじゃああるいはミステリ仕立て！

　　あたしが旅ゆく先々で起こる謎なぞの殺人事件！

作：ありがちといえばありがちだけど……まあ、今までの中では比ひ較かく的てき面おも白しろそうではあるかな？

Ｌ：犯はん人にんは最後まで謎！

作：ちょっと待てぃ！

　　犯人推すい理りとか謎解ときとかはっ!?

Ｌ：え？　なんでそんなことしなくちゃなんないの？　事じ件けんの捜そう査さは警けい察さつとかに任まかせとけばいいのに。

作：いやそれはものすっごくまっとうな意見だとは思うけどっ！

　　ミステリ仕立てなんだからっ！

Ｌ：なーに言ってんだか。

　　ミステリは直ちよく訳やくして謎。つまり謎の多い話って意味。謎が解けるとはひとことも言ってないでしょ？

作：くっ……！　そう言われてみれば昔むかし流行した×ファイルとかも、ジャンルはミステリだったような気がするっ……！　たいていの怪かい事件は宇うち宙ゆう人じんとか未み確かく認にん生物の仕し業わざだったけどっ……！

　　──いやしかし待て！

　　れーせーに考えたら、行く先々で殺人って、犯人、明確にお前じゃん！

Ｌ：またそーゆー寝ね言ごとを。

　　ンなりくつが通るなら、たいていのシリーズ探たん偵ていものの犯人は、その探偵自身ってことになっちゃうでしょ。

　　たまたま行き会わせただけよ。たまたま。

　　──ま、どーしても犯人を明らかにしたい、っていうんなら、後日、あたしが別の旅りよ館かんで寝ねっ転ころがりながらＴＶ見てると、前に遭あった事件の犯人が捕つかまった、って報道をしてる、ってゆー展開にすれば。

　　動機とかもちゃんと報ほう道どうされてて。

作：盛もり上あがらねぇ……

Ｌ：とゆーことで、いろんなお手本を出してみたわけだけど。

　　引き続き読者のみなさんも、あたしの活躍をあれこれ想像してみてね。

作：手本て……みんな。かまっちゃだめだよ。調子に乗るから。

Ｌ：それじゃあみなさん、おたよりお待ちしていまーす♪
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